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〔No. 1〕

次の文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたものである。明ら

かに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．「測量」とは，土地の測量をいい，地図の調製及び測量用写真の撮影は含まないものとする。

2．基本測量の測量成果を使用して基本測量以外の測量を実施しようとする者は，あらかじめ,

国土地理院の長の承認を得なければならない。

3．公共測量は，基本測量又は公共測量の測量成果に基いて実施しなければならない。

4．測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，当該公共測量に関し観測機械の種

類，観測法，計算法その他国土交通省令で定める事項を定めた作業規程を定め，あらかじめ，

国土交通大臣の承認を得なければならない。

5．技術者として基本測量又は公共測量に従事する者は，登録された測量士又は測量士補でなけ

ればならない。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.1
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〔No. 1〕

次の文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたものである。明

らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. ｢測量計画機関」とは，測量法第 5 条に規定する公共測量並びに同法第 6 条に規定する基本

測量及び公共測量以外の測量を計画する者をいう。 

2. 基本測量の永久標識の汚損その他その効用を害する恐れがある行為を当該永久標識の敷地又

はその付近でしようとする者は，理由を記載した書面をもって，国土地理院の長に当該永久標

識の移転を請求することができる。 

3. 測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，当該公共測量に関し観測機械の種類，

観測法，計算法などを定めた作業規程を定め，あらかじめ，国土交通大臣の承認を得なければ

ならない。 

4. 測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，あらかじめ，当該公共測量の目的，

地域及び期間並びに当該公共測量の精度及び方法を記載した計画書を提出して，国土地理院の

長の技術的助言を求めなければならない。 

5. 測量士補は，測量に関する計画を作製し，又は実施することができる。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.1

13



 〔No．1〕

　 　次の文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたものである。明らか

に間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 　「測量」とは，土地の測量をいい，地図の調製及び測量用写真の撮影を含む。

2. 　「測量作業機関」とは，測量法第5条に規定する公共測量及び同法第6条に規定する基本測量及び

公共測量以外の測量を計画する者をいう。

3. 公共測量を実施しようとする者は，国土地理院の長の承認を得て，基本測量の測量標を使用する

ことができる。

4. 公共測量を実施する者は，当該測量において設置する測量標に，公共測量の測量標であること及

び測量計画機関の名称を表示しなければならない。

5. 測量士は，測量に関する計画を作製し，又は実施する。測量士補は，測量士の作製した計画に従

い測量に従事する。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.1
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 〔No．1〕

　 　次のａ～ｅの文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたものであ

る。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 測量計画機関とは，「公共測量」又は「基本測量及び公共測量以外の測量」を計画する者をいい，

測量計画機関が，自ら計画を実施する場合には，測量作業機関となることができる。

b. 測量業とは，「基本測量」，「公共測量」又は「基本測量及び公共測量以外の測量」を請け負う営業

をいう。

c. 公共測量は，「基本測量」，「公共測量」又は「基本測量及び公共測量以外の測量」の測量成果に基

づいて実施しなければならない。

d. 公共測量を実施する者は，当該測量において設置する測量標に，公共測量の測量標であること及

び測量作業機関の名称を表示しなければならない。

e. 測量業者としての登録を受けないで測量業を営んだ者は，懲役又は罰金に処される。

1. a，b

2. a，c

3. b，d

4. c，d

5. d，e

測量士補過去問題 平成31年度 No.1
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〔No. 1〕

次の a ～ e の文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたもので

ある。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a ．「基本測量」とは，すべての測量の基礎となる測量で，国土地理院又は公共団体の行うもの

をいう。

b ．何人も，国土地理院の長の承諾を得ないで，基本測量の測量標を移転し，汚損し，その他

その効用を害する行為をしてはならない。

c ．基本測量の測量成果を使用して基本測量以外の測量を実施しようとする者は，あらかじめ ,

国土地理院の長の承認を得なければならない。

d ．測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，当該公共測量に関し作業規程を定

め，あらかじめ，国土地理院の長の承認を得なければならない。

e ．技術者として基本測量又は公共測量に従事する者は，測量士又は測量士補でなければならな

い。

1． a，c

2． a，d

3． b，e

4． c，d

5． d，e

測量士補過去問題 令和2年度 No.1
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〔No. 1〕

次のａ〜ｅの文は亜測量法（昭和 24 年法律第 188 号）に規定された事項について述べたもの

である。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖公共測量は亜基本測量又は公共測量の測量成果に基いて実施しなければならない。

ｂ唖「基本測量及び公共測量以外の測量」とは亜基本測量及び公共測量を除くすべての測量をい

う。ただし亜建物に関する測量その他の局地的測量及び小縮尺図の調製その他の高度の精度を

必要としない測量は除く。

ｃ唖基本測量以外の測量を実施しようとする者は亜国土地理院の長の承認を得て亜基本測量の測

量標を使用することができる。

ｄ唖「基本測量及び公共測量以外の測量」を計画する者は亜測量計画機関である。

ｅ唖「測量記録」とは亜当該測量において最終の目的として得た結果をいい亜「測量成果」とは亜

測量記録を得る過程において得た結果をいう。

1唖 ａ亜ｃ

2唖 ａ亜ｄ

3唖 ｂ亜ｄ

4唖 ｂ亜ｅ

5唖 ｃ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.1
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〔No．1〕

次のａ～ｅの文は，測量法（昭和 24 年法律第 188 号）に規定された事項について述べたもの

である。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．「測量」とは，土地の測量をいい，地図の調製や測量用写真の撮影は測量には含まれない。

ｂ．測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，あらかじめ，当該公共測量の目的，

地域及び期間並びに当該公共測量の精度及び方法を記載した計画書を提出して，国土地理院の

長の技術的助言を求めなければならない。

ｃ．「基本測量」とは，国土地理院が実施する測量をいうため，測量業者は基本測量を請け負う

ことはできない。

ｄ．測量士は，測量に関する計画を作製し，又は実施する。測量士補は，測量士の作製した計画

に従い測量に従事する。

ｅ．国土地理院の長の承諾を得ないで，基本測量の測量標を移転してはならない。

1． ａ，ｃ

2． ａ，ｄ

3． ｂ，ｄ

4． ｂ，ｅ

5． ｃ，ｅ

測量士補試験 令和04年度 No.1
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測量士補試験 令和05年度 No.1
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[ No. 1]

次の a ~ e の文は，測量法（昭和 24 年法律第 188 号）について述べたものである。明らかに

間違っているものだけの組合せはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選べ。

a. 公共測量とは，基本測量以外の測贔で，その実施に要する費用の全部又は一部について国又

は公共団体が負担して実施する測量をいう。ただし，国又は公共団体からの補助を受けて行う

測量を除く。

b. 枯本測贔とは，すべての測量の基礎となる測量であり，国土地理院の行うものをいう。

C. 測量計画機関が自ら計画を実施する場合には，測量作業機関となることができる。

d. 基本測量の測量成果を使用して基本測量以外の測量を実施しようとする者は，あらかじめ，

国土地理院の長の承認を得なければならない。

e. 測量計画機関は，公共測量を実施しようとするときは，当該公共測量に関し作業規程を定め，

あらかじめ，国土地理院の長の承認を得なければならない。

c

e
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〔No. 2〕

次のａ～ｅの文は，公共測量に従事する技術者が留意しなければならないことについて述べた

ものである。明らかに間違っているものは幾つあるか。次の中から選べ。

ａ．測量計画機関から貸与された測量成果などのデータをコピーしたUSBメモリを紛失したが，

会社にバックアップがあり作業進捗に何ら影響がなかったため，測量計画機関には作業終了時

に報告した。

ｂ．測量計画機関が発行した身分を示す証明書は大切なものであるから，現地での作業ではカ

ラーコピーした身分を示す証明書を携帯した。

ｃ．空中写真測量における数値地形図データ作成の現地調査において，調査した事項の整理及び

点検を現地調査期間中に行った。

ｄ．基準点測量を実施の際，所有者に伐採の許可を得てから観測の支障となる樹木を伐採した。

ｅ．水準測量作業中に標尺が通行中の自動車に接触しドアミラーを破損したが，その場で示談が

成立したため特に測量計画機関には報告しなかった。

1．　0（間違っているものは1つもない。）

2．　1つ

3．　2つ

4．　3つ

5．　4つ

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２
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〔No. �〕 

次の D 㹼 H の文は，公共測量に࠾ける測量作業機関のᑐᛂについて述べたものである。明ら

かに間違っているものࡔけの⤌ྜࡏはどれか。次の中から選べ。

D. 測量計画機関から㈚された測量ᡂᯝなどのࢱ࣮ࢹを᱁⣡した 86% ࣓ࣔࣜを⣮ኻしたが，

作業㐍ᤖにఱらᙳ㡪がなかったため，測量計画機関には作業⤊にሗ࿌した。

E. Ỉ‽測量を実施する㐨㊰は，交通量がᑡないため，当該地域を⟶㎄する㆙ᐹ⨫長の㐨㊰

用チྍ⏦請書の提出は┬␎してỈ‽測量を行った。

F. ✵中┿測量に࠾いて，ᑐ✵標識タ⨨のためᶞᮌのఆ᥇がᚲせとなったので，あらかじめ，

その土地のᡤ᭷者又は༨᭷者に承ㅙを得て，当該ᶞᮌをఆ᥇した。

G. 作業地࿘㎶のఫẸࡸ࿘㎶⎔ቃにᙳ㡪がないሙᡤとᛮࢃれたが，基‽Ⅼ測量に࠾ける測量標の

ᇙタに用しなかった㈨ᮦなどを，㏿ࡸかに⌧地から᧔ཤした。

H. 地ᙧ測量の⌧地ㄪᰝで公᭷又は⚾᭷の土地に❧ࡕධるᚲせがあったので，測量計画機関がⓎ

行する㌟ศを♧すド明書をᦠᖏした。

1㸬 D，E

2㸬  D，H 

3㸬  E，G 

4㸬  F，G 

5㸬  F，H 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.2
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 〔No．2〕

　 　次のａ～ｅの文は，公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。明らかに間

違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 測量作業着手前に，測量作業の方法，使用する主要な機器，要員，日程などについて作業計画を

立案し，測量計画機関に提出して承認を得た。

b. 現地作業中は，測量計画機関から発行された身分証明書を携帯するとともに，自社の身分証明書

も携帯した。

c. 測量法に規定する測量士補名簿には未登録であったが，測量士補となる資格を有しているので，

測量技術者として公共測量に従事した。

d. 道路上で水準測量を実施するため，あらかじめ所轄警察署長に道路占用許可申請書を提出し，許

可を受けて水準測量を行った。

e. 局地的な大雨による災害や事故が増えていることから，現地作業に当たっては，気象情報に注意

するとともに，作業地域のハザードマップを携行した。

1.  a，b

2.  a，c

3.  b，e

4.  c，d

5.  d，e

測量士補過去問題 平成３０年度 No.2
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 〔No．2〕

　 　次のa ～ eの文は，公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。明らかに間

違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 気象庁から高温注意情報が発表されていたので，現地作業ではこまめな水分補給を心がけながら

作業を続けた。

b. 現地作業の前に，その作業に伴う危険に関する情報を担当者で話し合って共有する危険予知活動

（KY活動）を行い，安全に対する意識を高めた。

c. 測量計画機関から貸与された測量成果を，他の測量計画機関から受注した作業においても有効活

用するため，社内で適切に保存した。

d. 基準点測量を実施の際，観測の支障となる樹木があったが，現地作業を早く終えるため，所有者

の承諾を得ずに伐採した。現地作業終了後，速やかに所有者に連絡した。

e. Ｅ市が発注する基準点測量において，Ｅ市の公園内に新点を設置することになった。利用者が安

全に公園を利用できるように，新点を地下に設置した。

1. a，b

2. a，c

3. b，e

4. c，d

5. d，e

測量士補過去問題 平成31年度 No.2
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〔No. 2〕

次の a ～ e の文は，公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。明ら

かに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a ．測量計画機関から個人が特定できる情報を記載した資料を貸与されたことから，紛失しな

いよう厳重な管理体制の下で作業を行った。

b ．基準点測量の現地作業中に雨が降り続き，スマートフォンから警戒レベル 3 の防災気象情

報も入手したことから，現地の作業責任者が判断して作業を一時中止し，作業員全員を安全な

場所に避難させた。

c ．水準測量における新設点の観測を速やかに行うため，現地の作業責任者からの指示に従い，

永久標識設置から観測までの工程を同一の日に行った。

d ．現地作業で伐採した木材と使用しなかった資材を現地で処分するため，作業地付近の草地

で焼却した後に，灰などの焼却したゴミを残さないように清掃した。

e ．空中写真撮影において，撮影終了時の点検中に隣接空中写真間の重複度が規定の数値に満た

ないことが分ったが，精度管理表にそのまま記入した。

1． a，b

2． a，c

3． b，e

4． c，d

5． d，e

測量士補過去問題 令和2年度 No.2

33



IB-04-W.smd  Page 4 21/07/28 11:22  v4.00

〔No. 2〕

次のａ〜ｅの文は亜公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。その対

応として明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として亜トータルステーションによる基準点測量

の現地作業において亜マスクを着用し亜近い距離での大声の会話を避けて観測を行った。

ｂ唖基本測量成果を使用して行う基準点測量において亜国土地理院のホームページで公開してい

る基準点閲覧サービスから測量成果が閲覧できたため亜それを印刷して既知点座標の数値とし

て使用し作業を行った。

ｃ唖測量士補の資格を有していたため亜測量士が立案した作業計画に従い亜測量技術者として公

共測量に従事した。

ｄ唖GNSS 観測で得られたデータで基線解析を実施したところ亜観測データの後半で不具合がお

き亜計画していた観測時間よりも短い時間のデータしか解析ができなかった。それでも作業規

程に規定された観測時間は満たしており亜FIX解が得られ亜点検計算でも問題はなかったの

で亜そのまま作業を続けた。

ｅ唖測量計画機関から貸与された空中写真を亜別の測量計画機関から同じ地域の作業を受注した

場合に活用できるかもしれないと考え亜社内で複写して保管した。

1唖 ａ亜ｂ

2唖 ａ亜ｃ

3唖 ｂ亜ｅ

4唖 ｃ亜ｄ

5唖 ｄ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.2
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〔No．2〕

次のａ～ｅの文は，公共測量に従事する技術者が留意しなければならないことについて述べた

ものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．水準測量作業中に，標尺が駐車中の自動車に接触しドアミラーを破損してしまった。警察に

連絡するとともに，直ちに測量計画機関へも事故について報告した。

ｂ．局地的な大雨による災害や事故が増えていることから，現地作業に当たっては，気象情報に

注意するとともに，作業地域のハザードマップを携行した。

ｃ．測量計画機関が発行した身分を示す証明書は大切なものであるから，私有の土地に立ち入る

作業において，証明書の原本ではなく証明書のカラーコピーを携帯した。

ｄ．基準点測量を実施する際，所有者に伐採の許可を得てから観測の支障となる樹木を伐採した。

ｅ．測量計画機関から貸与された測量成果などのデータをコピーしたUSBメモリを紛失した

が，会社にバックアップがあり作業には影響が無かったため，測量計画機関にはUSBメモリ

を紛失したことを報告しなかった。

1． ａ，ｃ

2． ａ，ｄ

3． ｂ，ｄ

4． ｂ，ｅ

5． ｃ，ｅ

測量士補試験 令和04年度 No.2
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No 2  

 a  e 

a  

b  

c  

d  

e  

1  a c 

2  a d 

3  b d 

4  b e 

5  c e 

測量士補試験 令和05年度 No.2
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[No. 2]

次の a ~ e の文は，公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。明ら

かに間違っているものだけの組合せはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選べ。

a. 局地的な大雨による災害が増えていることから，現地作業に当たっては，気象情報に注意す

るとともに，作業地域のハザードマップを携行した。

b. 測量計画機関から貸与された測贔成果などのデータを格納したUSBメモリを紛失した後の対

応として，会社にデータのバックアップがあり作業には影響がないことを確認するとともに，

速やかに測量計画機関に報告し，その指示を求めた。また，再発防止の措置を講じた。

c. 二つの測量計画機関 A, B から同時期に同じ地域での作業を受注した。作業効率を考慮し，

Aから貸与された空中写真などの測量成果を B の作業にも使用した。その旨の報告は， A, B 

それぞれの成果納品時に行った。

d. 基準点測量を実施する際，観測の支障となる樹木があった。現地作業を予定どおりに終わら

せるため，所有者の承諾を得ずに伐採した。現地作業終了後，速やかに所有者に連絡した。

e. 現地作業中は，測量計画機関から発行された身分証明書とともに， 自社の身分証明書も携帯

した。

l. a, b 

2. a, e 

d

d

 
, 

, b

c

 

.. 3

4

 

5. C, e 

測量士補試験 令和06年度 No.2
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ラジアンと三角形の基本的性質
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〔No. �〕 

次の a 㹼 c のྛၥの⟅࠼の⤌ྜࡏとして᭱も㐺当なものはどれか。次の中から選べ。 

たࡔし，࿘⋡ȧ   3.142 とする。 

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

a㸬43r52͛10͜を⛊༢に算するとᗄらか。 

b㸬43r52͛10͜をࣛࣥࢪ༢に算するとᗄらか。 

c. 㡬Ⅼ A，B，C を㡰に┤⥺で⤖୕ࡔࢇゅᙧ ABC で，㎶ BC   6 m ，҆BAC   130r，҆ABC

  30rとしたとき，㎶ AC の長さはᗄらか。

a b c 

1㸬 157,920͜ 0.383 ࣥࢪࣛ  3.916 m

2㸬 157,920͜ 0.766 ࣥࢪࣛ 4.667 m 

3㸬 157,930͜ 0.766 ࣥࢪࣛ 3.916 m 

4㸬 157,930͜ 0.383 ࣥࢪࣛ 4.667 m 

5㸬 157,930͜ 0.766 ࣥࢪࣛ 4.667 m 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.3
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 〔No．3〕

　　　次のａ及びｂの各問の答えの組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π＝3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

a. 51° 12′ 20″をラジアン単位に換算すると幾らか。

b. 頂点Ａ，Ｂ，Ｃを順に直線で結んだ三角形ABCで辺AB＝6.0 m，辺AC＝3.0 m，∠BAC＝125°

としたとき，辺BCの長さは幾らか。

　ａ　 　ｂ　

1.  0.447ラジアン　　8.1 m

2.  0.447ラジアン　　8.6 m

3.  0.766ラジアン　　8.6 m

4.  0.894ラジアン　　8.1 m

5.  0.894ラジアン　　8.6 m

測量士補過去問題 平成３０年度 No.3
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 〔No．3〕

　　　次のa及びbの各問の答えの組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π＝3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

a. 0.81［rad］（ラジアン）を度分に換算すると幾らか。

b. 頂点Ａ，Ｂ，Ｃを順に線分で結んだ三角形ABCで辺BC＝6.00 m，∠BAC＝110°，∠ABC＝35°

としたとき，辺ACの長さは幾らか。

 ａ ｂ

1. 46° 24′　　3.66 m

2. 46° 24′　　5.23 m

3. 46° 40′　　5.23 m

4. 46° 40′　　3.66 m

5. 92° 49′　　5.23 m

測量士補過去問題 平成31年度 No.3
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〔No. 3〕

次の a ～ c の各問の答えとして最も近いものの組合せはどれか。次の中から選べ。

ただし，円周率π＝3.14とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

a ．30°11′26″を10進法に換算すると幾らか。

b ．120°をラジアンに換算すると幾らか。

c ．三角形ABCで辺AB＝5.0 m，辺BC＝7.0 m，辺AC＝4.0 mとしたとき，∠ABCの角度

は幾らか。

a b c

1． 30.19055° 1.05ラジアン 44°

2． 30.19055° 2.09ラジアン 34°

3． 30.19055° 2.09ラジアン 44°

4． 30.61666° 1.05ラジアン 34°

5． 30.61666° 2.09ラジアン 44°

測量士補過去問題 令和2年度 No.3
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〔No. 3〕

次の文の ア 及び イ に入る数値の組合せとして最も適当なものはどれか。次の

中から選べ。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

点A亜B亜C亜Dで囲まれた四角形の平たんな土地 ABCDについて亜幾つかの辺長と角度を観

測したところ亜∠ABC＝ 90 °亜∠DAB＝ 105 °亜AB＝ BC＝ 20m亜AD＝ 10mであった。

このとき AC＝ ア mであり亜土地 ABCDの面積は イ m2 である。

ア イ

1唖 28.284 270.711

2唖 28.284 322.475

3唖 34.641 150.000

4唖 34.641 286.603

5唖 34.641 350.000

測量士補試験 令和03年度 No.3
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No 3  

ABC ABC 5 3 ABC

3 ABC AB 3.0 m BC

8.0 m CA

3

1  1.4  7.0 m 

2  1.4  9.8 m 

3  2.8  5.6 m 

4  2.8  9.8 m 

5  3.2  7.0 m 

59 59 57

60 50 51

59 59 59

60 50 55

59 59 58

仁ニコ 亡二］

口

測量士補試験 令和05年度 No.3
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[No. 3]

次の a 及び b の各間の答えとして最も近いものの組合せはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選

ベ゜

ただし，円周率冗＝ 3.14 とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

a. 84゜ 15'36” をラジアンに換算すると幾らか。

b. 三角形ABCで辺AC= 8.0m, 乙 BCA = 70ー, LABC = 30゜としたとき，辺BCの長さ

は幾らか。

a b 

l. 0.73 ラジアン 4.1 m 

2. 0.73 ラジアン 15.8 m 

3. 1.47 ラジアン 15.0 m 

4. 1.47 ラジアン 15.8 m 

5. 4.83 ラジアン 15.0 m 

測量士補試験 令和06年度 No.3
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地球上の位置と高さの基準
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〔No. 3〕

次の文は，地球の形状と地球上の位置について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．楕円体高と標高から，ジオイド高を計算することができる。

2．ジオイドは，重力の方向に平行であり，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体面に対し

て凹凸がある。

3．測量法に規定する世界測地系では，回転楕円体としてGRS80を採用している。

4．地球上の位置は，世界測地系に従って測定された地理学的経緯度及び平均海面からの高さで

表すことができる｡

5．地心直交座標系の座標値から，当該座標の地点における緯度，経度及び楕円体高が計算でき

る。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.３
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〔No. �〕 

次の文は，地⌫のᙧ≧と地⌫ୖの⨨について述べたものである。明らかに間違っているものはど

れか。次の中から選べ。

1. *N66 測量で┤᥋求められる㧗さは，ᴃయ㧗である。

2. 地⌫のᙧ≧と大きさに近ఝしたᅇ転ᴃయにᑐして，ࡾ࠾は，㔜ຊの方ྥに┤交してࢻ࢜ࢪ

พฝがある。

3. 地ᚰ┤交ᗙ標⣔のᗙ標್から，当該ᗙ標の地Ⅼに࠾ける⦋度，⤒度及びᴃయ㧗が計算できる。

4. 標㧗は，ᴃయ㧗とࢻ࢜ࢪ㧗から算出することができる。

5. 。での㧗さであるࡲ⾲㧗とは，測量の基‽とするᅇ転ᴃయ面から地ࢻ࢜ࢪ

測量士補過去問題 平成２９年度 No.4
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 〔No．4〕

　　 　次の文は，地球の形状及び位置の基準について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。

1. 地球上の位置を緯度，経度で表すための基準として，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体

が用いられる。

2. 標高は，楕円体高とジオイド高を用いて計算することができる。

3. ジオイドは，重力の方向と直交しており，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体に対して凹

凸がある。

4. 地心直交座標系の座標値から，当該座標の地点における緯度，経度及び楕円体高が計算できる。

5. ジオイド高は，ある地点において，平均海面を陸側に延長したと仮定した面から地表面までの高

さである。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.4
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 〔No．4〕

　　 　次の文は，地球の形状及び位置の基準について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。

1. 測量法（昭和24年法律第188号）において，地球上の位置は，地球の形状と大きさに近似したジ

オイドの表面上における地理学的経緯度及び平均海面からの高さで表示することができると定めら

れている。

2. ジオイドは，重力の方向と直交しており，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体に対して

凹凸がある。

3. 標高は，ある地点において，平均海面を陸側に延長したと仮定した面から地表面までの高さであ

る。

4. 標高は，楕円体高及びジオイド高から計算できる。

5. 地心直交座標系の座標値から，当該座標の地点における緯度，経度及び楕円体高が計算できる。

測量士補過去問題 平成31年度 No.4
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〔No. 4〕

次の a ～ d の文は，地球の形状及び位置の基準について述べたものである。 ア ～

オ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

a ．測量法（昭和24年法律第188号）に規定する世界測地系では，回転楕円体として ア

を採用しており，地球上の位置は世界測地系に従って測定された地理学的経緯度及び平均海面

からの高さで表すことができる。

b ．ジオイドは，重力の方向に イ であり，地球を回転楕円体で近似した表面に対して

凹凸がある。

c ．地心直交座標系の座標値から，回転楕円体上の緯度，経度及び ウ に変換できる。

d ．GNSS測量などによって得られるその場所の ウ から エ を減ずることに

よって オ を計算することができる。

ア イ ウ エ オ

1． GRS80 垂直 楕円体高 ジオイド高 標高

2． GRS80 垂直 ジオイド高 標高 楕円体高

3． GRS80 平行 標高 楕円体高 ジオイド高

4． WGS84 平行 標高 ジオイド高 楕円体高

5． WGS84 垂直 楕円体高 ジオイド高 標高

測量士補過去問題 令和2年度 No.4
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〔No. 4〕

次の文は亜地球の形状及び測量の基準について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1唖標高とは亜地球の形状と大きさに近似した回転楕円体の表面から亜平均海面を陸側に延長し

たと仮定した面までの高さである。

2唖測量法（昭和 24 年法律第 188 号）では亜地球上の位置を緯度亜経度で表すための基準とし

て亜地球の形状と大きさに近似した回転楕円体が用いられる。

3唖地心直交座標系の座標値から亜当該座標の地点における緯度亜経度及び楕円体高へ変換でき

る。

4唖GNSS測量で直接求められる高さは亜楕円体高である。

5唖ジオイドは亜重力の方向と直交しており亜地球の形状と大きさに近似した回転楕円体の表面

に対して凹凸がある。

測量士補試験 令和03年度 No.4
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〔No．4〕

次の文は，地球の形状及び位置の基準について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．地理学的経緯度は，世界測地系に基づく値で示される。

2．世界測地系では，地球をその長半径及び扁平率が国際的な決定に基づき政令で定める値であ

る回転楕円体であると想定する。

3．標高は，ある地点において，平均海面を陸地内部まで仮想的に延長してできる面から地表面

までの高さである。

4．緯度，経度及びジオイド高から，当該座標の地点における地心直交座標系（平成 14 年国土

交通省告示第 185 号）の座標値が計算できる。

5．測量の原点は，日本経緯度原点及び日本水準原点である。ただし，離島の測量その他特別の

事情がある場合において，国土地理院の長の承認を得たときは，この限りでない。

測量士補試験 令和04年度 No.4
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No 4  

1

2

3 GNSS

4

5 14 185
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[ No. 4]

次の a ~ e の文は，位置の基準について述べたものである。明らかに間違っているものだけ

の組合せはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選べ。

a. 地心直交座標系（平成14年国土交通省告示第185号）における任意の地点の座標値から，ジ

オイド高を用いなくても，緯度，経度及び標高に変換できる。

b. 基本測量及び公共測量では，標高は平均海面からの高さで表す。

C. ジオイドは重力の方向と直交であり，地球の表面に対して一様に平行である。

d. 基本測量及び公共測量において位置を緯度及び経度で表す場合は，地球を扁平な回転楕円体

と想定する。

e. 標高，楕円体高，ジオイド高には，「標高＝楕円体高ージオイド高」の関係が成立して

いる。

1. a, C 

d

d

e

 

9

9

9

 

a

b

b

 

... 2

3

4

 

5. C, e 

測量士補試験 令和06年度 No.4
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基準点測量・多角測量
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SR―04

〔No. �〕 

次の D 㹼 I は，基‽Ⅼ測量で行うな作業ᕤ程である。標‽的な作業の㡰ᗎとして，᭱も㐺

当なものはどれか。次の中から選べ。

D. ㋃ᰝ࣭選Ⅼ

E. ᡂᯝ➼のᩚ理

F. 観測

G. 計画࣭‽ഛ

H. 測量標のタ⨨

I. ᖹᆒ計算

1. G Ѝ D Ѝ H Ѝ F Ѝ I Ѝ E

2. G Ѝ H Ѝ D Ѝ I Ѝ F Ѝ E

3. G Ѝ H Ѝ F Ѝ D Ѝ I Ѝ E

4. G Ѝ D Ѝ I Ѝ H Ѝ F Ѝ E

5. G Ѝ D Ѝ H Ѝ I Ѝ F Ѝ E

測量士補過去問題 平成２９年度 No.5
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 〔No．5〕

　 　次のａ～ｅの文は，トータルステーションを用いた基準点測量の作業内容について述べたものであ

る。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 測量作業を実施するに当たっては，基準点配点図，既設基準点の成果表及び点の記などを準備す

る。

b. 新点の位置は，平均計画図に基づき後続作業での利用などを考慮して，適切な位置に選定する。

c. 新点位置に永久標識を設置した後に，土地の所有者又は管理者から承諾を得る。

d. 観測においては，水平角観測，鉛直角観測及び距離測定を１視準で同時に行う。

e. 点検計算は，平均計算の結果を用いて行う。

1.  a，b

2.  a，c

3.  b，d

4.  c，e

5.  d，e

測量士補過去問題 平成３０年度 No.5
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 〔No．5〕

　　 　次のａ～ｄの文は，公共測量において実施するトータルステーションを用いた基準点測量について述

べたものである。　 ア 　 ～ 　 エ 　 に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中

から選べ。

a. 1級基準点測量及び2級基準点測量は，原則として 　 ア 　 方式で行う。

b. 距離測定は，1視準 　 イ 　 読定を1セットとする。

c. 器械高は，  ウ  単位まで測定する。

d. 基準面上の距離の計算は， 　 エ 　 を用いる。

 ア イ ウ エ

1.  結合多角　　１　　センチメートル　　標高

2.  単路線　　　１　　ミリメートル　　　楕円体高

3.  結合多角　　２　　ミリメートル　　　楕円体高

4.  単路線　　　２　　センチメートル　　標高

5.  結合多角　　２　　ミリメートル　　　標高

測量士補過去問題 平成31年度 No.5
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〔No. 5〕

次のａ〜ｅの文は亜トータルステーションを用いた基準点測量の点検計算について述べたもの

である。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖点検路線は亜既知点と既知点を結合させる。

ｂ唖点検路線は亜なるべく長いものとする。

ｃ唖すべての既知点は亜�つ以上の点検路線で結合させる。

ｄ唖すべての単位多角形は亜路線の�つ以上を点検路線と重複させる。

ｅ唖点検計算（水平位置及び標高の閉合差）の結果が許容範囲を超えた場合は亜点検路線の経路

を変更して再計算する。

1唖 ａ亜ｃ

2唖 ａ亜ｄ

3唖 ｂ亜ｄ

4唖 ｂ亜ｅ

5唖 ｃ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.5
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〔No．5〕

次の文は，公共測量におけるトータルステーション（以下「TS」という。）を用いた基準点測

量の精度について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．多角網の外周路線に属する新点は，外周路線に属する隣接既知点を結ぶ直線から外側 40°以

上の地域内に選点し，路線の中のきょう角を 60°以下にする。

2．多角路線内の未知点数が多いほど，水平位置の精度は低下する。

3．正反観測を行うことにより，器械の視準軸誤差，水平軸誤差，目盛盤の偏心誤差が軽減され

る。

4．既知点と既知点を結合させた点検路線で，閉合差を計算し，観測値の良否を判定する。

5．TS で測定される斜距離には，反射鏡定数の誤差などの測定距離に比例しない誤差が含まれ

る。

測量士補試験 令和04年度 No.5
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〔No．6〕

次の文は，公共測量におけるトータルステーション（以下「TS」という。）を用いた 1級基準

点測量及び 2級基準点測量の作業工程について述べたものである。 ア ～ エ に入

る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

選点とは，平均計画図に基づき，現地において既知点の現況を調査するとともに，新点の位置

を選定し， ア 及び平均図を作成する作業をいう。

観測とは，TS を用いて関係点間の水平角，鉛直角，距離等を観測する作業をいい，原則とし

て イ により行う。観測値について倍角差，観測差等の点検を行い，許容範囲を超えた場

合は，再測する。

平均計算とは，新点の水平位置及び標高を求めるもので，計算結果が正しいと確認されたプロ

グラムを使用して，既知点 2点以上を固定する ウ 等を実施するとともに，その結果を

エ にとりまとめる。

ア イ ウ エ

1． 選点図
結合多角方式又は
単路線方式

厳密水平網平均計算 品質評価表

2． 選点図 結合多角方式 厳密水平網平均計算 精度管理表

3． 観測図
結合多角方式又は
単路線方式

三次元網平均計算 精度管理表

4． 観測図 結合多角方式 厳密水平網平均計算 品質評価表

5． 観測図
結合多角方式又は
単路線方式

三次元網平均計算 品質評価表

測量士補試験 令和04年度 No.6
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No 5  

1  1  

2  1 1 2  

3  

4  1 2 1  

5  

測量士補試験 令和05年度 No.5

79



No 6  

6

 6

1  

2  

3  

4  

5  

亡ニコ亡コ

仁ニコ亡二］ 亡ニコ亡コニコ

測量士補試験 令和05年度 No.6
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〔No. 6〕

次のａ～ｅは，トータルステーションによる距離測定に影響する誤差である。このうち，距離

に比例する誤差の組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．器械定数及び反射鏡定数の誤差

ｂ．変調周波数の誤差

ｃ．位相測定の誤差

ｄ．致心誤差

ｅ．気象測定の誤差

1．　a，d

2．　a，e

3．　b，c

4．　b，e

5．　c，e

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.６
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〔No. �〕

ᅗ 7 に♧すように，ᖹたࢇな土地にⅬA，B，C を୍┤⥺ୖにタけて，ྛ Ⅼに࠾ける࣮ࢸࢫࣝࢱ࣮ࢺ

⾲，のჾ械㧗及びᑕ㙾㧗を同୍にして㊥㞳測定を行いࣥࣙࢩ 7 の⤖ᯝを得た。この⤖ᯝからჾ械定

ᩘとᑕ㙾定ᩘの和を求め，AC 間の測定㊥㞳を補ṇした。補ṇᚋのAC 間の㊥㞳はᗄらか。᭱ も近い

ものを次の中から選べ。

たࡔし，測定㊥㞳はẼ㇟補ṇ῭ࡳとする。ࡲた，測定ㄗᕪはないものとする。

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

ᅗ 7 

⾲ 7

測定༊間 測定㊥㞳 

AB 355.647 m 

BC 304.553 m 

AC 660.180 m 

1. 660.160 m

2. 660.170 m

3. 660.180 m

4. 660.190 m

5. 660.200 m

測量士補過去問題 平成２９年度 No.7
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 〔No．7〕

　　 　図７に示すように，平たんな土地に点Ａ，Ｂ，Ｃを一直線上に設けて，各点におけるトータルステー

ションの器械高及び反射鏡高を同一にしてAB，BC，AC間の距離を測定した。その結果から，器械

定数と反射鏡定数の和を求め，定数補正後のAC間の距離718.400 mを得た。定数補正前のAB，AC

間の測定距離は，表７のとおりである。この場合の定数補正前のBC間の測定距離は，幾らか。最も近

いものを次の中から選べ。

　　　ただし，測定距離は気象補正済みとする。また，測定誤差はないものとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表７

測定区間 測定距離

AB 362.711 m

AC 718.370 m

1.  355.629 m

2.  355.644 m

3.  355.659 m

4.  355.674 m

5.  355.689 m

CBA

図7

測量士補過去問題 平成３０年度 No.7
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 〔No．7〕

　　 　図７に示すように，平たんな土地に点Ａ，Ｂ，Ｃを一直線上に設けて，各点におけるトータルステー

ションの器械高と反射鏡高を同一にして距離測定を行った結果，器械定数と反射鏡定数の補正前の測定

距離は，表７のとおりである。表７の測定距離に，器械定数と反射鏡定数を補正したAC間の距離は

幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

 　ただし，測定距離は気象補正済みとする。また，測定誤差は考えないものとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表７

測定区間 測定距離（m）

AB 600.005

BC 399.555

AC 999.590

1.  999.560 m

2.  999.570 m

3.  999.590 m

4.  999.610 m

5.  999.620 m

図７

A B C

測量士補過去問題 平成31年度 No.7
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水平角観測における
セオドライト（TS）の構造的誤差
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〔No. 4〕

次の文は，トータルステーション（以下「TS」という。）を用いた水平角観測において生じる誤差

について述べたものである。望遠鏡の正（右）・反（左）の観測値を平均しても消去できない誤差は

どれか。次の中から選べ。

1．TSの水平軸と望遠鏡の視準線が，直交していないために生じる視準軸誤差。

2．TSの水平軸と鉛直線が，直交していないために生じる水平軸誤差。

3．TSの鉛直軸が，鉛直線から傾いているために生じる鉛直軸誤差。

4．TSの水平目盛盤の中心が，鉛直軸の中心と一致していないために生じる偏心誤差。

5．望遠鏡の視準線が，TSの鉛直軸の中心から外れているために生じる外心誤差。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.４

89



〔No. �〕

次の文は，ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࣝࢱ࣮ࢺ（以ୗ76ࠕ」という。）を用いたỈᖹゅ観測に࠾いて⏕じるㄗᕪ

について述べたものである。     㹼   ࢚   にධるㄒྃの⤌ྜࡏとして᭱も㐺当なものはど

れか。次の中から選べ。 

76 を用いたỈᖹゅ観測に࠾いて⏕じるㄗᕪは，ᮃ㐲㙾のṇ（ྑ）࣭（ᕥ）観測のᖹᆒ್をとるこ

とによってᾘཤできるものとできないものにศけられる。ᮃ㐲㙾のṇ観測のᖹᆒ್をとることによ

ってᾘཤできるㄗᕪとしては，以ୗがᣲࡆられる。 

࣭76 のỈᖹ㍈とᮃ㐲㙾のど‽⥺が，┤交していないために⏕じるど‽㍈ㄗᕪ

࣭76 のỈᖹ㍈と㖄┤㍈が，┤交していないために⏕じる   ㄗᕪ 

࣭76 のỈᖹ目┒┙の中ᚰが，㖄┤㍈の中ᚰと୍⮴していないために⏕じる   ㄗᕪ 

࣭ᮃ㐲㙾のど‽⥺が，76 の㖄┤㍈の中ᚰから外れているために⏕じる外ᚰㄗᕪ

୍方，ᮃ㐲㙾のṇ観測のᖹᆒ್をとることによってᾘཤできないㄗᕪとしては，以ୗがᣲࡆられ

る。 

࣭76 の㖄┤㍈が，㖄┤⥺からഴいているために⏕じる   ࢘   ㄗᕪ 

✵Ẽᐦ度のᆒ୍さによる目標ീのࡺらࡂのために⏕じるㄗᕪは，ᮃ㐲㙾のṇ観測のᖹᆒ್をと

ることによってᾘཤ   ࢚   。 

  ࢘ ࢚

1. Ỉᖹ㍈ ೫ᚰ 㖄┤㍈ できない

2. Ỉᖹ㍈ 㖄┤㍈ ೫ᚰ できない

3. ᆶ┤㍈ ೫ᚰ 㖄┤㍈ できる

4. ᆶ┤㍈ 㖄┤㍈ ೫ᚰ できる

5. Ỉᖹ㍈ ೫ᚰ 㖄┤㍈ できる

測量士補過去問題 平成２９年度 No.6
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〔No. 7〕

次のａ〜ｅの文は亜トータルステーション（以下「TS」という。）を用いた水平角観測におい

て生じる誤差について述べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次

の中から選べ。

ａ唖水平軸誤差は亜TSの水平軸と鉛直軸が直交していないために生じる誤差である。

ｂ唖鉛直軸誤差は亜TSの鉛直軸と鉛直線の方向が一致していないために生じる誤差である。

ｃ唖視準軸誤差は亜TSの視準軸と望遠鏡の視準線が一致していないために生じる誤差である。

ｄ唖偏心誤差は亜TSの水平目盛盤が亜水平軸と平行でないために生じる誤差である。

ｅ唖外心誤差は亜望遠鏡の視準線が TSの水平軸から外れているために生じる誤差である。

1唖 ａ亜ｂ

2唖 ａ亜ｃ

3唖 ｂ亜ｄ

4唖 ｃ亜ｅ

5唖 ｄ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.7
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〔No. 7〕

次の1 ~ 5の文は， ト ー タルステ ー ション（以下「TS」という。）を用いた水平角観測におい

て生じる誤差について述べたものである。 正反観測の平均値をとっても消去できない誤差はどれ

か。 次の 1 ~ 5 の中から選べ。

1. TSの水平日盛盤の中心が鉛直軸と一 致していないことで生じる日盛盤の偏心誤差。

2. TSの望遠鏡の視準線と鉛直軸が交わっていないために生じる外心誤差。

3. TSの視準軸と視準線が一 致していないことで生じる視準線誤差。

4. TSの水平軸と鉛直軸が直交していないことで生じる水平軸誤差。

5. TSの鉛直軸が鉛直線から傾いていることで生じる鉛直軸誤差。

測量士補試験 令和06年度 No.7
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〔No. 5〕

公共測量における 1 級基準点測量において，トータルステーションを用いて水平角を観測し，

表 5 の観測角を得た。 ア ～ コ に入る数値のうち明らかに間違っているものは

どれか。次の中から選べ。

表 5

目 

盛

望 

遠 

鏡

番 

号

視 

準 

点

観測角 結　果
倍 

角

較 

差

倍 

角 

差

観 

測 

差

0° r 1 303 0° 0′20″ 0°0′0″

ケ コ

2 （1） 97°46′19″ ア オ キ

l 2 277°46′26″ イ

1 180° 0′28″ 0°0′0″

90° l 1 270° 0′21″ 0°0′0″

2 7°46′20″ ウ カ ク

r 2 187°46′13″ エ

1 90° 0′11″ 0°0′0″

1． 結果のアは97°45′59″であり，イは97°45′58″である。

2． 結果のウは97°45′59″であり，エは97°46′ 2″である。

3． 倍角のオは117″であり，カは121″である。

4． 較差のキは＋ 1″であり，クは－ 3″である。

5．　倍角差のケは 4″であり，観測差のコは 2″である。

測量士補過去問題 令和2年度 No.5
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鉛直角観測手簿【計算】
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[No. 5]

公共測量における 3 級基準点測量において， トータルステーションを用いて既知点から新点A,

新点 B の鉛直角を観測し，表 5 の結果を得た。新点A,新点 B の高低角及び高度定数の較差の組

合せとして最も適当なものはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選べ。
なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 5

望遠鏡
視準点

鉛直角観測値
測 J占,‘‘ 測標

r A 中 65ー 41'50" 

1 294ー 18'10" 

1 B = 312ー 33'30" 

r 47ー 26'40" 

r ：望遠鏡正方向での観測 亡戸：目標板

l ：望遠鏡反方向での観測

新点 A の高低角 新点 B の高低角 高度定数の較差

l. -24ー  18'10" -42ー  33'25" 5" 

2. +24ー  18'1011 +42ー  33'25" 5" 

3. +24ー  18'1011 +42ー  33'25" 10" 

4. +65ー  41'5011 +47ー  26'35" 5" 

5. +65ー  41'50" +47ー  26'35" 10" 

測量士補試験 令和06年度 No.5
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新点の方向角【計算】
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ただし， 既知点Aにおける既知

点Cの方向角Taは330°14' 20"とする。
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 〔No．6〕

　 　図 6に示すように多角測量を実施し，表6のとおり，きょう角の観測値を得た。新点⑶における既

知点Bの方向角は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，既知点Aにおける既知点Cの方向角Taは 320° 16′ 40″とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表６

きょう角 観測値

β1  92° 18′ 22″

β2 246° 35′ 44″

β3  99° 42′ 04″

β4  73° 22′ 18″

1.  112° 15′ 08″

2.  139° 39′ 32″

3.  140° 53′ 48″

4.  145° 30′ 32″

5.  166° 38′ 24″

図6

C

β1
B

⑴

⑵

⑶

β2
β3

β4

X

TaA

測量士補過去問題 平成３０年度 No.6
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〔No. 6〕

図�に示すように多角測量を実施し亜表�のとおり亜きょう角の観測値を得た。新点⑴にお

ける既知点 Bの方向角は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし亜既知点Aにおける既知点Cの方向角 TAは亜225 ° 12 ′ 40 ″ とする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

図�

きょう角 観測値

β1 262 ° 26 ′ 30 ″

β2 94 ° 32 ′ 10 ″

β3 273 ° 08 ′ 50 ″

表�

1唖 42 ° 11 ′ 20 ″

2唖 44 ° 39 ′ 50 ″

3唖 86 ° 51 ′ 10 ″

4唖 135 ° 20 ′ 10 ″

5唖 137 ° 48 ′ 40 ″

測量士補試験 令和03年度 No.6
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偏心【計算】
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〔No．7〕

図 7は，トータルステーションによる偏心観測について示したものである。図 7のように，既

知点Bにおいて，既知点Aを基準方向として新点C方向の水平角を測定しようとしたところ，

既知点Bから既知点Aへの視通が確保できなかったため，既知点Aに偏心点 Pを設けて，水平

角 T'，偏心距離 e及び偏心角 Uの観測を行い，表 7の結果を得た。このとき，既知点A方向と

新点C方向の間の水平角 Tは幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，既知点A，B間の距離 Sは，1,500 mであり，S及び eは基準面上の距離に補正され

ているものとする。

また，角度 1ラジアンは，（2# 105）"とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

既知点

新点

偏心点

障害物

凡例

B

U

A

S

Pe

C

T
T’

図 7

表 7

U 210°00’ 00"

e 2.70 m

T'  50°41’ 00"

1． 50°30’ 00"

2． 50°32’ 00"

3． 50°34’ 00"

4． 50°36’ 00"

5． 50°38’ 00"

測量士補試験 令和04年度 No.7
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 〔No．6〕

　 　平面直角座標系（平成 14年国土交通省告示第 9号）において，点Bは，点Aからの方向角が

198° 00′ 00″， 平面距離が1,200.00 mの位置にある。点Ａの座標値を， X＝－1,000.00 m， Y＝＋500.00 m

とする場合，点Ｂの座標値は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  X＝－1,370.82 m，Y＝－641.17 m

2.  X＝－1,370.82 m，Y＝－641.27 m

3.  X＝－1,370.82 m，Y＝－641.37 m

4.  X＝－2,141.27 m，Y＝＋129.18 m

5.  X＝－2,141.27 m，Y＝＋129.28 m

測量士補過去問題 平成31年度 No.6
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〔No. 6〕

平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第9号）において， 点Bは， 点Aからの方向角が

305
° 

00'0011 ' 平面距離が 1,000.00 mの位置にある。 点 A の座標値を， XA = - 800.00 m, 

YA = + 1,100.00 mとする場合， 点 B の座標値(XB, y叫は幾らか。 最も近いものを次の 1 ~

5 の中から選べ。

なお， 関数の値が必要な場合は， 巻末の関数表を使用すること。

XB YB 

1. � 1,619.15 m +1,673.58 m

2. �1,507.11 m +1,807.11 m

3. -1,373.58 m + 1,919.15 m

4. -226 .42 m +280.85 m

5. +19.15 m +526.42 m

測量士補試験 令和06年度 No.6
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〔No. 5〕

図5のとおり，新点Aの標高を求めるため，既知点Bから新点Aに対して高低角α及び斜距離

Dの観測を行い，表5の結果を得た。新点Aの標高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，既知点Bの器械高iBは1.50 m，新点Aの目標高fAは1.70 m，既知点Bの標高は250.00 m，

両差は0.10 mとする。また，斜距離Dは気象補正，器械定数補正及び反射鏡定数補正が行われて

いるものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

B

D

A

α
iB

fA

図5

表5

α －3°00′00″

D 1,200.00 m

1．　186.89 m

2．　186.99 m

3．　187.09 m

4．　187.19 m

5．　187.29 m

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.５
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〔No. 7〕

図 7 に示すとおり，新点Aの標高を求めるため，既知点Bから新点Aに対して高低角α及び斜距

離Dの観測を行い，表 7 の結果を得た。新点Aの標高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，既知点Bの器械高 iBは1.40 m，新点Aの目標高 fAは1.60 m，既知点Bの標高は

350.00 m，両差は0.10 mとする。また，斜距離Dは気象補正，器械定数補正及び反射鏡定数補

正が行われているものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．7〕

図 7 に示すとおり，新点 A の標高を求めるため，既知点 B から新点 A に対して高低角 及び斜距

離 D の観測を行い，表 7 の結果を得た。新点 A の標高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，既知点 B の器械高 iB は 1.40 m，新点 A の目標高 fA は 1.60 m，既知点 B の標高は 350.00 

m，両差は 0.10 m とする。また，斜距離 D は気象補正，器械定数補正及び反射鏡定数補正が行われ

ているものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 7 

 

図 7 

1． 297.38 m 

2． 300.08 m 

3． 300.18 m 

4． 300.38 m 

5． 303.38 m 

－3°00′00″

D 950.00 m 
B 

iB 

A 

fA  
D

 

図 7

表 7

α － 3°00′00″

D 950.00 m

1． 297.38 m

2．　300.08 m

3．　300.18 m

4．　300.38 m

5．　303.38 m

測量士補過去問題 令和2年度 No.7
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No 7  

1 7

A B 7 D
A B B A  

A  B B

A 10.00 m D

    7 

7

1  190.71 m 

2  190.81 m 

3  200.71 m 

4  200.81 m 

5  204.28 m 

 

 

 1,000.000 m 

1.500 m 

 1.600 m 

 
D  

 

 

A

B

11 00 05  

10 59 55  

測量士補試験 令和05年度 No.7
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〔No. 6〕

次の a ～ d の文は，測量における誤差について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a ．測量機器の正確さには限度があり，観測時の環境条件の影響を受けるため，十分注意して

距離や角度などを観測しても，得られた観測値は真値にわずかな誤差が加わった値となる。

b ．系統誤差とは，測量機器の特性，大気の状態の影響など一定の原因から発生する誤差であ

る。この誤差は，観測方法を工夫することによりすべて消去できる。

c ．偶然誤差とは，発生要因に特段の因果関係がないため，観測方法を工夫しても消去できない

ような誤差である。この誤差は，観測値の平均をとれば小さくできる。

d ．最確値は最も確からしいと考えられる値であり，一般的に最小二乗法で求めた値である。

1． aのみ

2． bのみ

3． b，c

4． c，d

5．　間違っているものはない

測量士補過去問題 令和2年度 No.6
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〔No．3〕

次の文は，測量の誤差について述べたものである。 ア ～ エ に入る語句及び数

値の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

ア は，測定の条件が変わらなければ大きさや現れ方が一定している誤差である。 

一方， イ は，原因が不明又は原因が分かってもその影響を除去できない誤差である。

このように測定値には誤差が含まれ，真の値を測定することは不可能である。

しかし，ある長さや角度に対する イ だけを含む測定値の一群を用いて，理論的に，真

の値に最も近いと考えられる値を求めることは可能であり，このようにして求めた値を，最確値

という。

ある水平角について，トータルステーションを用いて同じ条件で 5回測定し，表 3の結果を得

たとき， ア が取り除かれているとすれば，最確値は ウ ，最確値の標準偏差の値

は エ となる。

表 3

測定値

45°22’ 25"

45°22’ 28"

45°22’ 24"

45°22’ 25"

45°22’ 23"

ア イ ウ エ

1． 系統誤差 偶然誤差 45°22’ 23" 0.8"

2． 系統誤差 偶然誤差 45°22’ 25" 0.8"

3． 系統誤差 偶然誤差 45°22’ 25" 1.7"

4． 偶然誤差 系統誤差 45°22’ 23" 1.7"

5． 偶然誤差 系統誤差 45°22’ 25" 1.7"

測量士補試験 令和04年度 No.3
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No 3  

ABC ABC 5 3 ABC

3 ABC AB 3.0 m BC

8.0 m CA

3

1  1.4  7.0 m 

2  1.4  9.8 m 

3  2.8  5.6 m 

4  2.8  9.8 m 

5  3.2  7.0 m 

59 59 57

60 50 51

59 59 59

60 50 55

59 59 58

仁ニコ 亡二］

口

測量士補試験 令和05年度 No.3
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〔No. 8〕
次の文は，GNSS測量における誤差について述べたものである。明らかに間違っているものは
どれか。次の中から選べ。

1. GNSS衛星の配置が片寄った時間帯に観測すると，観測精度が低下することがある。
2. 観測点の近くに強い電波を発する構造物などがあると，観測精度が低下することがある。
3. 仰角の低いGNSS衛星を使用すると，多重反射（マルチパス）などの影響を受けやすいため，
観測精度が低下することがある。
4. 2周波の観測により，電離層や対流圏の影響による誤差を軽減できる。
5. 同一機種のGNSSアンテナでは，向きをそろえて整置することにより，アンテナの特性によ
る誤差を軽減できる。

測量士補過去問題 平成27年度 No.8
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〔No. 8〕

次の文は，GNSS測量機を用いた測量における誤差について述べたものである。明らかに間

違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．GNSSアンテナの向きをそろえて整置することで，マルチパスの影響を軽減することができる。

2．GNSS衛星とGNSS測量機の時計の違いにより生じる時計誤差は，基線解析を行うことで消

去することができる。

3．仰角の低いGNSS衛星を使用すると，対流圏の影響による誤差が増大する。

4．2周波で基線解析を行うことによって，電離層の影響による誤差を軽減することができる。

5．観測点の近くに強い電波を発する施設などがあると，誤差が生じることがある。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.８

138



〔No. �〕

次の D 㹼 H の文は，*N66 測量について述べたものである。    㹼  ࢜  にධるㄒྃ

の⤌ྜࡏとして᭱も㐺当なものはどれか。次の中から選べ。 

D. *N66 とは，ேᕤ⾨ᫍからのಙ号を用いて⨨をỴ定する  。の⥲⛠である࣒ࢸࢫࢩ 

E. *N66 測量の基⥺ゎᯒを行うには，*N66 ⾨ᫍの  がᚲせである。 

F. *N66 測量では，  ࢘ が☜ಖできなࡃても観測できる。 

G. 基⥺ゎᯒを行う観測Ⅼ間の㊥㞳が長いሙྜに࠾いて，  ࢚  のᙳ㡪によるㄗᕪは，2 ࿘Ἴの観

測によࡾ㍍ῶすることができる。 

H. *N66 ࢜  ，てᩚ⨨することで࠼ࢁのྥきをそࢼࢸࣥ のᙳ㡪を㍍ῶすることができる。 

  ࢘ ࢚  ࢜  

1. ⾨ᫍ測 ㌶㐨ሗ 観測Ⅼ間のど通 ᑐὶᅪ ┦≉ᛶࢼࢸࣥ

2. ⾨ᫍ測 ㌶㐨ሗ 観測Ⅼ間のど通 㟁㞳ᒙ ┦≉ᛶࢼࢸࣥ

3. ⾨ᫍ測 ရ㉁ሗ 観測Ⅼୖ✵のど⏺ ᑐὶᅪ ࢫࣃࢳ࣐ࣝ

4. *36 㐃⥆観測 ㌶㐨ሗ 観測Ⅼୖ✵のど⏺ ᑐὶᅪ ┦≉ᛶࢼࢸࣥ

5. *36 㐃⥆観測 ရ㉁ሗ 観測Ⅼ間のど通 㟁㞳ᒙ ࢫࣃࢳ࣐ࣝ

測量士補過去問題 平成２９年度 No.8
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 〔No．9〕

 　 ～ 　 エ 　 に　 　次の文は，GNSS測量機を用いた測量の誤差について述べたものである。　 ア

入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

 　GNSS測量機を用いた測量における主要な誤差要因には，GNSS衛星位置や時計などの誤差に加え，

GNSS衛星から観測点までに電波が伝搬する過程で生じる誤差がある。そのうち， 　ア　 は周波数

に依存するため，２周波の観測により軽減することができる。特に，10 kmより長い基線の観測では，

２周波を受信できるGNSS測量機を使う必要がある。一方， 　イ　 は周波数に依存せず，２周波の

観測により軽減することができないため，基線解析ソフトウェアで採用している標準値を用いて近似的

に補正が行われる。　ウ　 法では，電子基準点の観測データから作られる補正量などを取得し，解

析処理を行うことで，これらの誤差を軽減している。

　 　ただし，GNSS衛星から直接到達する電波以外に電波が構造物などに当たって反射したものが受信さ

れる現象である 　エ　 による誤差は， 　ウ　 法によっても補正できないので，選点に当たって

は，周辺に構造物などが無い場所を選ぶなどの注意が必要である。

ア イ 　ウ　 エ

1.  電離層遅延誤差　　対流圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　マルチパス

2.  電離層遅延誤差　　成層圏遅延誤差　　キネマティック 　　サイクルスリップ

3.  成層圏遅延誤差　　対流圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　アンテナ位相特性

4.  対流圏遅延誤差　　成層圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　マルチパス

5.  対流圏遅延誤差　　電離層遅延誤差　　キネマティック 　　サイクルスリップ

測量士補過去問題 平成３０年度 No.9
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〔No. 8〕

次の a ～ e の文は，GNSS測量機を用いた基準点測量（以下「GNSS測量」という。）について述

べたものである。 ア ～ オ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。

次の中から選べ。

a ．GNSS測量機を用いた 1 級基準点測量は，原則として， ア により行う。

b ．アンテナ位相特性の影響による誤差は，各観測点のGNSSアンテナを イ 方向に整

置することで軽減することができる。

c ．GNSS測量では， ウ が確保できなくても観測できる。

d ． エ の影響による誤差は，GNSS衛星から送信される 2 周波の信号を用いて解析す

ることにより軽減することができる。

e ．GNSS衛星から直接到達する電波以外に，構造物などに当たって反射した電波が受信される

現象を オ といい，測量の誤差の原因となる。

ア イ ウ エ オ

1． 結合多角方式 不特定 観測点上空の視界 対流圏 マルチパス

2． 結合多角方式 同一 観測点間の視通 電離層 マルチパス

3． 単路線方式 同一 観測点間の視通 対流圏 サイクルスリップ

4． 単路線方式 同一 観測点上空の視界 対流圏 サイクルスリップ

5． 単路線方式 不特定 観測点間の視通 電離層 マルチパス

測量士補過去問題 令和2年度 No.8
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〔No．8〕

次の文は，GNSS 測量について述べたものである。 ア ～ オ に入る語句の組合

せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ア 測位とは，搬送波位相を用いて 2点間の相対的な位置関係を決定する方法をいう。

ア 測位では，共通の衛星について 2点間の搬送波位相の差を取ることで， イ 誤

差が消去された一重位相差を求める。さらに， 2 衛星についての一重位相差の差を取ることで

イ 誤差に加え ウ 誤差が消去された二重位相差を得る。これらを含めた

エ により，基線ベクトルを求める。

公共測量における 1級基準点測量において，電子基準点のみを既知点としたGNSS 測量を行

う場合，測量計算に及ぼす地殻変動によるひずみの影響が大きくなるため， オ を行う必

要がある。

ア イ ウ エ オ

1． 単独 受信機時計 衛星時計 三次元網平均計算 PCV補正

2． 単独 受信機時計 衛星時計 基線解析 セミ・ダイナミック補正

3． 干渉 衛星時計 受信機時計 三次元網平均計算 セミ・ダイナミック補正

4． 干渉 受信機時計 衛星時計 基線解析 PCV補正

5． 干渉 衛星時計 受信機時計 基線解析 セミ・ダイナミック補正

測量士補試験 令和04年度 No.8
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〔No. 9〕

次の1 ~ 5の文は， GNSS測量機を用いた基準点測量における誤差やその軽減方法について

述べたものである。 明らかに間違っているものはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

I. GNSS衛星から発信される電波がGNSS測量機周辺の構造物等に反射してGNSS測量機に

届くことにより， 誤差が大きくなることがある。

2. 二重位相差を用いた韮線解析により， GNSS衛星の時計とGNSS測量機の時計の精度の違い

により生じる時計誤差を消去することができる。

3. PCV補正を行うことにより， 入射角に依存して電波の受信位置が変化することによる影騨を

軽減することができる。

4. 電子基準点のみを既知点としたGNSS測量機を用いた基準点測量を行う場合にセミ ・ ダイナ

ミック補正を行う必要があるのは， 地殻変動によるひずみの影臀で生じる新点の成果と近傍の

既設点の成果との不整合を軽減するためである。

5. 2 周波で基線解析を行うことにより， 対流圏の影聾による誤差を軽減することができる。

測量士補試験 令和06年度 No.9
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 〔No．8〕

　　 　次の文は，準天頂衛星システムを含む衛星測位システムについて述べたものである。正しいものはど

れか。次の中から選べ。

1. 衛星測位システムには，準天頂衛星システム以外にGPS，GLONASS，Galileoなどがある。

2. 準天頂衛星と米国のGPS衛星は，衛星の軌道が異なるので，準天頂衛星はGPS衛星と同等の衛

星として使用することができない。

3. 衛星測位システムによる観測で，直接求められる高さは標高である。

4. 準天頂衛星は，約12時間で軌道を1周する。

5. 準天頂衛星の測位信号は，東南アジア，オセアニア地域では受信できない。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.8
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 〔No．8〕

　　 　次の文は，準天頂衛星システムを含む衛星測位システムについて述べたものである。明らかに間違っ

ているものはどれか。次の中から選べ。

1. 衛星測位システムとは，人工衛星からの電波によって位置を求めるシステムである。

2. 衛星測位システムによる観測で，直接求められる高さは標高である。

3. 衛星測位システムには，準天頂衛星システム以外にGPSやGLONASSなどがある。

4. 準天頂衛星システムは，日本と経度の近いアジア，オセアニア地域でも利用することができる。

5. 準天頂衛星システムの準天頂軌道は，地上へ垂直に投影すると8の字を描く。

測量士補過去問題 平成31年度 No.8
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 〔No．9〕

　　　次の文は，公共測量におけるセミ・ダイナミック補正について述べたものである。

　 ア 　 ～ 　 エ  に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　 　プレート境界に位置する我が国においては，プレート運動に伴う 　 ア 　 により，各種測量の基

準となる基準点の相対的な位置関係が徐々に変化し，基準点網のひずみとして蓄積していくことにな

る。

　 　GNSS を利用した測量の導入に伴い，基準点を新たに設置する際には遠距離にある 　 イ 　 を既

知点として用いることが可能となったが， 　 ア 　 によるひずみの影響を考慮しないと，近傍の基準

点の測量成果との間に不整合が生じることになる。

　 　そのため，測量成果の位置情報の基準日である「測地成果2011」の 　 ウ 　 から新たに測量を実

施した 　 エ 　 までの 　 ア 　 によるひずみの補正を行う必要がある。

 ア イ ウ エ

1.  地殻変動　　三角点　　　　今期　　元期

2.  元期　　　　今期　　地盤沈下　　三角点

3.  地殻変動　　電子基準点　　今期　　元期

4.  今期　　　　元期　　地盤沈下　　三角点

5.  地殻変動　　電子基準点　　元期　　今期

測量士補過去問題 平成31年度 No.9
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〔No. 9〕

次の文は，公共測量におけるセミ・ダイナミック補正について述べたものである。

ア ～ エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

セミ・ダイナミック補正とは，プレート運動に伴う ア 地殻変動による基準点間のひ

ずみの影響を補正するため，国土地理院が電子基準点などの観測データから算出し提供している

イ を用いて，基準点測量で得られた測量結果を補正し， ウ （国家座標）の基準

日（元期）における測量成果を求めるものである。 イ の提供範囲は，全国（一部離島を除

く）である。

三角点や公共基準点を既知点とする測量を行う場合であれば，既知点間の距離が短く相対的な

位置関係の変化も小さいため，地殻変動によるひずみの影響はそれほど問題にならない。しか

し，電子基準点のみを既知点として測量を行う場合は，既知点間の距離が長いため地殻変動によ

るひずみの影響を考慮しないと，近傍の基準点との間に不整合を生じる。例えば，地殻変動によ

る平均のひずみ速度を約0.2 ppm/yearと仮定した場合，電子基準点の平均的な間隔が約25 km

であるため，電子基準点間には10年間で約 エ mmの相対的な位置関係の変化が生じる。

このような状況で網平均計算を行っても，精度の良い結果は得られないが，セミ・ダイナミッ

ク補正を行うことにより，測量を実施した今期の観測結果から， ウ （国家座標）の基準

日（元期）において得られたであろう測量成果を高精度に求めることができる。

ア イ ウ エ

1． 定常的な 地殻変動補正パラメータ 測地成果2011 50

2． 突発的な 標高補正パラメータ 測地成果2011 50

3． 定常的な 標高補正パラメータ 測地成果2000 20

4． 定常的な 地殻変動補正パラメータ 測地成果2011 20

5． 突発的な 標高補正パラメータ 測地成果2000 20

測量士補過去問題 令和2年度 No.9
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〔No. 9〕

公共測量の�級基準点測量において亜電子基準点A亜B を既知点とし亜新点Cに GNSS測量

機を設置して観測を行った後亜セミ茜ダイナミック補正を適用して元期における新点Cの Y座

標値を求めたい。基線解析で得た基線ベクトルに測定誤差は含まれないものとし亜基線ACから

点Cの Y座標値を求めることとする。

元期における電子基準点Aの Y座標値亜観測された電子基準点Aから新点Cまでの基線ベ

クトルの Y成分亜観測時点で使用するべき地殻変動補正パラメータから求めた各点の補正量が

それぞれ表�−�亜�−�亜�−�のとおり与えられるとき亜元期における新点Cの Y座標値

は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし亜座標値は平面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第�号）における値で亜点A亜

Cの X座標値及び楕円体高は同一とする。

また亜地殻変動補正パラメータから求めた X方向および楕円体高の補正量は考慮しないもの

とする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

表�−�

名称 元期における Y座標値

電子基準点A 0.000m

表�−�

基線
基線ベクトルの

Y成分

A → C ＋15,000.040m

表�−�

名称
地殻変動補正パラメータから求めた

Y方向の補正量（元期→今期）

電子基準点A −0.030m

新点 C 0.030m

1唖 14,999.980m

2唖 15,000.010m

3唖 15,000.040m

4唖 15,000.070m

5唖 15,000.100m

測量士補試験 令和03年度 No.9
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〔No. 8〕

次の文は，公共測量におけるGNSS測量機を用いた基準点測量において，電子基準点A, Bを

既知点とした場合のセミ ・ ダイナミック補正について述べたものである。

表8-1 は，観測で得られた電子基準点Aから新点C及び新点Cから電子基準点Bまでの基線

ベクトルのY 成分を示したものである。表 8-2 は各点における地殻変動補正パラメ ー タから求

めたY方向の補正量を示しており，元期座標値と今期座標値は， 「 今期座標値＝元期座標値＋

地殻変動補正パラメ ー タから求めた補正量」の関係がある。新点Cにおける元期のY座標値を求

めるとき，表8-3の［二こコ～ ［ニニ］に入る数値の組合せとして最も適当なものはどれ

か。次の1 ~ 5の中から選べ。

ただし，甚線ベクトルの 観測誤差並びにX方向及び楕円体高の補正量は考えないものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表8-1

基線 韮線ベクトルのY成分(m)

電子基準点A →新点 c +7,000.000

新点C →電子基準点B + 13,000.040

表8-2

地殻変動補正パラメ ー タから求めたY方向の補正量(m)
名称

（今期のY座標値 一 元期のY座標値）

電子基準点A +0.010

電子基準点B +0.040

新点C +0.020

表8-3

名称 時期 Y座標値(m)

几期 -0.010

電子基準点A
今期 | ア |

電子基準点B
冗期 + 20,000.000

今期 | イ |

新点C
几期 | ウ |
今期 | 工 | 

ア イ ウ 工

+ 19,999.960 +6,999.960 +6,999.980

+ 19,999.960 +7,000.000 +6,999.980

+ 20,000.020 +6,999.960 +7,000.000

+ 20,000.040 +6,999.980 +7,000.000

1. -0.020

2. -0.020

3. 0.000

4. 0.000

5. 0.000 + 20,000.040 +7,000.020 +7,000.000

測量士補試験 令和06年度 No.8
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基線ベクトル成分と斜距離
【計算】
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〔No. 7〕

GNSS測量機を用いた基準点測量を行い，基線解析により基準点Aから基準点B，基準点Aか

ら基準点Cまでの基線ベクトルを得た。表7は，地心直交座標系におけるX軸，Y軸，Z軸方向

について，それぞれの基線ベクトル成分（ΔX，ΔY，ΔZ ）を示したものである。基準点Bから

基準点Cまでの基線ベクトル成分を求めたとき，基線ベクトル成分の符号の組合せとして正しい

ものはどれか。次の中から選べ。

ただし，±0.000の符号は，＋（プラス）とする。

表7

区間
基線ベクトル成分

ΔX ΔY ΔZ

A→B ＋100.000 m －200.000 m －300.000 m

A→C －100.000 m ＋400.000 m ＋300.000 m

ΔXの符号 ΔYの符号 ΔZの符号

1． ＋ ＋ ＋

2． ＋ ＋ －

3． ＋ － ＋

4． ＋ － －

5． － ＋ ＋

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.７
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〔No. �〕 

GNSS 測量機を用いた基‽Ⅼ測量を行い，基⥺ゎᯒによࡾ基‽Ⅼ A から基‽ⅬB，基‽ⅬA から

基‽ⅬC ⾲。を得たࣝࢺࢡ࣋⥺での基ࡲ 9 は，地ᚰ┤交ᗙ標⣔（ᖹᡂ 14 年国土交通┬࿌♧第 185 号）

に࠾ける X ㍈，Y ㍈，Z ㍈方ྥについて，それࡒれの基⥺ࣝࢺࢡ࣋ᡂศ（ƦX，ƦY，ƦZ ）を♧した

ものである。基‽ⅬB から基‽ⅬC  。でのᩳ㊥㞳はᗄらか。᭱も近いものを次の中から選べࡲ

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

⾲ 9 

༊間
基⥺ࣝࢺࢡ࣋ᡂศ

ƦX ƦY ƦZ 
A ń B 㸩400.000 m 㸫200.000 m 㸩100.000 m 

A ń C 㸩100.000 m 㸩200.000 m 㸫500.000 m 

1. 640.312 m

2. 670.820 m

3. 754.983 m

4. 781.025 m

5. 877.496 m

測量士補過去問題 平成２９年度 No.9
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〔No. 8〕

GNSS測量機を用いた基準点測量を行い亜基線解析により基準点Aから基準点 B亜基準点A

から基準点Cまでの基線ベクトルを得た。表�は亜地心直交座標系（平成 14 年国土交通省告示

第 185号）における X軸亜Y軸亜Z 軸方向について亜それぞれの基線ベクトル成分（ΔX亜ΔY亜

ΔZ）を示したものである。基準点Cから基準点 B までの斜距離は幾らか。最も近いものを次の

中から選べ。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

表�

区間
基線ベクトル成分

ΔX ΔY ΔZ

A → B ＋300.000m ＋100.000m −400.000m

A → C ＋100.000m −400.000m −200.000m

1唖 538.516 m

2唖 574.456 m

3唖 781.025 m

4唖 806.226 m

5唖 877.496 m

測量士補試験 令和03年度 No.8
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〔No．9〕

GNSS 測量機を用いた基準点測量において，基準点Aから基準点B，基準点Aから基準点C

までの基線ベクトルを得た。表 9は，地心直交座標系におけるX軸，Y軸，Z 軸方向につい

て，それぞれの基線ベクトル成分（DX，DY，DZ）を示したものである。基準点Bから基準点

Cまでの基線ベクトルを求めたとき，基線ベクトル成分の組合せとして正しいものはどれか。次

の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 9

区間
基線ベクトル成分

DX DY DZ

Ａ→Ｂ -150.000 m +100.000 m -5.000 m

Ａ→Ｃ -200.000 m -300.000 m -10.000 m

DX DY DZ

1． -50.000 m -400.000 m -5.000 m

2． +50.000 m +400.000 m +5.000 m

3． -350.000 m -200.000 m -15.000 m

4． -50.000 m -400.000 m -15.000 m

5． +350.000 m +200.000 m +15.000 m

測量士補試験 令和04年度 No.9
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No 9  

GNSS A B C

B  

9 14 185 X Y Z

X Y Z A

C  

9 

X Y Z 

A  B 400.000 m 100.000 m 300.000 m 

C  B 200.000 m 500.000 m 500.000 m 

1    489.898 m 

2    663.325 m 

3    720.912 m 

4    870.179 m 

5  1,077.032 m 

I I 

測量士補試験 令和05年度 No.9
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水準測量
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水準測量一般
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〔No. 10〕

ア ～ エ に入る語句次のａ～ｄの文は，水準測量について述べたものである。

の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ａ．接眼レンズで十字線が明瞭に見えるように調節し，目標物への焦点を合わせることで，

ア による誤差を小さくできる。

ｂ．標尺の最下部付近の視準を避けて観測すると， イ を小さくできる。

ｃ． ウ 誤差を消去するには，レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置し，観測す

る。

ｄ． エ 誤差を小さくするには，三脚の特定の1本を常に同一の標尺に向けて整置し，観

測する。

ア イ ウ

1． 視準線 鉛直軸

2． 視差 鉛直軸

3． 視準線

地球表面の湾曲による誤差

大気による屈折誤差

大気による屈折誤差 視準線

4． 視差 鉛直軸

5． 視差

地球表面の湾曲による誤差

大気による屈折誤差 視準線

エ

視準線

視準線

鉛直軸

視準線

鉛直軸

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１０
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〔No. 9〕

次の文は，公共測量における水準測量を実施するときの留意すべき事項について述べたもので

ある。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．レベルの局所的な膨張で生じる誤差を小さくするために，日傘を使用して，レベルに直射日

光を当てないようにする。

2．1日の観測は，水準点で終わることを原則とする。やむを得ず固定点で終わる場合は，次の

日の観測で固定点の異常の有無が点検できるような方法で観測を行う。

3．新点の観測は，永久標識の設置後直ちに行う。

4．標尺は，2本1組とし，往観測の出発点に立てる標尺と，復観測の出発点に立てる標尺を交

換する。

5．手簿に記入した読定値及び水準測量作業用電卓に入力した観測データは，訂正してはならない。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.９
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 〔No．10〕

　　 　次の文は，水準測量を実施するときに留意すべき事項について述べたものである。明らかに間違って

いるものはどれか。次の中から選べ。

1. レベル及び標尺は，作業期間中においても点検調整を行う。

2. 標尺は2本 1組とし，往路及び復路の出発点で立てる標尺を同じにする。

3. レベルの望遠鏡と三脚の向きを常に特定の標尺に対向させて整置し，観測する。

4. 視準距離は等しく，レベルはできる限り両標尺を結ぶ直線上に設置する。

5. 水準点間のレベルの設置回数（測点数）は，偶数回にする。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.10
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〔No. 10〕

次の文は，公共測量における水準測量を実施するときに遵守すべき事項について述べたもので

ある。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．1日の観測は，水準点で終わることを原則とする。なお，やむを得ず固定点で終わる場合は，

観測の再開時に固定点の異常の有無を点検できるような方法で行うものとする。

2．1級水準測量では，観測は 1 視準 1 読定とし，後視→前視→前視→後視の順に標尺を読定す

る。

3．1級水準測量及び 2 級水準測量の再測は，同方向の観測値を採用しないものとする。

4．往復観測を行う水準測量において，水準点間の測点数が多い場合は，適宜，固定点を設け，

往路及び復路の観測に共通して使用する。

5．2級水準測量では，1 級標尺又は 2 級標尺を使用する。

測量士補過去問題 令和2年度 No.10
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〔No. 11〕

次の文は亜公共測量における水準測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1唖手簿に誤った読定値を記載したので亜訂正せずに再観測を行った。

2唖観測に際しては亜レベルに直射日光が当たらないようにする。

3唖標尺は亜�本�組とし亜往観測の出発点に立てた標尺は亜復観測の出発点には立てない。

4唖路線に見通しのきかない曲がり角があったため亜両方の標尺が見える曲がり角にレベルを設

置して観測した。

5唖やむを得ず�日の観測が固定点で終わる場合亜観測の再開時に固定点の異常の有無を点検で

きるようにする。

測量士補試験 令和03年度 No.11
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〔No．10〕

次の文は，水準測量を実施するときに留意すべき事項について述べたものである。明らかに間

違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．レベル及び標尺は，作業期間中においても適宜，点検及び調整を行う。

2．標尺は 2本 1組とし，往路及び復路の出発点で立てる標尺を同じにする。

3．往復観測を行う水準測量において，水準点間の測点数が多い場合は，適宜，固定点を設け，

往路及び復路の観測に共通して使用する。

4．自動レベル及び電子レベルについては，円形水準器及び視準線の点検調整のほかに，コンペ

ンセータの点検を行う。

5．三脚の 2脚を進行方向に平行に設置し，そのうちの特定の 1本を常に同一の標尺に向けて整

置する。

測量士補試験 令和04年度 No.10
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 a  e 

a   

b   

c  

d  10  

e   

1  a b 

2  a e 

3  b c 

4  c d 

5  d e 

I I 

測量士補試験 令和05年度 No.10
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〔No. 11〕

次の1 ~ 5の文は， 公共測量における水準測量を実施する ときに留意すべき事項について述

べ たものである。 明らか に間違っているものはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

1. 標尺は2本1組とし， 往路及び復路の出発点で立てる 標尺を同じにする。

2. 手簿に記入した 読定値及び水準測量作業用電卓に入力した 観測デー タは， 訂正してはなら な

し‘。

3. 前視標尺と後視標尺の視準距離は等しくし， レベルはできる限り両標尺を結ぶ直線上に設置

する。

4. 水準 点間の測点数が多い場合は， 適宜固定点を設け， 往路及び復路の観測に共 通して使用す

る。

5. 1級水準測量においては， 観測は1視準1読定とし， 後視， 前視， 前視， 後視の順に標尺を読

定する。

測量士補試験 令和06年度 No.11
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〔No. 9〕
次のa dの文は．水準測量における誤差について述べたものである。ア～エに入る語旬の組
合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

アを消去するa .  レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置して観測することで，

ことができる。
b ・ イは地球表面が湾曲しているために生じる誤差である。
C. 標尺を2本l組とし，測点数を偶数にすることで，標尺のウを消去することができ
る。
d .  観測によって得られた高低差に含まれる誤差は，観測距離の平方根に エする。

ア イ ウ

球差 零点誤差 比例
気差 目盛誤差 反比例

1. 視準線誤差
2. 視準線誤差
3. 視準線誤差 球差 目盛誤差 比例
4. 三脚の沈下による誤差 球差 零点誤差 反比例
5. 三脚の沈下による誤差 気差 目盛誤差 比例

エ

測量士補過去問題 平成27年度 No.9
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〔No. 11〕

次の D 㹼 H の文は，Ỉ‽測量に࠾けるㄗᕪについて述べたものである。

 。として᭱も㐺当なものはどれか。次の中から選べࡏྜ⤌にධるㄒྃの  ࢜   㹼    

D. 。と標ᑻの間㝸が➼㊥㞳となるようにᩚ⨨して観測するࣝ࣋ࣞ，をᾘཤするには 

E. 標ᑻを 2 本 1 ⤌とし，測Ⅼᩘをഅᩘにすることで，標ᑻの   をᾘཤすることができる。

F. ࢘ は，地⌫⾲面が‴᭤しているために⏕じるㄗᕪである。

G. ගのᒅᢡによるㄗᕪをᑠさࡃするには，ࣞࣝ࣋と標ᑻとの㊥㞳を ࢚ して観測する。

H. 観測によって得られた㧗పᕪにྵࡲれる観測の精度（標‽೫ᕪ）は，㊰⥺長の ࢜ にẚ

する。

  ࢘ ࢚  ࢜

1. 㖄┤㍈ㄗᕪ 㞽Ⅼㄗᕪ ⌫ᕪ 長ࡃ 

2. ど‽⥺ㄗᕪ 目┒ㄗᕪ Ẽᕪ ࡃ▷ ᖹ方᰿ 

3. ど‽⥺ㄗᕪ 㞽Ⅼㄗᕪ ⌫ᕪ ࡃ▷ ᖹ方᰿

4. 㖄┤㍈ㄗᕪ 目┒ㄗᕪ ⌫ᕪ 長ࡃ 

5. ど‽⥺ㄗᕪ 目┒ㄗᕪ Ẽᕪ 長ࡃ ᖹ方᰿

測量士補過去問題 平成２９年度 No.11
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 〔No．10〕

　 　次のａ～ｅの文は，水準測量における誤差について述べたものである。　 ア 　 ～  オ  に入る語句

の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

a. レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置して観測することで，  ア  を消去することができ

る。

b. 零点誤差は，標尺を2本 1組とし，レベルのすえつけ回数を  イ  にすることで消去することがで

きる。

c. 地表面付近の視準を避けることにより，  ウ  は小さくできる。

d. 観測によって得られた比高に含まれる誤差は，観測距離の平方根に 　 エ 　 する。

e. 球差による誤差は，  オ  に整置して観測することで消去することができる。

ア イ ウ エ オ

1． 鉛直軸誤差　　奇数回　　地球表面の湾曲による誤差　　反比例　　レベルを前後の標尺を結ぶ直線上

　　2． 視準線誤差　　偶数回　　大気中の屈折による誤差　　　比例　　　レベルと標尺を等距離

　　3． 視準線誤差　　奇数回　　大気中の屈折による誤差　　　比例　　　レベルと標尺を等距離

　　4． 鉛直軸誤差　　偶数回　　地球表面の湾曲による誤差　　反比例　　レベルを前後の標尺を結ぶ直線上

　　5． 鉛直軸誤差　　偶数回　　大気中の屈折による誤差　　　比例　　　レベルと標尺を等距離

測量士補過去問題 平成31年度 No.10
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〔No. 12〕

次の a ～ e の文は，水準測量における誤差について述べたものである。明らかに間違ってい

るものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a ．レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置して観測することで，視準線誤差を消去で

きる。

b ．標尺を 2 本 1 組とし，測点数を偶数にすることで，標尺の零点誤差を消去できる。

c ．傾斜地において，標尺の最下部付近の視準を避けて観測すると，大気による屈折誤差を小さ

くできる。

d ．レベルと標尺との距離を短くし，レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置して観測

することで，両差を小さくできる。

e ．レベルの望遠鏡を常に特定の標尺に対向させてレベルを整置し観測することで，鉛直軸誤差

を小さくできる。

1． a，e

2． bのみ

3． c，d

4． eのみ

5．　間違っているものはない

測量士補過去問題 令和2年度 No.12
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〔No. 10〕

次のａ〜ｄの文は亜水準測量における誤差への対策について述べたものである。 ア 〜

エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ａ唖 ア を小さくするには亜レベルと三脚の特定の�脚を進行方向に平行に整置し亜その

うちの�本を常に同一の標尺に向けて観測する。また亜レベルの整準は亜望遠鏡を特定の標尺

に向けて行う。

ｂ唖大気の屈折による誤差を小さくするには亜視準距離を可能な限り イ する方が良い。

ｃ唖標尺の ウ は亜観測点数を偶数にすることで小さくすることができる。

ｄ唖標尺台の沈下による誤差を小さくするには亜後視茜前視茜 エ の順序で観測する。

ア イ ウ エ

1唖 視準線誤差 長く 目盛誤差 前視茜後視

2唖 視準線誤差 短く 目盛誤差 後視茜前視

3唖 鉛直軸誤差 短く 零点誤差 後視茜前視

4唖 鉛直軸誤差 長く 目盛誤差 後視茜前視

5唖 鉛直軸誤差 短く 零点誤差 前視茜後視

測量士補試験 令和03年度 No.10
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〔No．11〕

次のａ～ｅの文は，水準測量の誤差について述べたものである。 ア ～ オ に入

る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ａ．標尺を 2本 1組とし，測点数を偶数とすることで，標尺の ア を軽減することができ

る。

ｂ．レベルと標尺の間隔が等距離となるように整置して観測することで， イ を軽減する

ことができる。

ｃ． ウ は，地球表面が湾曲しているために生じる誤差である。

ｄ．光の屈折による誤差を小さくするには，レベルと標尺の距離を エ して観測する。

ｅ．公共測量におけるレベルによる水準測量において，往復観測値の較差の許容範囲は，観測距

離の オ に比例する。

ア イ ウ エ オ

1． 零点誤差 視準線誤差 球差 長く 二乗

2． 目盛誤差 視準線誤差 気差 短く 平方根

3． 零点誤差 鉛直軸誤差 球差 長く 二乗

4． 零点誤差 視準線誤差 球差 短く 平方根

5． 目盛誤差 鉛直軸誤差 気差 長く 二乗

測量士補試験 令和04年度 No.11
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a

b 2

b 1

c

d 1 cm

d

1   20 

2   20 

3   10 

4   10 

5   10 

亡ニコ

仁ニコ

: I I 1 

亡ニコ亡二］

亡ニコ

仁ニコ

測量士補試験 令和05年度 No.11
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レベル・標尺
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〔No. 11〕

次の文は，水準測量で使用するレベルについて述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．電子レベルは，標尺のバーコード目盛を読み取り，標尺の読定値と距離を自動的に測定する

ことができる。

2．自動レベルのコンペンセータは，視準線の傾きを自動的に補正するものである。

3．くい打ち法（不等距離法）により，自動レベルの視準線の調整を行うことができる。

4．自動レベルの点検調整では，円形気泡管を調整する必要がある。

5．自動レベルは，コンペンセータが地盤などの振動を吸収するので，十字線に対して像は静止

して見える。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１１
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〔No. 1�〕

次の文は，Ỉ‽測量で用するࣞࣝ࣋と標ᑻについて述べたものである。明らかに間違っているも

のはどれか。次の中から選べ。 

1. る༑Ꮠ⥺がṇしい⨨にないことがあるので，ど‽⥺のⅬ᳨ㄪᩚをྲྀࡳは，目┒をㄞࣝ࣋ࣞື⮬

行うᚲせがある。 

2. 。は，ᙧỈ‽ჾのⅬ᳨ㄪᩚを行うᚲせがあるࣝ࣋㟁Ꮚࣞࡸࣝ࣋ࣞື⮬

3. 㟁Ꮚࣞࣝ࣋は，標ᑻのഴきをࢻ࣮ࢥ࣮ࣂからㄞࡾྲྀࡳ補ṇすることができる。

4. 㟁Ꮚࣞࣝ࣋とࢻ࣮ࢥ࣮ࣂ標ᑻは，ࢺࢵࢭで用する。

5. 標ᑻ付ᒓのᙧỈ‽ჾは，㖄┤に❧てたときに，ᙧẼἻが中ᚰに᮶るようにⅬ᳨ㄪᩚを行うᚲ

せがある。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.10
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 〔No．12〕

　 　次のａ～ｄの文は，水準測量で使用するレベルについて述べたものである。　ア　 ～ 　エ　

に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

a. 電子レベルは，標尺のバーコード目盛を読み取り，標尺の読定値と 　ア　 を自動的に測定す

ることができる。

b. 　くい打ち法（不等距離法）により，自動レベルの 　イ　 を行うことができる。

c. 　望遠鏡の 　ウ　 を調整し，十字線が明瞭に見えるようにしてから，目標物への焦点を合わせ

ることで，視差による誤差を小さくできる。

d. 電子レベル及び自動レベルの点検調整では，チルチングレベルと同様に 　エ　 を調整する必

要がある。

ア イ ウ エ

1.  距離　　鉛直軸の調整　　対物レンズ　　円形気泡管

2.  標高　　視準線の調整　　対物レンズ　　棒状気泡管

3.  比高　　鉛直軸の調整　　接眼レンズ　　棒状気泡管

4.  比高　　鉛直軸の調整　　対物レンズ　　円形気泡管

5.  距離　　視準線の調整　　接眼レンズ　　円形気泡管

測量士補過去問題 平成３０年度 No.12
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〔No. 1�〕

のど‽⥺をⅬ᳨するために，ᅗࣝ࣋ࣞ 13 のようにA 及びB の⨨で観測を行い，⾲ 13 に♧す⤖ᯝ

を得た。この⤖ᯝからࣞࣝ࣋のど‽⥺をㄪᩚするとき，B の⨨に࠾いて標ᑻϩのㄞ定್をᗄらにㄪ

ᩚすればよいか。᭱も近いものを次の中から選べ。 

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。 

ᅗ 13 

⾲ 13 

 ⨨のࣝ࣋ࣞ
ㄞ定್ 

標ᑻϨ 標ᑻϩ 

A 1.2081 m 1.1201 m 

B 1.2859 m 1.2201 m 

1. 1.0957 m

2. 1.1321 m

3. 1.1957 m

4. 1.2179 m

5. 1.2445 m

標ᑻϨ 標ᑻϩ

A 
B 

15 m 15 m 3 m 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.13
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 〔No．12〕

　 　レベルの視準線を点検するために，図12に示すレベルの位置Ａ及びＢにて観測を行い，表12の結

果を得た。この結果からレベルの視準線を調整するとき，レベルの位置Ｂにおいて標尺Ⅱの読定値を幾

らに調整すればよいか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，読定誤差は考えないものとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表12

レベルの位置 標尺Ⅰの読定値（m） 標尺Ⅱの読定値（m）

Ａ 1.5906 1.5543

Ｂ 1.4079 1.3616

1. 1.3626 m

2. 1.3716 m

3. 1.3726 m

4. 1.3979 m

5. 1.4079 m

A

標尺Ⅰ

B

標尺Ⅱ

15 m3 m 15 m

図 12

測量士補過去問題 平成31年度 No.12
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〔No．13〕

レベルの視準線を点検するために，図 13 のようにA及び Bの位置で観測を行い，表 13 に示

す結果を得た。この結果からレベルの視準線を調整するとき，Bの位置において標尺Ⅱの読定値

を幾らに調整すればよいか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

B

3 m 15 m 15 m

標尺Ⅰ 標尺Ⅱ

A

図 13

表 13

レベルの位置
読定値

標尺Ⅰ 標尺Ⅱ

Ａ 1.4785 m 1.5558 m

Ｂ 1.6231 m 1.7023 m

1． 1.5579 m

2． 1.6250 m

3． 1.7002 m

4． 1.7021 m

5． 1.7044 m

測量士補試験 令和04年度 No.13
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標高の最確値【計算】
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〔No. 1�〕

ᅗ 12 に♧すように，᪤▱Ⅼ A，B 及び C から᪂Ⅼ P の標㧗を求めるためにỈ‽測量を実施し，⾲

12㸫1 の⤖ᯝを得た。᪂ⅬP の標㧗の᭱☜್はᗄらか。᭱も近いものを次の中から選べ。 

たࡔし，᪤▱Ⅼの標㧗は⾲ 12㸫2 のとࡾ࠾とする。 

 

1. 20.729 m

2. 20.730 m

3. 20.731 m

4. 20.732 m

5. 21.717 m

A

B

C

P

ᅗ 12

表 12－1 表 12－2 

観測結果 既知点 標高

路線 観測距離 観測高低差 A 18.062 m

A ń P 3 km ＋2.676 m B 19.767 m

B ń P 6 km ＋0.965 m C 21.711 m

P ń C 2 km ＋0.987 m 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.12
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 〔No．13〕

　 　図 13に示すように，既知点A，B及びCから新点Pの標高を求めるために水準測量を実施し，表

13－1の観測結果を得た。新点Pの標高の最確値は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，既知点の標高は表13－2のとおりとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  32.523 m

2.  32.524 m

3.  32.526 m

4.  32.528 m

5.  32.530 m

表 13－1

観測結果

観測方向 観測距離（km） 観測高低差（m）

A→ P 4 +1.092

B → P 6 +1.782

P → C 2 +1.681

表 13－2

既知点 標高（m）

A 31.432

B 30.739

C 34.214

図 13

B

A

C

P

測量士補過去問題 平成31年度 No.13
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〔No. 13〕

図 13 に示すように亜既知点A亜B 及び Cから新点 Pの標高を求めるために公共測量における

�級水準測量を実施し亜表 13−�の結果を得た。新点 Pの標高の最確値は幾らか。最も近いも

のを次の中から選べ。

ただし亜既知点の標高は表 13−�のとおりとする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

A

B

C

P

図 13

表 13−�

観測結果

観測路線 観測距離 観測高低差

A → P 2.0 km −8.123m

B → P 4.0 km ＋0.254m

P → C 1.0 km ＋11.994m

表 13−�

既知点 標高

A 13.339 m

B 4.974m

C 17.213m

1唖 5.217 m

2唖 5.219 m

3唖 5.221m

4唖 5.223m

5唖 5.225 m

測量士補試験 令和03年度 No.13
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〔No．12〕

図 12 に示すように，既知点A，B及び Cから新点 Pの標高を求めるために公共測量における 

2 級水準測量を実施し，表 12－1 の結果を得た。新点 Pの標高の最確値は幾らか。最も近いも

のを次の中から選べ。

ただし，既知点の標高は表 12－2 のとおりとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

P

CA

B

図 12

表 12－1

観測結果

観測方向 観測距離 観測高低差

Ａ→Ｐ 3 km +1.534 m

Ｐ→Ｂ 2 km +0.621 m

Ｃ→Ｐ 6 km +2.434 m

表 12－2

既知点 標高

Ａ 29.234 m

Ｂ 31.395 m

Ｃ 28.334 m

1． 30.769 m

2． 30.770 m

3． 30.771 m

4． 30.772 m

5． 31.392 m

測量士補試験 令和04年度 No.12
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往復観測の較差【計算】
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〔No. 12〕

図12は，水準点Aから固定点（1），（2）及び（3）を経由する水準点Bまでの路線を示したもので

ある。この路線で公共測量における水準測量を行い，表12に示す観測結果を得た。最も再測が

必要な観測区間はどれか。次の中から選べ。

ただし，往復観測値の較差の許容範囲は，Sを観測距離（片道，km単位）としたとき，2.5 mm√S

とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

（1） （2） （3）A B

図12

表12

観測区間 観測距離 往路の観測高低差 復路の観測高低差

A～（1） 360 m ＋3.1289 m －3.1286 m

（1）～（2） 440 m ＋1.5970 m －1.5954 m

（2）～（3） 440 m ＋0.1833 m －0.1829 m

（3）～ B 360 m －2.8317 m ＋2.8327 m

1．　 A ～（1）

2．　（1）～（2）

3．　（2）～（3）

4．　（3）～ B

5．　再測の必要はない

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１２
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 〔No．13〕

　 　図 13は，水準点Ａから固定点⑴，⑵及び⑶を経由する水準点Ｂまでの路線を示したものである。こ

の路線で水準測量を行い，表13に示す観測結果を得た。再測が必要な観測区間はどれか。次の中から

選べ。

　　 　ただし，往復観測値の較差の許容範囲は，Sを観測距離（片道，km単位）としたとき，2.5 mm√S

とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表13

観測区間 観測距離 往路の観測高低差 復路の観測高低差

Ａ→⑴ 500 m ＋ 3.2249 m － 3.2239 m

⑴→⑵ 360 m ＋ 0.5851 m － 0.5834 m

⑵→⑶ 360 m － 2.6764 m ＋ 2.6758 m

⑶→Ｂ 640 m ＋ 2.5432 m － 2.5446 m

1.  Ａ～⑴

2.  ⑴～⑵

3.  ⑵～⑶

4.  ⑶～Ｂ

5.  再測の必要はない

図13

A B⑴ ⑵ ⑶

測量士補過去問題 平成３０年度 No.13
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〔No. 11〕

図11は，水準点Aから固定点（1），（2）及び（3）を経由する水準点Bまでの路線を示したもの

である。この路線で 1 級水準測量を行い，表11に示す観測結果を得た。再測すべき観測区間は

どれか。次の中から選べ。

ただし，往復観測値の較差の許容範囲は，S を観測距離（片道，km単位）としたとき，

2.5 mm√S とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．11〕

図 11 は，水準点 A から固定点(1)，(2)及び(3)を経由する水準点 B までの路線を示したものである。

この路線で 1 級水準測量を行い，表 11 に示す観測結果を得た。再測すべき観測区間はどれか。次の中

から選べ。

ただし，往復観測値の較差の許容範囲は，S を観測距離（片道，km 単位）としたとき，2.5 mm √𝑆𝑆 と

する。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

図 11

表 11

観測区間 観測距離 往路の観測高低差 復路の観測高低差

A ～ (1) 380 m 0.1908 m －0.1901 m

(1) ～ (2) 320 m －3.2506 m 3.2512 m

(2) ～ (3) 350 m 1.2268 m －1.2254 m

(3) ～ B 400 m 2.3174 m －2.3169 m

1． A ～ (1)

2． (1) ～ (2)

3． (2) ～ (3)

4． (3) ～ B

5． 再測の必要はない

A B (1)

A

(2)

A

(3)

A
図11

表11

観測区間 観測距離 往路の観測高低差 復路の観測高低差

A ～（1） 380 m ＋0.1908 m －0.1901 m

（1）～（2） 320 m －3.2506 m ＋3.2512 m

（2）～（3） 350 m ＋1.2268 m －1.2254 m

（3）～ B 400 m ＋2.3174 m －2.3169 m

1．　 A ～（1）

2．　（1）～（2）

3．　（2）～（3）

4．　（3）～ B

5．　再測の必要はない

測量士補過去問題 令和2年度 No.11
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No 13  

1 13 13

km 2.5 mm

13 

13 

5.3281 m 5.3285 m 250 m 

5.9640 m 5.9645 m 250 m 

5.7383 m 5.7389 m 250 m 

5.0257 m 5.0269 m 250 m 

1   

2   

3   

4     

5   

   

A B 

],9 」

測量士補試験 令和05年度 No.13
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標尺補正【計算】
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測量士補過去問題 平成25年度 No.9

公共測量により，水準点AからBまでの間で1級水準測量を実施し，表9に示す結果を得
た。標尺補正を行った後の水準点A.B間の高低差は幾らか。最も近いものを次の中から選
べ。
ただし、観測に使用した標尺の標尺改正数は20℃において-6.60μm/m,膨張係数は
0.6×10-6/℃とする。
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 〔No．11〕

　　 　１級水準測量及び２級水準測量では，温度の影響を考慮し使用する標尺に対して標尺補正を行う必要

がある。公共測量により，水準点Ａ，Ｂの間で１級水準測量を実施し，表11に示す結果を得た。標尺

補正を行った後の水準点Ａ，Ｂ間の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　 　ただし，観測に使用した標尺の標尺改正数は20 ℃において＋12 μm/m，膨張係数は＋1.2×10－6 /℃

とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表11

観測路線 観測距離 観測高低差 気温

A→B 2.0 km ＋ 55.5000 m 25 ℃

1.  ＋ 55.4980 m

2.  ＋ 55.4990 m

3.  ＋ 55.5003 m

4.  ＋ 55.5010 m

5.  ＋ 55.5037 m

測量士補過去問題 平成３０年度 No.11
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〔No. 13〕

公共測量における 1 級水準測量では，使用する標尺に対して温度の影響を考慮した標尺補正を

行う必要がある。公共測量により，水準点A，Bの間で 1 級水準測量を実施し，表13に示す結果

を得た。標尺補正を行った後の水準点A，B間の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の中か

ら選べ。

ただし，観測に使用した標尺の標尺改正数は20℃において＋6.0×10－ 6 m/m，膨張係数は

＋1.5×10－ 6/℃とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表13

観測路線 観測距離 観測高低差 気温

A→B 2.1 km ＋32.2200 m 28℃

1． ＋32.2185 m

2． ＋32.2194 m

3． ＋32.2198 m

4． ＋32.2206 m

5． ＋32.2215 m

測量士補過去問題 令和2年度 No.13

226



IB-04-W.smd  Page 14 21/07/28 11:22  v4.00

〔No. 12〕

公共測量により亜水準点A亜B の間で�級水準測量を実施し亜表 12 に示す結果を得た。温度

変化による標尺の伸縮の影響を考慮し亜使用する標尺に対して標尺補正を行った後の亜水準点

A亜B間の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし亜観測に使用した標尺の標尺改正数は亜20℃において 1m当たり−8.0× 10−6 m亜膨

張係数は＋1.0× 10−6 /℃とする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

表 12

観測路線 観測距離 観測高低差 気温の平均値

A→ B 1.8 km ＋40.0000m 23℃

1唖 ＋39.9991m

2唖 ＋39.9996 m

3唖 ＋39.9998m

4唖 ＋40.0000m

5唖 ＋40.0004m

測量士補試験 令和03年度 No.12
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[No. 12]

公共測量により水準点 A, B 間で 1 級水準測量を実施し，表 12 に示す結果を得た。温度変化に

よる標尺の伸縮の影響を考慮し，使用する標尺に対応する標尺補正計算を行った後の水準点A, B 

間の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の 1 ~ 5 の中から選べ。

ただし，観測に使用した標尺の標尺改正数は， 20 ℃において＋ 10µ m/m, 膨張係数は

+1.5 X 10—6 I℃とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 12

I 
路線方向

A • B 

1. -50.0046 m 

2. -50.0011 m 

3. -50.0005 m 

4. -49.9999 m 

5. -49.9989 m 

観測距離 観測高低差

2.0km -50.0000 m 

気温

28 ℃ 

測量士補試験 令和06年度 No.12
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レベルの設置回数【計算】
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1.

2.

3.

4.

5.

15点

16点

29点

30点

31点
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レベルの位置【計算】
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 〔No．11〕

　　 　公共測量において３級水準測量を実施していたとき，レベルで視準距離を確認したところ，前視標尺までは

70 m，後視標尺までは72 mであった。観測者が取るべき処置を次の中から選べ。

1. 前視標尺をレベルから2 m遠ざけて整置させる。

2. レベルを後視方向に1 m移動し整置させる。

3. レベルを後視方向に2 m移動し整置させ，前視標尺をレベルの方向に3 m近づけ整置させる。

4. レベルを後視方向に3 m移動し整置させ，前視標尺をレベルの方向に4 m近づけ整置させる。

5. そのまま観測する。

測量士補過去問題 平成31年度 No.11
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〔No. 10〕

公共測量における1級水準測量を実施する に当たり，既知点間が1.7kmの平たんな路線におい

て， 最大視準距離を45mとして観測すること とした。 往路における レベルの設置回数（測点数）

は最低何点になるか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

ただし， 全測点において視通や観測時の環境条件を考えずにレベルを設置できるものと する。

なお， 関数の値が必要な場合は， 巻末の関数表を使用すること。

点

点

点

点

点

8

9

0

8

9

1

1

2

3

3

.

.

.

.

.

 

1

2

3

4

5

測量士補試験 令和06年度 No.10
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標尺の傾きによる誤差
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No 12  

12 3 m 12

1.500 m

0.210 m

12 

1   4 mm 

2  10 mm 

3  14 mm 

4  20 mm 

5  24 mm 

0.210 m 

L

-

測量士補試験 令和05年度 No.12
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地形測量

237



RTKによる地形測量

238



��� ���

�6�8¬hi�¨3��A��������3=As{�¨3+�,¢:)<6-�A�

_Y³`Z±3gB¡p7�q(0&,�<¤z2<681C���6X�?¥:�

��������4=As|�©09¬����¨�D��,s{r3��'As{¬s�6b�

D�s.�u&¬n~&)�fN�LD�ª'A 03=@s{rDc�'Ac�.�A�

��������3>As}�¨.8¬x«l���21Dk�&,��N�LD£oe'A 

03=@¬ ®VH�SETLFR.��A*;¬�s5��,s}¬s�6�vb�D�j

'A 0�/�A�

��������3=As{�¨3��A��8¬ ¯!"²3=@�KMO��¬��3d�

'A�����8°#$IaWd�'A�

 6��������3=As{�¨8¬ ¯[%J6y�3��A 0�.�A�

E F � �

�� t� � �w� 
�� �¦�¨

�� t� � �w� 	�� �frm

�� QMOU�G � ]\� 
�� �§�¨

	� t� � ^\� 	�� �frm


� QMPU�G � �w� 	�� �¦�¨

測量士補過去問題 平成21年度 No.13

239



���� �
�

�>�?¾ lm�³<#*L����<ILw��³=6 7®C3G>8�L� �J%<´

±57 LG>?:M%� �>c%J²C�

�� �o=���9§��´=# 7½ ��>4F§�O	VY\£ ½ VY\´¬~&©zq

µn<�L+9O�ª/L�

	� w�sAw�>§�?½ �{�<IK 	WY\¤ ½ §�<?�¥�ebh�-;*M@;

J; �

�� ���9§��´>¦°&�i,M7 ;)7G§�?u¢8�L�

�� §�?¹H� ·=D9Q:�»,M0½ £!+9&8'L�

�� |¸r� �;:Op�-7§�[�XP¯tj/L+9=IK½ x ¨�&_R`XS]

8£"L�

測量士補過去問題               平成24年度 No.13

240



�#H� Ar�

=�]�
WXÜ��%J������2L
C#$$��aPä	�dj�Ā�M	�h(�

���I��Ô4��āü��	�����*��=�T��i(�

�� Óé��4�öûx3y��Uf-)�|������

!� Øm-)�:8�
��Q�mgÚ'�-)��

B� ą�Ë	Ą�����ÍĆ}*��?���&������
� �ÄEFD>�O�:8�
Sì÷ç�ë´���	:Ð��?���&���

� �ÅEFD>�¹�?�>��
�¾�C#$$��a�Uf-)�&����

0� ¡R5¨

���

"� ¢R5©

��

測量士補過去問題 平成25年度 No.15

241



�������� ďĖ �� Đ ���� ���

ız7�:{ĥĳö÷ŃƎpJN ĈēńƏ|F_Ɠ!+,ŅƐİ©ŞB]ŪƍņƑq`C

aƊ�^�}eA¡< ƝÚOƣƧƞºPƤrõ¢Ɖă~ŬĄ\hTbĪ�ƋĒo���n¨

K�Ĳ�ßL�ƌ�=

8� ´ÒÖÊ±Á¶ĴĀ�(1$ĵs�£2-�Ŗ�Ɔŭ�Ɣ ƟÛQƥt��ŲDƕźŇ�Ďł

ňèĦđu���¼ÂÌųG��iX¤��½ÃÍť�ŻŉêªƠRSƦjUƖżŊūàĔ

vùúīû«VcƗ �¾ÄÎŦ�Žŋ¬ŴEƘ�¿ÅÏŧákY�>

9	 µÓ×Ë²Æ·Ķā�)3%ķw��60ŗ�ƇŮfƙ '/ŷħ��gžŌ®ŵHŔąƜé

şZ¥ŸĨģ�ơÜ»ŹĩæÝlWƚÀÇÐø�ſōćĤ��#ƅ¯ĕdM���³ÕÈ
¸çÞ°įŕm[¦?

;
 ÔÉÑØ�¹ĉ*4&ĸx�§5.Ř�ƈů�ƛĆĜƀŎĹĂ�Ƣƨy��ŶI@

� � � � �

"� Ġċĺ þŰë ėŠì �Ʃ ŨĝƁŏĻ
�� ġČ� Ęší řĬî �Ʃ ũĞƂŐļ
�� äâĽ ÿűï ęŢð �Ʃ Ċğƃőľ
�� åã� Ùěţñ Śĭò �Ʃ üśƒŒĿ
� Ģčŀ ĚŤó ŜĮô �Ʃ ýŝƄœŁ

242



地形測量一般
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〔No. 15〕

次のａ～ｄの文は，公共測量における地形測量のうち，トータルステーション（以下「TS」とい

う。）又はGNSS測量機を用いた細部測量について述べたものである。 ア ～ エ に

入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ａ．細部測量とは，地形，地物などを測定し， ア を取得する作業である。

ｂ．TSを用いた地形，地物などの測定は，主に イ により行われる。

ｃ．GNSS測量機を用いた地形，地物などの測定は， ウ がなくても行うことができる。

ｄ．地形，地物などの状況により，基準点にTSを整置して作業を行うことが困難な場合，

エ を設置することができる。

ア イ ウ エ

1． グラウンドデータ 単点観測法 上空視界 仮想基準点

2． 数値地形図データ 放射法 基準点と観測点間の視通 TS点

3． グラウンドデータ 放射法 基準点と観測点間の視通 仮想基準点

4． 数値地形図データ 単点観測法 基準点と観測点間の視通 仮想基準点

5． 数値地形図データ 放射法 上空視界 TS点

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１５
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 〔No．16〕

　　 　次の文は，公共測量における地形測量のうち，現地測量について述べたものである。明らかに間違っ

ているものはどれか。次の中から選べ。

1. 細部測量とは，地形，地物などを測定し，数値地形図データを取得する作業である。

2. トータルステーションを用い，地形，地物などの測定を放射法により行った。

3. 地形の状況により，基準点からの測定が困難なため，TS点を設置した。

4. 設置したTS点を既知点とし，別のTS点を設置した。

5. 障害物のない上空視界の確保されている場所で，GNSS測量機を用いてTS点を設置した。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.16
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〔No. 15〕

次の文は，公共測量における地形測量のうち現地測量について述べたものである。明らかに間

違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．地形，地物などの測定においては，トータルステーションとGNSS測量機を併用しなけれ

ばならない。

2．現地測量は，4 級基準点，簡易水準点又はこれと同等以上の精度を有する基準点に基づいて

実施する。

3．現地測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは，原則として1000以下とし250 ，

500及び1000を標準とする。

4．細部測量において，携帯型パーソナルコンピュータなどの図形処理機能を用いて，図形表示

しながら計測及び編集を現地で直接行う方式をオンライン方式という。

5．補備測量においては，編集作業で生じた疑問事項及び重要な表現事項，編集困難な事項，

現地調査以降に生じた変化に関する事項などが，現地において確認及び補備すべき事項である。

測量士補過去問題 令和2年度 No.15
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〔No. 14〕

次のａ〜ｅの文は亜公共測量における地形測量のうち亜現地測量について述べたものである。

明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖現地測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは亜原則として 1000 以下であ

る。

ｂ唖現地測量は亜�級基準点亜簡易水準点又はこれと同等以上の精度を有する基準点に基づいて

実施する。

ｃ唖細部測量とは亜トータルステーション又は GNSS測量機を用いて地形を測定し亜数値標高

モデルを作成する作業をいう。

ｄ唖トータルステーションを用いた地形亜地物などの測定は亜主にスタティック法により行われ

る。

ｅ唖地形亜地物などの状況により亜基準点にトータルステーションを整置して細部測量を行うこ

とが困難な場合亜TS 点を設置することができる。

1唖 ａ亜ｂ

2唖 ａ亜ｄ

3唖 ｂ亜ｅ

4唖 ｃ亜ｄ

5唖 ｃ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.14

254



〔No．16〕

次の文は，公共測量における地形測量のうち現地測量について述べたものである。明らかに間

違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．地形の状況により，基準点からの細部測量が困難なため，ネットワーク型RTK法により

TS点を設置した。

2．現地測量にGNSS 測量機を用いる場合，トータルステーションは併用してはならない。

3．現地測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは，原則として 1000 以下とし

250，500 及び 1000 を標準とする。

4．トータルステーションを用いて，地形，地物などの水平位置を放射法により測定した。

5．編集作業において，地物の取得漏れが判明したため，補備測量を実施した。

測量士補試験 令和04年度 No.16
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〔No. 15〕

次のａ〜ｄの文は亜公共測量で作成される数値地形図データについて述べたものである。

ア 〜 エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ａ唖数値地形図データとは亜地形や地物などの位置と形状を表す座標及び ア などで構成

されるデータである。

ｂ唖測量の概覧亜数値地形図データの内容及び構造亜データ品質などについて体系的に記載した

ものを亜 イ という。

ｃ唖地図情報レベルとは亜数値地形図データの ウ を表す指標である。

ｄ唖細部測量や現地調査などの結果に基づき亜数値地形図データを編集する工程を エ 編

集という。

ア イ ウ エ

1唖 属性 製品仕様書 地図表現精度 追加

2唖 属性 製品仕様書 地図表現精度 数値

3唖 属性 製品証明書 地図表示範囲 追加

4唖 定義 製品仕様書 地図表現精度 数値

5唖 定義 製品証明書 地図表示範囲 追加

測量士補試験 令和03年度 No.15
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〔No. 13〕

次のa~ cの文は，公共測量で作成される数値地形図データについて述べたものである。

仁～亡二］に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の1~ 5の中

から選べ。

a. 数値地形図デ ータとは，地形や地物などの位置と形状を表す［こここ］及びその内容を表

す属性デ ータなどで構成されるデータである。

b. 測量の概覧，数値地形図データの内容及び構造，データ品質などについて体系的に記載した

ものを，［ここコという。

C. 地図情報レベルとは，数値地形図データの地図表現精度を表し，地形図縮尺1/ 2,500は，地

図情報レベル［こここ］に相当する。

ア イ ウ

1. メタデータ 製品仕様書 1 / 2,500 

2. メタデータ 製品仕様書 2500 

3. 座標デ ータ 品質評価表 2500 

4. 座標デ ータ 製品仕様書 2500 

5. メタデータ 品質評価表 1 / 2,500 

測量士補試験 令和06年度 No.13
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〔No. 14〕

次の文は，地形測量における地形の表現方法について述べたものである。明らかに間違ってい

るものはどれか。次の中から選べ。

1．同一の等高線は，途中で2本以上に分岐することはない。

2．補助曲線は，主曲線だけでは表せない緩やかな地形などを適切に表現するために用いる。

3．傾斜の急な箇所では，傾斜の緩やかな箇所に比べて，等高線の間隔が狭くなる。

4．山の尾根線や谷線は，等高線と直角に交わる。

5．等高線が図面内で閉合する場合，必ずその内部に山頂がある。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１４
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 〔No．15〕

　　 　次の文は，一般的な地図に表される等高線について述べたものである。明らかに間違っているものは

どれか。次の中から選べ。

1. 1本の等高線は，原則として，図面の内又は外で，必ず閉合する。

2. 計曲線は，等高線の標高値を読みやすくするため，一定本数ごとに太めて描かれる主曲線である。

3. 補助曲線は，主曲線だけでは表せない緩やかな地形を適切に表現するために用いる。

4. 山の尾根線や谷線は，等高線と直角に交わる。

5. 閉合する等高線の内部には必ず山頂がある。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.15
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 〔No．16〕

　 　次の文は，地形測量における等高線による地形の表現方法について述べたものである。明らかに間

違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 主曲線は，地形を表現するための等高線として用いるため，原則として省略しない。

2. 計曲線は，等高線の標高値を読みやすくするため，一定本数ごとに太く描かれる主曲線である。

3. 補助曲線は，主曲線だけでは表せない緩やかな地形などを適切に表現するために用いる。

4. 傾斜の急な箇所では，傾斜の緩やかな箇所に比べて，等高線の間隔が広くなる。

5. 閉合する等高線の内部に必ずしも山頂があるとは限らない。

測量士補過去問題 平成31年度 No.16
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〔No．14〕

次のａ～ｄの文は，公共測量の地形測量における等高線による地形表現について述べたもので

ある。 ア ～ オ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から

選べ。

ａ．等高線は，間隔が広いほど傾斜が ア 地形を表す。

ｂ．等高線の区分において， イ とは， 0 mの ウ 及びこれより起算して 5本目ご

との ウ をいう。

ｃ．等高線は，山頂のほか凹地でも エ する。

ｄ．等高線が谷を横断するときは，谷を オ から谷筋を直角に横断する。

ア イ ウ エ オ

1． 緩やかな 計曲線 主曲線 閉合 上流の方へ上がって

2． 急な 補助曲線 計曲線 交差 下流の方へ下がって

3． 緩やかな 主曲線 補助曲線 閉合 下流の方へ下がって

4． 急な 計曲線 主曲線 閉合 下流の方へ下がって

5． 緩やかな 補助曲線 計曲線 交差 上流の方へ上がって

測量士補試験 令和04年度 No.14
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〔No. 14〕

次の1~ 5の文は，地形測量における等高線による地形の表現方法について述べたものであ

る。明らかに間違っているものはどれか。次の1~ 5の中から選べ。

1. 1本の等高線は，原則として，図面の内又は外で閉合する。

2. 閉合する等高線の内部に必ずしも山頂があるとは限らない。

3. 傾斜の緩やかな斜面では，傾斜の急な斜面に比べて，地形図上における等劇線の間隔は狭く

なる。

. 4 傾斜に変化のない斜面では，地形図上における等高線の間隔が等しくなる。

5. 計曲線は，等高線の標高値を読みやすくするため，一定本数ごとに太く描かれる主曲線であ

る。

測量士補試験 令和06年度 No.14
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〔No. 1�〕 

次の文は，ᩘ್標㧗ࣔࣝࢹ（以ୗ0)'ࠕ」という。）の≉ᚩについて述べたものである。  

࢜   㹼    にධるㄒྃの⤌ྜࡏとして᭱も㐺当なものはどれか。次の中から選べ。

'(0 とは，   の標㧗を⾲した᱁Ꮚ≧のࢱ࣮ࢹのことである。'(0は，᪤Ꮡの ࢹ   

から作ᡂすることができる。'(0   ࢘  ，ࡸࢱ࣮ は，その᱁Ꮚ間㝸が   ࢚ どヲ⣽な地ᙧ

を⾲⌧でき，ὥỈなどの 。ないものであるࡏにはḞかࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩの   ࢜

    ࢚  ࢜

㧗ࢻ࢜ࢪ 大きい ⿕⅏定༊域

➼㧗⥺ ᑠさい ⿕⅏定༊域

➼㧗⥺ 大きい Ⓨ⏕㢖度

㧗ࢻ࢜ࢪ ᑠさい Ⓨ⏕㢖度

1. 地⾲面

2. 地⾲面

3. 地≀のୖ面

4. 地≀のୖ面

5. 地⾲面 ➼㧗⥺

࢘ 

ṇᑕᢞᙳ画ീ

測量ᡂᯝࢨ࣮ࣞ✵⯟

ṇᑕᢞᙳ画ീ

測量ᡂᯝࢨ࣮ࣞ✵⯟

測量ᡂᯝࢨ࣮ࣞ✵⯟ 大きい ⿕⅏定༊域

測量士補過去問題 平成２９年度 No.15
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〔No. 16〕

次の1~ 5の文は， 公共測贔における数値地形モデル（以下「DTM」という。）について述べ

たものである。 明らかに間違っているものはどれか。 次の1~ 5の中から選べ。

ただし， DTMとは， 等間隔の格子の代表点の標高を表したデー タとする。

1. DTMは地表面に加え， 樹木や建物などの形状を表したデ ー タである。

2. DTMでは， 格子間隔が小さくなるほど詳細な地形を表現できる。

3. DTMは数値空中写真を正射変換し， 正射投影画像を作成するときにも使われている。

4. DTMから2地点を直線で結んだ傾斜角を計算することができる。

5. DTMを用いて水害による浸水範囲のシミュレ ーションを行うことができる。

測量士補試験 令和06年度 No.16
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道路中心線と街区面のデータ
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水平位位置の誤差【計算】
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 〔No．15〕

　 　細部測量において，基準点Ａにトータルステーションを整置し，点Ｂを観測したときに2′ 00″の方向

誤差があった場合，点Ｂの水平位置の誤差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　ただし，点Ａ，Ｂ間の水平距離は96 m，角度１ラジアンは，（2×105）″とする。

　また，距離測定と角度測定は互いに影響を与えないものとし，その他の誤差は考えないものとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1. 48 mm

2. 52 mm

3. 58 mm

4. 64 mm

5. 72 mm

測量士補過去問題 平成31年度 No.15

275



〔No．15〕

細部測量において，基準点Aにトータルステーションを整置し，点Bを観測したときに 1’ 40"

の水平方向の誤差があった場合，点Bの水平位置の誤差は幾らか。最も近いものを次の中から

選べ。

ただし，点A，B間の水平距離は 120 m，角度 1ラジアンは（2# 105）"とする。

また，距離測定と角度測定は互いに影響を与えないものとし，角度測定以外の誤差は考えない

ものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1． 24 mm

2． 36 mm

3． 48 mm

4． 60 mm

5． 72 mm

測量士補試験 令和04年度 No.15
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No 15  

A B  

2 40 B

A B 97 m 1 2  105  

1   38 mm 

2   59 mm 

3   78 mm 

4   97 mm 

5  116 mm 

測量士補試験 令和05年度 No.15
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〔No. 13〕

トータルステーション（以下「TS」という。）を用いた縮尺1/1,000の地形図作成において，標高

110 mの基準点から，ある道路上の点Aの観測を行ったところ，高低角－30°，斜距離24 mの

結果が得られた。その後，点AにTSを設置し，点Aと同じ道路上にある点Bを観測したところ，

点Bの標高66 m，点A，B間の水平距離96 mの結果が得られた。

このとき，点Aと点Bを結ぶ道路とこれを横断する標高90 mの等高線との交点は，この地形

図上で点Bから何cmの地点か。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，点Aと点Bを結ぶ道路は傾斜が一定でまっすぐな道路とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1．　4.8 cm

2．　6.4 cm

3．　7.2 cm

4．　8.0 cm

5．　9.6 cm

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１３
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〔No. 1�〕 

を用いた⦰ᑻࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࣝࢱ࣮ࢺ 1/1,000 の地ᙧᅗ作ᡂに࠾いて，ഴᩳが୍定なᩳ面ୖのⅬ A と

Ⅼ B の標㧗を測定したとこࢁ，それࡒれ 105.1 m，96.6 m であった。ࡲた，Ⅼ A，B 間のỈᖹ㊥㞳は

80 m であった。 

このとき，ⅬA，B 間を⤖ࡪ┤⥺とこれをᶓ᩿する標㧗 100 m の➼㧗⥺との交Ⅼは，地ᙧᅗୖでⅬ

A からఱ cm の地Ⅼか。᭱も近いものを次の中から選べ。 

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

1㸬 3.2 cm

2㸬 4.8 cm 

3㸬 5.3 cm 

4㸬 7.4 cm 

5㸬 7.6 cm 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.14
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 〔No．14〕

 　トータルステーション（以下「TS」という。）を用いた縮尺1/1,000の地形図作成において，標高

70 mの基準点から，ある道路上の点Ａの観測を行ったところ，高低角25°，斜距離33 mの結果が得ら

れた。その後，点ＡにTSを設置し，点Ａと同じ道路上にある点Ｂを観測したところ，標高73 m，水

平距離190 mの結果が得られた。

　 　このとき，点Ａと点Ｂを結ぶ道路とこれを横断する標高80 mの等高線との交点は，この地形図上で

点Ｂから何cmの地点か。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，点Ａと点Ｂを結ぶ道路は直線で傾斜は一定であるとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  4.9 cm

2.  6.8 cm

3.  9.3 cm

4.  12.2 cm

5.  15.8 cm

測量士補過去問題 平成３０年度 No.14
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 〔No．14〕

　 　トータルステーションを用いた縮尺1 /1,000の地形図作成において，傾斜が一定な斜面上の点Ａと

点Ｂの標高を測定したところ，点Ａの標高が103.8 m，点Ｂの標高が95.3 mであった。また，点Ａ，

Ｂ間の水平距離は70 mであった。このとき，点Ａ，Ｂ間を結ぶ直線とこれを横断する標高100 mの等

高線との交点は，地形図上で点Ａから何cmの地点か。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  3.1 cm

2.  3.9 cm

3.  5.7 cm

4.  6.4 cm

5.  6.7 cm

測量士補過去問題 平成31年度 No.14
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〔No. 14〕

図14は，ある道路の縦断面を模式的に示したものである。この道路において，トータルステー

ションを用いた縮尺 1/500の地形図作成を行うため，標高125 mの点Aにトータルステーショ

ンを設置し点Bの観測を行ったところ，高低角－30°，斜距離86 mの結果を得た。また，同じ

道路上にある点Cの標高は42 mであった。点Bと点Cを結ぶ道路は，傾斜が一定でまっすぐな

道路である。

このとき，点B，C間の水平距離を300 mとすると，点Bと点Cを結ぶ道路とこれを横断する

標高60 mの等高線との交点Xは，この地形図上で点Cから何cmの地点か。最も近いものを次

の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．14〕

図 14 は，ある道路の縦断面を模式的に示したものである。この道路において，トータルステーショ

ンを用いた縮尺 1/500 の地形図作成を行うため，標高 125 m の点 A にトータルステーションを設置し

点 B の観測を行ったところ，高低角－30°，斜距離 86 m の結果を得た。また，同じ道路上にある点

C の標高は 42 m であった。点 B と点C を結ぶ道路は，傾斜が一定でまっすぐな道路である。

このとき，点 B，C 間の水平距離を 300 m とすると，点 B と点 C を結ぶ道路とこれを横断する標

高 60 m の等高線との交点X は，この地形図上で点 C から何 cm の地点か。最も近いものを次の中か

ら選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1． 8.6 cm 

2． 13.5 cm

3． 16.2 cm

4． 27.0 cm

5． 33.0 cm

図 14

点 A
標高 125 m

－30°

点 B

交点 X
標高 60 m

点 C
標高 42 m 

300 m

86 m

図14

1． 8.6 cm

2．　13.5 cm

3．　16.2 cm

4．　27.0 cm

5．　33.0 cm

測量士補過去問題 令和2年度 No.14
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No 14  

14 GNSS

1 / 1,000 A  C 3 A

78 m B 73 m C 69 m A B  

50 m B C 48 m  

A B 75 m X

B C 70 m Y

X Y  

A  C A B B

C  

14 

1  3.0 cm 

2  3.6 cm 

3  4.2 cm 

4  5.6 cm 

5  7.0 cm 

交点Y
標高 70m

~ =J  

測量士補試験 令和05年度 No.14

290



〔No. 15〕

ト ー タルステ ーションを用いた縮尺1/ 1,000の地形図作成において， ある道路上に設置された

標高40.8 Ill の基準点Aから， 同じ道路上の点Bの観測を行ったところ， 高低角6
゜

， 斜距離

50mの結果が得られた。

このとき， 地形図上において， 点A, 点B間を結ぶ道路とこれを横断する標高45Ill の等高線

との交点は， 点Aから何 Clll の地点か。 最も近いものを次の1~ 5の中から選べ。

ただし， 点Aと点Bを結ぶ道路は， 傾斜が 一 定でまっすぐな道路であるとする。

なお， 関数の値が必要な場合は， 巻末の関数表を使用すること。

1. 3.0 cm

2. 3.5 cm

3. 4.0 cm

4. 4.5 cm

5. 5.0 cm

測量士補試験 令和06年度 No.15
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〔No. 18〕

次の文は，無人航空機（以下「UAV」という。）で撮影した空中写真を用いた公共測量について述

べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．使用するUAVは，安全確保の観点から，飛行前後における適切な整備や点検を行うとともに，

必要な部品の交換などの整備を行う。

2．航空法（昭和27年法律第231号）では，人口集中地区や空港周辺，高度150 m以上の空域で

UAVを飛行させる場合には，国土交通大臣による許可が必要となる。

3．UAVによる公共測量は，地表が完全に植生に覆われ，地面が写真に全く写らないような地区で

実施することは適切でない。

4．UAVにより撮影された空中写真を用いて作成する三次元点群データの位置精度を評価するため，

標定点のほかに検証点を設置する。

5．UAVにより撮影された空中写真を用いて三次元点群データを作成する場合は，デジタルステレオ

図化機を使用しないので，隣接空中写真との重複は無くてもよい。

測量士補過去問題 令和2年度 No.18
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〔No. 20〕

次の文は亜無人航空機（以下「UAV」という。）を用いた測量について述べたものである。明

らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1唖UAVの使用にあたっては亜UAVの運航に関わる法律亜条例亜規制などを遵守し亜UAVを

安全に運航することが求められる。

2唖UAVによる撮影は事前に計画をたて亜現場での状況に応じて見直しが生じることを考慮し

ておく。

3唖空港周辺以外であれば亜自由に UAVを用いた測量を行うことができる。

4唖成果品の種類や亜その必要精度などに応じて亜適切に作業を実施することが求められる。

5唖一般に亜UAVは有人航空機と比べ低空で飛行ができることから亜局所の詳細なデータ取得

に適している。

測量士補試験 令和03年度 No.20
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 〔No．17〕

　 　数値地形モデル（以下「DTM」という。）の標高値の点検を，現地で計測した標高値との比較によ

り実施したい。標高値の精度を点検するための値σを表17に示す５地点における現地で計測した標高

値とDTMの標高値から算出し，最も近いものを次の中から選べ。

　 　ただし，σは，計測地点の数をN個とした場合，現地で計測した標高値とDTMの標高値との差を

用いて式17で求めることとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表17

地点番号 現地で計測した標高値（m） DTMの標高値（m）

1  23.5  23.4

2  45.9  46.0

3 102.1 101.7

4  10.9  11.4

5 132.8 132.2

1.  0.18 m

2.  0.32 m

3.  0.40 m

4.  0.44 m

5.  0.50 m

σ＝ (地点１の標高値の差)2＋(地点２の標高値の差)2＋…＋(地点Nの標高値の差)2

N …… 式 17

測量士補過去問題 平成31年度 No.17
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〔No. 16〕

数値地形モデルの標高値の点検を，現地の 5 地点で計測した標高値との比較により実施したい。

各地点における数値地形モデルの標高値と現地で計測した標高値は表16のとおりである。標高値

の精度を点検するための値σは幾らか。式16を用いて算出し，最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

σ＝
（地点 1 の標高値の差）2＋（地点 2 の標高値の差）2＋…＋（地点 N の標高値の差）2

N
････････式 16

N：計測地点の数

表16

地点番号 現地で計測した標高値（m） 数値地形モデルの標高値（m）

1 29.3 29.5

2 72.1 71.5

3 11.8 12.2

4 103.9 103.4

5 56.4 56.3

1． 0.16 m

2． 0.18 m

3． 0.35 m

4． 0.40 m

5． 0.60 m

測量士補過去問題 令和2年度 No.16
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〔No. 16〕

空中写真測量において亜水平位置の精度を確認するため亜数値図化による測定値と現地で直接

測量した検証値との比較により点検することとした。�地点の測定値と検証値から亜南北方向の

較差 Δx 亜東西方向の較差 Δyを求めたところ亜表 16のとおりとなった。

�地点における各々の水平位置の較差 Δs から亜水平位置の精度を点検するための値 σ を算

出し亜最も近いものを次の中から選べ。

ただし亜Δs は式 16−�で求め亜σ は計測地点の数を Nとし式 16−�で求めることとする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

Δs＝  (Δx)2＋ (Δy)2 茜茜茜茜茜茜茜茜式 16−�

σ＝ 
(地点�の Δs)2＋ (地点�の Δs)2＋…＋(地点 N の Δs)2

N
茜茜茜茜茜茜茜茜式 16−�

表 16

地点番号 南北方向の較差 Δx（m） 東西方向の較差 Δy（m）

� 1.0 4.0

� 3.0 4.0

� 6.0 3.0

� 5.0 3.0

� 2.0 0.0

1唖 2.0m

2唖 3.1m

3唖 5.0m

4唖 7.5 m

5唖 9.9 m

測量士補試験 令和03年度 No.16
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〔No. 1�〕 

次の文は，✵中┿測量の≉ᚩについて述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

1. ⌧地測量にẚべて，ᗈい⠊ᅖを୍定の精度で測量することができる。

2. ㉳అのある土地をᙳしたሙྜでも，同୍┿の中ではどこでも地ୖ画⣲ᑍ法が同じになる。

3. 他のᙳ条௳が୍定ならば，ᙳ㧗度が㧗いど，୍ᯛの┿にる地ୖの⠊ᅖはᗈࡃなる。

4. 㧗ሪࡸ㧗ᒙᘓ≀は，┿の㖄┤Ⅼを中ᚰとしてᨺᑕ≧にᗈがるようにる。

5. ✵中┿にる地≀のᙧ≧，大きさ，Ⰽㄪ，ᶍᵝなどから，土地用の≧ἣを▱ることができる。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.17
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 〔No．18〕

　　 　次のａ～ｅの文は，空中写真測量の特徴について述べたものである。明らかに間違っているものだけ

の組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 現地測量に比べて，広域な範囲の測量に適している。

b. 空中写真に写る地物の形状，大きさ，色調，模様などから，土地利用の状況を知ることができる。

c. 他の撮影条件が同一ならば，撮影高度が高いほど，一枚の空中写真に写る地上の範囲は狭くなる。

d. 高塔や高層建物は，空中写真の鉛直点を中心として放射状に倒れこむように写る。

e. 起伏のある土地を撮影した場合でも，一枚の空中写真の中では地上画素寸法は一定である。

1. a，c

2. a，d

3. b，d

4. b，e

5. c，e

測量士補過去問題 平成31年度 No.18
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〔No. 17〕

次の文は亜空中写真測量の特徴について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。

1唖撮影高度及び画面距離が一定ならば亜航空カメラの撮像面での素子寸法が大きいほど亜撮影

する空中写真の地上画素寸法は小さくなる。

2唖高塔や高層建物は亜空中写真の鉛直点を中心として外側へ倒れこむように写る。

3唖他の撮影条件が一定ならば亜山頂部における地上画素寸法は亜その山の山麓部におけるそれ

より小さくなる。

4唖空中写真に写る地物の形状亜大きさ亜色調亜模様などから亜土地利用の状況を知ることがで

きる。

5唖自然災害時に空中写真を撮影することで亜迅速に広範囲の被災状況を把握することができ

る。

測量士補試験 令和03年度 No.17
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〔No．20〕

次のａ～ｅの文は，空中写真測量の特徴について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．現地測量に比べて，広域な範囲の測量に適している。

ｂ．高塔や高層建物は，空中写真の中心に向かって倒れこむように写る。

ｃ．同一撮影条件において，画面距離のみが異なるカメラを比較した場合，画面距離の短いカメ

ラを使用した方が一枚の空中写真に写る地上の範囲は広くなる。

ｄ．デジタル航空カメラで撮影した場合，対地高度が下がるほど，地上画素寸法は大きくなる。

ｅ．空中写真に写る地物の形状，大きさ，色調，模様などから，土地利用の状況を知ることがで

きる。

1． ａ，ｃ

2． ａ，ｅ

3． ｂ，ｄ

4． ｂ，ｅ

5． ｃ，ｄ

測量士補試験 令和04年度 No.20
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〔No. 17〕

次のa ~ eの文は， 空中写真測量の特徴について述べたものである。 明らかに間違っている

ものだけの組合せはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

a. 起伏のある土地を撮影した空中写真は， 同じ大きさの地物でも標高の違いにより空中写真に

写る大きさが異なる。

b. 撮影高度以外の撮影条件が一 定ならば， 撮影高度が高いほど， 地上画素寸法は小さくなる。

c . 画面距離以外の撮影条件が一 定ならば， 画面距離が短いほど， 1枚の空中写真に写る地上の

範囲は大きくなる。

d. 空中写真はレンズの中心を投影中心とする中心投影像であり， 鉛直点から離れるほど， 高塔

や高層建物などの高いものが鉛直点を中心として内側に倒れ込んだように写る。

e. 平たん地を撮影する場合， 撮影高度， 両面距離及び撮像面での素子寸法が一 定ならば， カメ

ラの画面の大きさが異なっていても， 地上両素寸法は変わらない。

1. a, C 

d

d

e

 

9

9

9

 

a

b

b

 

．

．

．

 

2

3

4

5. C, e

測量士補試験 令和06年度 No.17
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〔No. 17〕

図17は，公共測量における空中写真測量の標準的な作業工程を示したものである。

ア ～ エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

ア
作
業
計
画

対
空
標
識
の
設
置

イ
同
時
調
整

数
値
図
化

ウ
補
測
編
集

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
作
成

品
質
評
価
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果
等
の
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理

エ

図17

ア イ ウ エ

1． 標定点の設置 撮影 数値編集 数値地形図

2． 撮影 標定点の設置 数値編集 数値写真

3． 標定点の設置 撮影 正射変換 数値写真

4． 撮影 標定点の設置 正射変換 数値地形図

5． 標定点の設置 撮影 正射変換 数値地形図

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１７
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〔No．19〕

図 19 は，公共測量における空中写真測量の標準的な作業工程を示したものである。

ア ～ エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。
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図 19

ア イ ウ エ

1． 撮影 バンドル調整 調整用基準点の設置 数値図化

2． 撮影 バンドル調整 同時調整 数値地形モデルの作成

3． 撮影 バンドル調整 調整用基準点の設置 数値地形モデルの作成

4． 標定点の設置 撮影 調整用基準点の設置 数値図化

5． 標定点の設置 撮影 同時調整 数値図化

測量士補試験 令和04年度 No.19
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空中写真の判読
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〔No. 20〕

次の文は，夏季に航空カメラで撮影した空中写真の判読結果について述べたものである。明ら

かに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．道路に比べて直線又は緩やかなカーブを描いており，淡い褐色を示していたので，鉄道と判

読した。

2．山間の植生で，比較的明るい緑色で，樹冠が丸く，それぞれの樹木の輪郭が不明瞭だったの

で，針葉樹と判読した。

3．水田地帯に，適度の間隔をおいて高い塔が直線状に並んでおり，塔の間をつなぐ線が見られ

たので，送電線と判読した。

4．丘陵地で，林に囲まれた長細い形状の緑地がいくつも隣接して並んでいたので，ゴルフ場と

判読した。

5．耕地の中に，緑色の細長い筋状に並んでいる列が何本もみられたので，茶畑と判読した。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２０
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画素の寸法【計算】
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〔No. 18〕

画面距離�cm亜画面の大きさ 16,000画素× 14,000画素亜撮像面での素子寸法�μmのデジ

タル航空カメラを鉛直下に向けて空中写真を撮影した。

海面からの撮影高度を 3,100mとした場合亜撮影基準面での地上画素寸法は幾らか。最も近

いものを次の中から選べ。ただし亜撮影基準面の標高は 400mとする。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

1唖 10 cm

2唖 12 cm

3唖 15 cm

4唖 17 cm

5唖 20 cm

測量士補試験 令和03年度 No.18
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撮影高度【計算】
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〔No. 16〕

画面距離9 cm，撮像面での素子寸法6μmのデジタル航空カメラを用いた数値写真の撮影計

画を作成した。撮影基準面での地上画素寸法を15 cmとした場合，撮影高度は幾らか。最も近

いものを次の中から選べ。

ただし，撮影基準面の標高は0 mとする。

1．　1,750 m

2．　1,900 m

3．　2,100 m

4．　2,250 m

5．　2,350 m

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１６
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〔No. 1�〕

次の文は，公共測量に࠾ける㌴載┿࣮ࣞࢨ測量（移ື計測㌴୧による測量）について述べたもの

である。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. ㌴୧にᦚ載した *N66 � ,08 ⨨ࢨ࣮ࣞࡸ測㊥⨨，計測用࣓ࣛ࢝などを用いて，として㐨㊰

及びその࿘㎶の地ᙧࡸ地≀などのྲྀࢱ࣮ࢹ得をする技術である。

2. など，㐨㊰とᆶ┤にタ⨨されている地࣮ࣝࣞࢻ࣮࢞ࡸ測量では計測がᅔ㞴である㟁ᰕࢨ࣮ࣞ✵⯟

≀のྲྀࢱ࣮ࢹ得に㐺している。

3. 。作ᡂもྍ⬟であるࢱ࣮ࢹけるᩘ್地ᙧᅗ࠾ෆなどୖ✵ど⏺のⰋな⟠ᡤにࣝࢿࣥࢺ

4. 㐨㊰及びその࿘㎶の地ᅗሗࣞࣝ࣋ 5�� ࡸ 1��� などのᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹを作ᡂするሙྜ，ࢱ࣮ࢺ

。得できるྲྀࢱ࣮ࢹなどを用いた⌧地測量にẚべて，ᗈ⠊ᅖを▷間でࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࣝ

5. 地ᅗሗࣞࣝ࣋ 1��� のᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹ作ᡂには，地ᅗሗࣞࣝ࣋ 5�� のᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹ作ᡂ

とẚ㍑して，よࡾヲ⣽な計測ࢱ࣮ࢹがᚲせである。

〔No. 1�〕

次の文は，✵中┿測量の≉ᚩについて述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

1. ⌧地測量にẚべて，ᗈい⠊ᅖを୍定の精度で測量することができる。

2. ㉳అのある土地をᙳしたሙྜでも，同୍┿の中ではどこでも地ୖ画⣲ᑍ法が同じになる。

3. 他のᙳ条௳が୍定ならば，ᙳ㧗度が㧗いど，୍ᯛの┿にる地ୖの⠊ᅖはᗈࡃなる。

4. 㧗ሪࡸ㧗ᒙᘓ≀は，┿の㖄┤Ⅼを中ᚰとしてᨺᑕ≧にᗈがるようにる。

5. ✵中┿にる地≀のᙧ≧，大きさ，Ⰽㄪ，ᶍᵝなどから，土地用の≧ἣを▱ることができる。

〔No. 1�〕 

画面㊥㞳 1� FP，画面の大きさ 2����� 画⣲�13���� 画⣲，ീ面での⣲Ꮚᑍ法 5ȣP のࣝࢱࢪࢹ

を用いて㖄┤✵中┿をᙳした。ᙳ基‽面での地ୖ画⣲ᑍ法を࣓ࣛ࢝✵⯟ 2� FP としたሙྜ，

ᙳ㧗度はᗄらか。᭱も近いものを次の中から選べ。

たࡔし，ᙳ基‽面の標㧗は � P とする。 

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

1㸬 3�2�� P

2㸬 3�6�� P

3㸬 4���� P

4㸬 4�4�� P

5㸬 4�8�� P

測量士補過去問題 平成２９年度 No.18
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 〔No．17〕

　 　画面距離10 cm，画面の大きさ26,000画素×15,000画素，撮像面での素子寸法4 μmのデジタル航

空カメラを用いて鉛直空中写真を撮影した。撮影基準面での地上画素寸法を12 cmとした場合，海面

からの撮影高度は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，撮影基準面の標高は300 mとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  2,400 m

2.  2,700 m

3.  3,000 m

4.  3,300 m

5.  3,600 m

測量士補過去問題 平成３０年度 No.17
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〔No. 19〕

画面距離10 cm，画面の大きさ26,000画素×17,000画素，撮像面での素子寸法 4 μmのデジタ

ル航空カメラを用いて鉛直空中写真を撮影した。撮影基準面での地上画素寸法を15 cmとした場

合，標高 0 mからの撮影高度は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし，撮影基準面の標高は500 mとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1． 3,250 m

2． 3,750 m

3． 4,250 m

4． 4,750 m

5． 5,250 m

測量士補過去問題 令和2年度 No.19
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写った地物の実長【計算】

335



��� ���

Qb[a�� ���f D9b"&W=?L����&2015XV/34.P�!e Mb�*&D

CcB ��	�� �"e Hc	�� �UB&c;&_RV7:S&DC.Y �� �&:S$: !�

,I&`�.E8V7:S6"ZN�,#�����QW"� ��

�&I&>`'A*�� F)]�)&.J&7�*^(�

���e �&I'Hd	�� �&<O$K@$G�*-!�+e :S&T\$@Y%: !�

,)&#�,�

�� ���f �

�� ���f �

�� ���f �

�� �
�f �

	� ���f �

測量士補過去問題 平成27年度 No.18

336



�������� �� �� � ���� ���

¯Æ¼Å��' ��ÇQ\¶��ª�/ ]|z{�¸³�1}~v®8NÍ «È<n^�

�Ë���#��(RÂ°´��±_��w¹KGUAtÎ �¡`��µ��²a�¬�¾X�É

b�½V�ºY¤?�LO9H3Bc¥i£Ì�
�)d�Z©�[¢@osP;rÏÁÊ�

SÃEx»§FIWCu�����·T7MJ4

De¦f�Äj�p=5 l¿:mgy¨h�>qÀk6

��  
�*

�� ���+
�� ��&,
"� 0�Ð !-

�Ð $	Ð �%.Ð

337



No 17  

7 cm 17,000   11,000 5 m

20 cm 0 m  

300 m  

1  1,900 m 

2  2,200 m 

3  2,500 m 

4  2,800 m 

5  3,100 m 

測量士補試験 令和05年度 No.17
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高い構造物の写真上の長さと
撮影高度・標高【計算】
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〔No. 19〕

図19のように，航空カメラを用いて，1,800 mの高度から撮影した鉛直空中写真に，鉛直に

立っている直線状の高塔が長さ9.5 mmで写っていた。この高塔の先端は，主点Pから7.6 cm離

れた位置に写っていた。この高塔の立っている地表面の標高を0 mとした場合，高塔の高さは

幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

P
7.6 cm

9.5 mm

図19

1．　 53 m

2．　136 m

3．　178 m

4．　225 m

5．　271 m

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１９
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〔No. ��〕 

を用いて，ᾏ面からのᙳ㧗度࣓ࣛ࢝✵⯟ 1���� P で標㧗 1�� P のᖹたࢇな土地をᙳした㖄┤✵

中┿に，㖄┤に❧っている┤⥺≧の㧗ሪがっていた。ᅗ 2� のように，この㧗ሪのඛ➃はⅬ3

から ��.� PP 㞳れた⨨にってࡾ࠾，㧗ሪのീの長さは 2.8 PP であった。 

この㧗ሪの㧗さはᗄらか。᭱も近いものを次の中から選べ。

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

ᅗ 2� 

1㸬 68 P

2㸬 �2 P

3㸬 �6 P

4㸬 8� P

5㸬 84 P

3 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.20
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〔No. 19〕

画面距離 10 cm亜撮像面での素子寸法 10 μmのデジタル航空カメラを用いて亜対地高度

2,000mから平たんな土地について亜鉛直下に向けて空中写真を撮影した。空中写真には亜東西

方向に並んだ同じ高さの二つの高塔 A亜B が写っている。地理院地図上で計測した高塔 A亜B 間

の距離が 800m亜空中写真上で高塔 A亜B の先端どうしの間にある画素数を 4,200画素とする

と亜この高塔の高さは幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

ただし亜撮影コースは南北方向とする。

また亜高塔 A亜B は鉛直方向にまっすぐに立ち亜それらの先端の太さは考慮に入れないものと

する。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

1唖 40m

2唖 53m

3唖 64m

4唖 84m

5唖 95 m

測量士補試験 令和03年度 No.19
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基線長・SL・OL【計算】
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 〔No．18〕

　 　画面距離10 cm，画面の大きさ26,000画素×15,000画素，撮像面での素子寸法4 μmのデジタル航

空カメラを用いて，海面からの撮影高度3,000 mで標高0 mの平たんな地域の鉛直空中写真を撮影し

た。撮影基準面の標高を0 m，撮影基線方向の隣接空中写真間の重複度を60 ％とするとき，撮影基線

長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，画面短辺が撮影基線と平行とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.   720 m

2.  1,080 m

3.  1,250 m

4.  1,800 m

5.  1,870 m

測量士補過去問題 平成３０年度 No.18
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 〔No．19〕

　 　空中写真測量において，同一コース内での隣接写真との重複度（オーバーラップ）を80 ％として平

たんな土地を撮影したとき，一枚おき（例えばコースの2枚目と4枚目）の写真の重複度は何％とな

るか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  36 %

2.  40 %

3.  50 %

4.  60 %

5.  64 %

測量士補過去問題 平成31年度 No.19
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〔No. 18〕

画面距離 12 cm, 画面の大きさ 17,000 画素X 10,000 画素， 撮像面での素子寸法 5µm のデジ

タル航空カメラを用いて鉛直下に向けた空中写真撮影を計画した。

撮影高度を標高 3,000 m, 撮影基準面における同一撮影コ ー ス内の隣接する空中写真との重複

度を 60％とするとき， 撮影基線長は幾らか。 最も近いものを次の 1 ~ 5 の中から選べ。

ただし， 撮影韮準面の標高は 600m とし， 画面の短辺が撮影基線と平行であるとする。

なお， 関数の値が必要な場合は， 巻末の関数表を使用すること。

1. 400 m

2. 500 m

3. 600 m

4. 680 m

5. 750 m

測量士補試験 令和06年度 No.18
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 〔No．19〕

　 　次の文は，数値空中写真を正射変換し位置情報を付与した正射投影画像データ（以下「オルソ画像」

という。）の特徴について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から選べ。

1. オルソ画像は，正射投影されているため実体視に用いることができない。

2. オルソ画像は，画像上で距離を計測することができない。

3. フィルム航空カメラで撮影された写真からは，オルソ画像を作成することができない。

4. オルソ画像は，画像上で土地の傾斜を計測することができる。

5. オルソ画像は，起伏が大きい場所より平坦な場所の方が地形の影響によるひずみが生じやすい。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.19
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〔No. 17〕

次の a ～ e の文は，写真地図について述べたものである。明らかに間違っているものだけの

組合せはどれか。次の中から選べ。

ただし，注記など重ね合わせるデータはないものとする。

a ．写真地図は，図上で水平距離を計測することができない。

b ．写真地図は，図上で土地の傾斜を計測することができない。

c ．写真地図は，写真地図データファイルに位置情報が付加されていなくても，位置情報ファ

イルがあれば地図上に重ね合わせることができる。

d ．写真地図は，正射投影されているので，隣接する写真が重複していれば実体視することが

できる。

e ．写真地図には，平たんな場所より起伏の激しい場所の方が，標高差の影響によるゆがみが残

りやすい。

1． a，c

2． a，d

3． b，d

4． b，e

5． c，e

測量士補過去問題 令和2年度 No.17
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〔No．18〕

次の文は，公共測量におけるUAV（無人航空機）写真測量について述べたものである。明ら

かに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．UAV写真測量により作成する数値地形図データの地図情報レベルは，250 及び 500 を標準

とする。

2．UAV写真測量に用いるデジタルカメラは，性能等が当該測量に適用する作業規程に規定さ

れている条件を満たしていれば，一般的に市販されているデジタルカメラを使用してもよい。

3．UAV写真測量において，数値写真上で周辺地物との色調差が明瞭な構造物が測定できる場

合は，その構造物を標定点及び対空標識に代えることができる。

4．計画対地高度に対する実際の飛行の対地高度のずれは，30 ％以内とする。

5．撮影飛行中に他のUAV等の接近が確認された場合には，直ちに撮影飛行を中止する。

測量士補試験 令和04年度 No.18
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　　　   UAVを用いた測量
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[No. 20]

次の 1 ~ 5 の文は，公共測量における無人航空機（以下「UAV」という。）を用いた測量につ

いて述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の 1 ~ 5 の中から選べ。

1. UAV の使用に当たっては， UAV の運航に関わる法律，条例，規制などを遵守し， UAV を安

全に運航することが求められる。

2. UAV により撮影された空中写真を用いて三次元点群データを作成することができる。

3. UAV 写真測量において，数値写真上で周辺地物との色調差が明瞭な構造物が測定できる場合

は，その構造物を標定点及び対空標識として使うことができる。

4. UAV 写負測量に用いるカメラは，性能等が当該測量に適用する作業規程に規定されている条

件を満たしていれば，市販されているデジタルカメラでもよい。

5. UAV レーザ測量では，対地高度以外の計測諸元が同じ場合，対地高度が高くなると，計測点

間隔は小さくなる。

測量士補試験 令和06年度 No.20
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No 18  

 a  e 

a  

b   

c  

d  

e   

1  a c 

2  a d 

3  b d 

4  b e 

5  c e 
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図22は国土地理院発行の1／25000地形図の一部である。
次の文はこの図に表現されている内容について述べたものである。明らかに間違ってい
るものはどれか。次の中から。選べ

1.図書館より北側へ300mの地点に裁判所がある。
2.忠節橋の長さは、約400mである。
3.金華山頂と市役所付近の標高差は300m以上である。
4.ロープウェイのさんろく駅と山頂駅の標高差は200m以上である。5.標高328.9mの三角点
は図中の地域内に設置されている三角点の中で最も標高が高い
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〔No. 21〕

図21は，国土地理院刊行の電子地形図25000の一部（縮尺を変更，一部を改変）である。次の文は，

この図に表現されている内容について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

0 500 1000 1500m

図21

1．　標高55.8 mの三角点から標高3.4 mの三角点までの水平距離は，およそ2,010 mである。

2．　豊岡トンネルの東側の坑口と西側の坑口の標高差は，20 m以下である。

3．　山陰本線豊岡駅の記号の北西角から税務署までの水平距離は，およそ580 mである。

4．　市役所から図書館までの水平距離は，およそ410 mである。

5．　立野大橋より南側かつ円山川より東側には，主に田が広がっている。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２１
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〔No. �1〕

ᅗ 21 は，国土地理院ห行の㟁Ꮚ地ᙧᅗ 25��� の୍㒊（⦰ᑻをኚ᭦，୍㒊をᨵኚ）である。次の文

は，このᅗに⾲⌧されているෆᐜについて述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。

次の中から選べ。 

ᅗ 21

1. ᑿ㐨㥐๓にある㒑౽ᒁの༡ᮾにⅉྎがある。

2. ᕷᙺᡤと༤≀㤋のỈᖹ㊥㞳は 85� P 以ୖである。

3. ᰩཎᕝはから༡ὶれている。

4. ❳⋤ᒣのᒣ㡬とᑿ㐨㥐の標㧗ᕪは 13� P 以ୗである。

5. ุᡤと㆙ᐹ⨫が㞄᥋している。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.21
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 〔No．21〕

　 　図 21は，国土地理院刊行の1 /25,000地形図の一部（縮尺を変更，一部を改変）である。次の文は，

この図に表現されている内容について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中

から選べ。

1. 龍野新大橋と鶏籠山の標高差は，およそ190 mである。

2. 龍野のカタシボ竹林は，史跡，名勝又は天然記念物である。

3. 龍野橋と龍野新大橋では龍野新大橋の方が下流に位置する。

4. 裁判所と税務署では税務署の方が北に位置する。

5. 本竜野駅の南に位置する交番から警察署までの水平距離は，およそ1,320 mである。

図21

0 500 1000 1500m
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 〔No．21〕

　 　図 21は，国土地理院刊行の電子地形図25000の一部（縮尺を変更，一部を改変）である。この図に

ある博物館の経緯度で最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，表21に示す数値は，図の中にある三角点の経緯度を表す。

表21

経　度 緯　度

東経 129° 58′ 06″ 北緯 33° 27′ 00″

東経 129° 58′ 37″ 北緯 33° 26′ 33″

1.  東経 129° 57′ 49″　　北緯 33° 27′ 08″

2.  東経 129° 58′ 02″　　北緯 33° 26′ 43″

3.  東経 129° 58′ 14″　　北緯 33° 26′ 59″

4.  東経 129° 58′ 18″　　北緯 33° 27′ 12″

5.  東経 129° 58′ 27″　　北緯 33° 27′ 02″

図 21

0 m 500 m
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〔No. 21〕

国土地理院は，過去に起きた津波，洪水，火山災害，土砂災害などの自然災害の情報を伝える

新たな地図記号「自然災害伝承碑」を電子地形図25000などに掲載する取組を行っている。

図21は，電子地形図25000の一部（縮尺を変更）である。この図にある自然災害伝承碑（

〔No．21〕

国土地理院は，過去に起きた津波，洪水，火山災害，土砂災害などの自然災害の情報を伝える新た

な地図記号「自然災害伝承碑」をウェブ地図「地理院地図」及び 国土地理院刊行の 1/25,000 地形図

に掲載する取組を行っている。

図 21 は，国土地理院刊行の 1/25,000 地形図の一部（縮尺を変更）である。この図にある自然災害

伝承碑（  ）の経緯度で最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，表 21 に示す数値は図の中にある地図記号の経緯度を表している。また，図 21 では自然災

害伝承碑の地図記号を で囲んでいる。

図 21

図 21

〈次のページに続く〉

）の

経緯度で最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，表21に示す数値は図の中にある地図記号の経緯度を表している。また，図21では自

然災害伝承碑の地図記号を

〔No．21〕

国土地理院は，過去に起きた津波，洪水，火山災害，土砂災害などの自然災害の情報を伝える新た

な地図記号「自然災害伝承碑」をウェブ地図「地理院地図」及び 国土地理院刊行の 1/25,000 地形図

に掲載する取組を行っている。

図 21 は，国土地理院刊行の 1/25,000 地形図の一部（縮尺を変更）である。この図にある自然災害

伝承碑（ ）の経緯度で最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，表 21 に示す数値は図の中にある地図記号の経緯度を表している。また，図 21 では自然災

害伝承碑の地図記号を  で囲んでいる。

図 21

図 21

〈次のページに続く〉

で囲んでいる。

〔No．21〕

国土地理院は，過去に起きた津波，洪水，火山災害，土砂災害などの自然災害の情報を伝える新た

な地図記号「自然災害伝承碑」をウェブ地図「地理院地図」及び 国土地理院刊行の 1/25,000 地形図

に掲載する取組を行っている。

図 21 は，国土地理院刊行の 1/25,000 地形図の一部（縮尺を変更）である。この図にある自然災害

伝承碑（ ）の経緯度で最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，表 21 に示す数値は図の中にある地図記号の経緯度を表している。また，図 21 では自然災

害伝承碑の地図記号を で囲んでいる。

図 21 

図 21

〈次のページに続く〉

図21

表21

地図記号 経度 緯度

博物館 東経139°45′38″ 北緯35°40′35″

病院 東経139°44′43″ 北緯35°40′08″

1． 東経139°44′49″　北緯35°40′20″

2． 東経139°44′54″ 北緯35°40′14″

3． 東経139°44′54″ 北緯35°40′26″

4． 東経139°45′31″ 北緯35°40′14″

5． 東経139°45′50″ 北緯35°40′41″

測量士補過去問題 令和2年度 No.21
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〔No. 21〕

図 21 は亜国土地理院がインターネットで公開しているウェブ地図「地理院地図」の一部（縮

尺を変更亜一部を改変）である。この図にある博物館の経緯度で最も近いものを次のページの中

から選べ。

ただし亜表 21 に示す数値は亜図の中にある三角点の標高及び経緯度を表す。

図 21

表 21

標高（m） 経 度 緯 度

29.5 東経 139 ° 02 ′ 09 ″ 北緯 37 ° 55 ′ 22 ″

14.3 東経 139 ° 02 ′ 55 ″ 北緯 37 ° 54 ′ 38 ″

1唖 東経 139 ° 02 ′ 07 ″ 北緯 37 ° 55 ′ 08 ″

2唖 東経 139 ° 02 ′ 11 ″ 北緯 37 ° 54 ′ 58 ″

3唖 東経 139 ° 02 ′ 13 ″ 北緯 37 ° 55 ′ 08 ″

4唖 東経 139 ° 02 ′ 20 ″ 北緯 37 ° 55 ′ 00 ″

5唖 東経 139 ° 02 ′ 21 ″ 北緯 37 ° 55 ′ 09 ″

測量士補試験 令和03年度 No.21
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〔No．21〕

図 21 は，国土地理院刊行の電子地形図 25000 の一部（縮尺を変更，一部改変）である。この

図にある税務署の経緯度で最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，表 21 に示す数値は，図の中にある裁判所，保健所の経緯度を表す。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

図 21

表 21

地図記号 緯度 経度

裁判所 北緯 33°52’ 43" 東経 130°51’ 56"

保健所 北緯 33°52’ 49" 東経 130°52’ 42"

1． 北緯 33°51’ 15"　東経 130°51’ 58"

2． 北緯 33°52’ 32"　東経 130°52’ 09"

3． 北緯 33°52’ 35"　東経 130°52’ 10"

4． 北緯 33°52’ 47"　東経 130°51’ 37"

5． 北緯 33°53’ 04"　東経 130°52’ 29"

測量士補試験 令和04年度 No.21
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32 47 16

32 46 56 130 22 23  

130 22 06  
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1  32 46 54 130 22 34  

2  32 46 57 130 22 15  

3  32 46 59 130 22 12  

4  32 47 21 130 22 35  

5  32 47 23 130 22 00  
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〔No. 21〕

図21 は， 国土地理院がインタ ー ネットで提供している二次元の地図「地理院地図」の一 部（縮

尺を変更， 一 部を改変）である。 この図にある裁判所の経緯度で最も近いものを次の1 ~ 5 の

中から選べ。

ただし， 表21 に示す数 値は， 図の中にある税務署及び保健所の経緯度 を地理院地図で読み取っ

た値である。

なお， 関数の値 が必要な場合は， 巻末の関数表 を使用すること。

図21

表21

緯度 経度

税務署 北緯26
°

12'3811 東経127
°

40'35" 

保健所 北緯26°

12'24" 東経127
°

41'3811 

1. 北緯26
°

12'17" 東経127
°

42'0511 

2. 北緯26
°

12'29
11 東経127

°

41'02"

3. 北緯26
゜

12'3011 東経127
°

411 1411 

4. 北緯26
゜

12'31" 東経127
°

41'11"

5. 北緯26
゜

12'51" 東経127
°

41'31"

測量士補試験 令和06年度 No.21
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〔No. 22〕

次のａ～ｅの文は，地図の投影法について述べたものである。明らかに間違っているものだけ

の組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．ユニバーサル横メルカトル図法（UTM図法）は，国土地理院刊行の1/25,000地形図で採用さ

れている投影法である。

ｂ．平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第9号）では，日本全国を16の区域に分けてそれ

ぞれの座標系原点の経緯度を定義している。

ｃ．ユニバーサル横メルカトル図法（UTM図法）と平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第9

号）で用いる投影法は，ともに横円筒図法の一種であるガウス・クリューゲル図法である。

ｄ．メルカトル図法は，面積が正しく表現される投影法である。

ｅ．投影法は，投影面の種類によって分類すると，方位図法，円錐図法及び円筒図法に大別される。

1．　a，c

2．　a，e

3．　b，d

4．　b，e

5．　c，d

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２２
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 〔No．22〕

　　 　次の文は，地図の投影について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から

選べ。

1. ガウス・クリューゲル図法は，平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第９号）で用いられて

いる投影法である。

2. ユニバーサル横メルカトル図法は，国土地理院刊行の1/25,000地形図，1/50,000地形図で採用さ

れている。

3. 平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第９号）では，日本全国を19の区域に分けており，

座標系のＸ軸は，座標系原点において子午線に一致する軸とし，真北に向う値を正としている。

4. 国土地理院がインターネットで公開している地図情報サービス「地理院地図」は，メルカトル投

影の数式を使って作成した地図画像を使用している。

5. 地球の表面を平面上に投影した地図において，距離（長さ），方位（角度）及び面積を同時に正し

く表すことができる。

測量士補過去問題 平成31年度 No.22
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〔No. 22〕

次の a ～ e の文は，平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第 9 号）について述べたもので

ある。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a ．平面直角座標系に用いることが定められている地図投影法は，ガウスの等角二重投影法である。

b ．平面直角座標系におけるY軸は，座標系原点において子午線に直交する軸とし，真東に向かう

方向を正としている。

c ．平面直角座標系では，日本全国を19の座標系に分けている。

d ．平面直角座標系における座標系原点はすべて赤道上にはない。

e ．各平面直角座標系の原点を通る子午線上における縮尺係数は0.9999であり，この子午線から

離れるに従って縮尺係数は小さくなる。

1． a，b

2． a，e

3． b，d

4． c，d

5． c，e

測量士補過去問題 令和2年度 No.22
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〔No. 22〕

次の文は亜地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の

中から選べ。

1唖正距図法は亜地球上の距離と地図上の距離を正しく対応させる図法であり亜任意の地点間の

距離を正しく表示することができる。

2唖正積図法では亜球面上の図形の面積比が地図上でも正しく表される。

3唖ガウス茜クリューゲル図法は亜平面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第�号）で用い

られている。

4唖平面直角座標系では亜日本全国を 19の区域に分けている。

5唖ユニバーサル横メルカトル図法は亜北緯 84 °以南亜南緯 80 °以北の地域に適用され亜経度幅

6 °ごとの範囲が一つの平面に投影されている。

測量士補試験 令和03年度 No.22
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〔No．22〕

次の文は，地図投影法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の

中から選べ。

1．メルカトル図法は，球面上の角度が地図上に正しく表現される正角円筒図法である。

2．ユニバーサル横メルカトル図法（UTM図法）は，北緯 84 度から南緯 80 度の間の地域を経

度差 6度ずつの範囲に分割して投影している。

3．平面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第 9号）は，横円筒図法の一種であるガウス・

クリューゲル図法を適用している。

4．正距図法は，地球上の距離と地図上の距離を正しく対応させる図法であり，すべての地点間

の距離を同一の縮尺で表示することができる。

5．正積図法は，地球上の任意の範囲の面積が，縮尺に応じて地図上に正しく表示される図法で

ある。

測量士補試験 令和04年度 No.22
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 a  e 

a  14 9 X

b  2

c  

d  UTM 84 80

6  

e  

1  a b 

2  a e 

3  b c 

4  c d 

5  d e 
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〔No. 22〕

次の1 ~ 5の文は，地図投影法について述べ たものである。 明らかに間違っているものはど

れか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

1. 地図投影 では， 立体である地球の表面を平面 で表す ため，地図には必ず何らかのひずみが生

じる。 このため， 表現したい地図の目的に応じて投影法を選択する必要がある。

2. 正角 図法は，地球上と地図上との対応する点において ， 任意の2方向の央（きょう）角が等

しくなり， ごく狭い 範囲 での形状が相似と なる 図法である。

3. ユニバ ー サル横メルカトル図法は， 北緯84
゜

以南 ， 南緯80
゜

以北の地域に適用され ，経度幅

6
゜

ごとの範囲が一 つの平面に投影されている。

4. 平面 直角座標系（平成14年国士交通省告示第9号うにおけるY軸は，座標系原点において

子午線に直交する軸とし， 真東に向かう方向を正 としている。

5. 国士地理院の「500万分1日本と その周辺」は，地図主点 である東京から 方 位と距離が正し

く表される地図 であり， ガウス ・ クリュ ー ゲル図法で地図投影されている。

測量士補試験 令和06年度 No.22
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〔No. ��〕 

次の文は，ࣘࣝࢧ࣮ࣂࢽᶓ࣓ࣝࣝࢺ࢝ᅗ法（以ୗ870ࠕ ᅗ法」という。）及びᖹ面┤ゅᗙ標⣔（ᖹ

ᡂ 14 年国土交通┬࿌♧第 � 号）（以ୗࠕᖹ面┤ゅᗙ標⣔」という。）について述べたものである。明ら

かに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 870 ᅗ法に基࡙ࡃᗙ標⣔の⦰ᑻಀᩘは，中ኸ⤒⥺ୖに࠾いて �.���6，中ኸ⤒⥺から⣙ 18� NP

㞳れたとこࢁで 1.���� である。

2. 870 ᅗ法に基࡙ࡃᗙ標⣔は，地⌫యを⤒度ᕪ 6rの༡に長いᗙ標ᖏにศし，ྛ ᗙ標ᖏの中ኸ

⤒⥺と㉥㐨の交ⅬをཎⅬとしている。

3. 870 ᅗ法とᖹ面┤ゅᗙ標⣔で用いるᢞᙳ法は，ともにᶓ⟄ᅗ法の୍種である࣮ࣗࣜࢡ࣭ࢫ࢘࢞

。ᅗ法であるࣝࢤ

4. ᖹ面┤ゅᗙ標⣔に࠾ける ; ㍈は，ᗙ標⣔ཎⅬに࠾いてᏊ༗⥺に୍⮴する㍈とし，┿にྥかう方

ྥをṇとしている。

5. ᖹ面┤ゅᗙ標⣔では，᪥本国を 16 の༊域にศけている。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.22
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 〔No．22〕

　 　次のａ～ｅの文は，平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第９号）（以下「平面直角座標系」

という。）について述べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から

選べ。

a. 平面直角座標系で用いる投影法は，横円筒図法の一種であるガウス・クリューゲル図法である。

b. 平面直角座標系の X軸上における縮尺係数は，1.0000である。

c. 平面直角座標系では，日本全国を16の区域に分けている。

d. 平面直角座標系における座標系原点の座標値は，X＝0.000 m，Y＝0.000 mである。

e. 平面直角座標系における Y軸は，座標系原点において子午線に直交する軸とし，東に向かう方向

を正としている。

1.  a，d

2.  a，e

3.  b，c

4.  b，e

5.  c，d

測量士補過去問題 平成３０年度 No.22
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〔No. 23〕

次のａ～ｅの文は，一般的な地図編集における転位の原則について述べたものである。明らか

に間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．骨格となる人工地物（道路，鉄道など）とその他の人工地物（建物など）が近接し，どちらかを

転位する場合はその他の人工地物を転位する。

ｂ．有形線（河川，道路など）と無形線（等高線，境界など）とが近接し，どちらかを転位する場合

は無形線を転位する。

ｃ．有形の自然地物（河川など）と人工地物（道路など）が近接し，どちらかを転位する場合は自然

地物を転位する。

ｄ．三角点及び水準点は転位することはできない。

ｅ．転位にあたっては，相対的位置関係を乱さないようにする。

1．　a，b

2．　a，e

3．　b，c

4．　c，d

5．　d，e

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２３
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〔No. ��〕 

次の D 㹼 H の文は，୍ ⯡的な地ᅗ⦅㞟について述べたものである。   㹼 ࢜ にධ

るㄒྃの⤌ྜࡏとして᭱も㐺当なものはどれか。次の中から選べ。

D. ᪂たに⦅㞟して作ᡂする地ᅗの基ᅗは，よࡾ⦰ᑻが  。かつ᭱᪂のものを用する， 

E. 基ᅗを基に⦰ᑻのᑠさい地ᅗを作ᡂするሙྜ，㔜せ度の㧗い地ᅗሗを選ᢥし，その他の

ሗを㐺ษに┬␎するᚲせがある。これを地ᅗ⦅㞟に࠾ける  。という 

F. 基ᅗを基に⦰ᑻのᑠさい地ᅗを作ᡂするሙྜ，ᙧ≧を㐺ᐅ⡆␎して⾲♧するᚲせが⏕じる。

これを地ᅗ⦅㞟に࠾ける ࢘ という。 

G. 基ᅗを基に⦰ᑻのᑠさい地ᅗを作ᡂするሙྜ，地ᙧࡸ地≀の㔜せᛶにᛂじて，ᚲせ᭱ᑠ㝈の

量でこれらを移ືさࡏることになる。これを地ᅗ⦅㞟に࠾ける  。という   ࢚

H. ࢜ とは，文Ꮠ又はᩘ್による⾲♧をいい，地域，ேᕤ≀，⮬↛地≀などのྡ⛠，≉

定の記号のないもののྡ⛠，標㧗್，➼㧗⥺ᩘ್などに用いる。 

  ࢘ ࢚ ࢜

1. 大きࡃ ྲྀᤞ選ᢥ ⥲ᥥ 転 ᩚ㣭

2. 大きࡃ ྲྀᤞ選ᢥ ⥲ᥥ 転 ὀ記

3. 大きࡃ ⥲ᥥ 転 ྲྀᤞ選ᢥ ὀ記

4. ᑠさࡃ ྲྀᤞ選ᢥ ⥲ᥥ 転 ᩚ㣭

5. ᑠさࡃ ⥲ᥥ 転 ྲྀᤞ選ᢥ ὀ記

測量士補過去問題 平成２９年度 No.23

416



 〔No．23〕

　　 　次の文は，一般的な地図編集における転位の原則について述べたものである。明らかに間違っている

ものはどれか。次の中から選べ。

1. 三角点は転位しない。

2. 道路と市町村界が近接し，どちらかを転位する場合は市町村界を転位する。

3. 一条河川は，原則として転位しない。

4. 海岸線と鉄道が近接し，どちらかを転位する場合は海岸線を転位する。

5. 転位にあたっては，相対的位置関係を乱さないようにする。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.23
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 〔No．23〕

　　 　次のａ～ｅの文は，公共測量における地図編集について述べたものである。明らかに間違っているも

のだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

a. 等高線による表現が困難又は不適当な地形は，変形地の記号を用いて表示する。

b. 転位及び取捨選択による描画は，小さい縮尺の地図作成において有効な方法である。

c. 縮尺の異なる地図においても，地物の取得項目及び表示方法は，共通である。

d. 新しい地図の作成のために，複数の既成の地図を使用する場合，縮尺が異なる地図を使用しても

良い。ただし，作成する地図より小さい縮尺の地図を使用する。

e. 注記は，対象物の種類，図上の面積及び形状により，小対象物，線状対象物などに区分して表示

する。

1.  a，b

2.  a，e

3.  b，d

4.  c，d

5.  c，e

測量士補過去問題 平成31年度 No.23
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〔No. 23〕

次の文は，一般的な地図編集の原則について述べたものである。明らかに間違っているものは

どれか。次の中から選べ。

1．地図編集においては，編集の基となる地図の縮尺は，新たに作成する地図の縮尺より小さい

ものを採用する。

2．取捨選択に当たっては，表示対象物は縮尺に応じて適切に取捨選択し，かつ正確に表示する。

また，重要度の高い対象物を省略することのないようにする。

3．総描に当たっては，現地の形状と相似性を保ち，形状の特徴を失わないようにする。必要に

応じて形状を多少修飾して現状を理解しやすく総描する。

4．公共測量において，地図情報レベル2500の数値地形図に表示する地物の水平位置の転位は，

原則として行わない。

5．注記とは，文字又は数値による表示をいい，地域，人工物，自然物等の固有の名称，特定の記号

のないものの名称及び種類，標高，等高線数値などに用いる。

測量士補過去問題 令和2年度 No.23
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〔No. 23〕

次のａ〜ｅの文は亜一般的な地図編集における転位の原則について述べたものである。明らか

に間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖道路と三角点が近接し亜どちらかを転位する必要がある場合亜三角点の方を転位する。

ｂ唖河川と等高線が近接し亜どちらかを転位する必要がある場合亜等高線の方を転位する。

ｃ唖海岸線と鉄道が近接し亜どちらかを転位する必要がある場合亜鉄道の方を転位する。

ｄ唖鉄道と河川と道路がこの順に近接し亜道路を転位する際にそのスペースがない場合において

は亜鉄道と河川との間に道路を転位してもよい。

ｅ唖一般に小縮尺地図ほど転位による地物の位置精度への影響は大きい。

1唖 ａ亜ｂ

2唖 ａ亜ｄ

3唖 ｂ亜ｃ

4唖 ｃ亜ｅ

5唖 ｄ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.23
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〔No．23〕

次の文は，一般的な地図編集における地形，地物の取捨選択，転位及び総描についての技術的

手法を述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1．一般的に重要度が低い対象物でも，局地的に極めて重要度の高い場合は省略しないようにする。

2．河川と市町村界が近接し転位が必要となる場合は，河川を転位する。

3．三角点が道路と近接し転位が必要となる場合は，三角点を真位置に描画し，位置関係を変え

ないように道路を転位する。

4．建物が密集して，全てを表示することができない場合は，取捨選択して表示することができる。

5．建物の形状が複雑な場合は，小さな凹凸を省略するなど，現況との相似性を失わない範囲で

形状を修飾して現況を理解しやすく総描する。
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〔No. 23〕

次の1 ~ 5の文は， 公共測量において数値地形図を編集する場合の表示の原則について述べ

たものである。 明らかに間違っているものはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

1. 表示する対象は， 測量作業時に現存し， 永続性のあるものとする。

2. 数値地形図への表現 は，地表面の状況を地図情報レベルに応じて 正確か つ詳細に表示する。

3. 表示する対象は，上方からの中心投影 でその形状を表示する。

4. 特定の記号のないもので， 特に表示する必要がある 対象は， その位置を指示する点を表示し， 名

称， 種類等を文字により表示する。

5. 数値地形図に表示する地物の水平 位置の転位は， 原則 として行わない。

測量士補試験 令和06年度 No.23
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〔No. 24〕

次の文は，ハザードマップについて述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。

次の中から選べ。

1．地震・洪水などの災害をもたらす自然現象を予測して，想定される被害の種類・程度とその

範囲をハザードマップに示した。

2．地震災害，洪水災害など災害の種類に応じたハザードマップを作成した。

3．洪水災害のハザードマップの使用を希望した者がハザードマップを作成した自治体の職員で

はなかったので，使用を許可しなかった。

4．地域の土地の成り立ちや地形・地盤の特徴，過去の災害履歴などの情報を用いてハザード

マップを作成した。

5．最新の基図データを使用したハザードマップの作成を，公共測量として実施した。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２４
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〔No. ��〕

N ᕷでは，ὠἼ，土◁⅏害，ὥỈのྛࡸࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ種㜵⅏に関する地理✵間ሗを用できる

*,6 をᑟධした。次の文は，こうした地理✵間ሗを *,6 でฎ理することによってできることࡸ，

*,6 でのฎ理方法について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. Ἑᕝὶ域の地ᙧの≉ᚩを⾲した地ᙧศ類ᅗに，㐣ཤのὥỈ⅏害のⓎ⏕⟠ᡤに関するሗを㔜ࡡて

⾲♧すると，㐣ཤのὥỈでሐ㜵がỴቯしたሙᡤがᪧἙ㐨に当たるሙᡤであることがࢃかった。 

2. ὠἼࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁと土◁⅏害ࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁを㔜ࡡて⾲♧すると，ὠἼがⓎ⏕した㝿の⥭ᛴ㑊

㞴ሙᡤの中に，土◁⅏害の༴㝤ᛶが㧗い⟠ᡤがあることがࢃかった。 

3. ఫẸのㄝ明用に，⯟✵࣮ࣞࢨ測量で得たᩘ್⾲ᒙࣔ（60'）ࣝࢹを用いて，ὥỈでỈがୖ

᪼したሙྜの⿕害のࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ画ീを作ᡂした。 

4. 標㧗のẁᙬᅗを作ᡂする㝿，ᖹ地のᚤ⣽な㉳అを⾲すため，同じⰍで♧す標㧗のᖜを，ഴᩳのᛴ

なᒣ地にẚべᖹ地ではᗈࡃした。 

5. ⅏害に⅏害の༴㝤から㌟をᏲるための⥭ᛴ㑊㞴ሙᡤと，୍的にᅾするための施タとなる㑊

㞴ᡤとの違いを明☜にするため，ูの記号を⾲♧するようにした。 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.24
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 〔No．24〕

　　 　次の文は，防災分野における地理空間情報の利用について述べたものである。明らかに間違っている

ものはどれか。次の中から選べ。

1. 災害対策の基本計画を立案するため，緊急避難場所データを利用することとしたが，緊急避難場

所は，地震や洪水など，あらゆる種別の災害に対応しているとは限らないことから，対応する災害

種別が属性情報として含まれるデータを入手した。

2. 最短の避難経路の検討を行うため，道路データを入手したが，ネットワーク化された道路中心線

データでは経路検索が行えないので，ラスタデータに変換して利用した。

3. 洪水による浸水範囲の高精度なシミュレーションを行うため，航空レーザ測量により作成された

データを入手したが，建物の高さが取り除かれた数値標高モデル（DEM）だったことから，三次元

建物データをあわせて利用した。

4. 地震や洪水などの災害による被害を受けやすい箇所を推定するため，過去の土地の履歴を調べる

目的で，過去の地図や空中写真のほか，土地の成り立ちを示した地形分類データをあわせて利用し

た。

5. 土砂災害や雪崩などの危険箇所を推定するため，数値標高モデル（DEM）を利用して地形の傾斜

を求めた。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.24
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 〔No．24〕

　 　次の文は，地理空間情報を用いたGIS（地理情報システム）での利用について述べたものである。明

らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. 50 mメッシュ間隔の人口メッシュデータと避難所の点データを用いて，避難所から半径1 kmに

含まれるおおよその人口を計算した。

2. ネットワーク化された道路中心線データを利用し，消防署から火災現場までの最短ルートを表示

した。

3. 航空レーザ測量で得た数値地形モデル（DTM）と基盤地図情報の建築物の外周線データを用い

て，建物の高さ15 m以上の津波避難ビルの選定を行った。

4. 公共施設の点データに含まれる種別属性と建物の面データを用いて，公共施設である建物面デー

タを種別ごとに色分け表示した。

5. 浸水が想定される区域の面データと地図情報レベル2500の建物の面データを用いて，浸水被害が

予想される概略の家屋数を集計した。

測量士補過去問題 平成31年度 No.24
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〔No. 24〕

次の文は，GISで扱うデータ形式やGISの機能について述べたものである。明らかに間違って

いるものはどれか。次の中から選べ。

1．ラスタデータは，地図や画像などを微小な格子状の画素（ピクセル）に分割し，画素ごとに輝度

や濃淡などの情報を与えて表現するデータである。

2．ベクタデータは，図形や線分を，座標値を持った点又は点列で表現したデータであり，線分の

長さや面積を求める幾何学的処理が容易にできる。

3．ベクタデータで構成されている地物に対して，その地物から一定の距離内にある範囲を抽出し，

その面積を求めることができる。

4．ネットワーク構造化されていない道路中心線データに，車両等の最大移動速度の属性を与え

ることで，ある地点から指定時間内で到達できる範囲がわかる。

5．GISを用いると，ベクタデータに付属する属性情報をそのデータの近くに表示することができる。

測量士補過去問題 令和2年度 No.24
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〔No. 24〕

次のａ〜ｅの文は亜GISで扱うデータ形式や GISの機能について述べたものである。明らか

に間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ唖GISでよく利用されるデータにはベクタデータとラスタデータがあり亜ベクタデータのファ

イル形式としては亜GML亜KML亜TIFFなどがある。

ｂ唖居住地区の明治期の地図に位置情報を付与できれば亜GISを用いてその位置精度に応じた縮

尺の現在の地図と重ね合わせて表示できる。

ｃ唖国土地理院の基盤地図情報ダウンロードページから入手した水涯線データに対して亜GISを

用いて標高別に色分けすることにより亜浸水が想定される範囲の確認が可能な地図を作成でき

る。

ｄ唖数値標高モデル（DEM）から亜斜度が一定の角度以上となる範囲を抽出し亜その範囲を任

意の色で着色することにより亜雪崩危険箇所を表示することができる。

ｅ唖地震発生前と地震発生後の数値表層モデル（DSM）を比較することによって亜倒壊建物が

どの程度発生したのかを推定し亜被災状況を概観する地図を作成することが可能である。

1唖 ａ亜ｂ

2唖 ａ亜ｃ

3唖 ｂ亜ｄ

4唖 ｃ亜ｅ

5唖 ｄ亜ｅ

測量士補試験 令和03年度 No.24
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GIS GIS

   

GIS 1995

1  DSM  
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5  DTM  
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亡ニコ

亡ニコ
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〔No．24〕

地理空間情報の防災における利用について，次の問いに答えよ。

地形と自然災害の発生リスクには，密接な関係がある。例えば，山地や崖・段丘崖の下方にあ

り，崖崩れや土石流などによって土砂が堆積してできた「山麓堆積地形」においては，大雨によ

る土石流災害のリスクがあり，地盤が不安定なため大雨や地震による崖崩れにも注意が必要であ

る。

身のまわりの地形が示すその土地の成り立ちと，その土地が本来持っている自然災害リスクに

ついて，誰もが簡単に確認できるようにする目的で，国土地理院のウェブ地図「地理院地図」か

ら「地形分類」を示す地図を公開しており，災害の種類ごとの「指定緊急避難場所」を重ね合せ表

示することで事前に避難ルートを調べることができる。

表 24 は，地形分類，土地の成り立ち及び地形から見た自然災害リスクを説明したものである。 

ア ～ エ  に入る「地形から見た自然災害リスク」を説明した次のページのａ

～ｄの文の組合せとして最も適当なものはどれか。次のページの中から選べ。

表 24

地形分類 土地の成り立ち 地形から見た自然災害リスク

扇状地 山地の谷の出口から扇状に広がる緩やかな斜
面。谷口からの氾濫によって運ばれた土砂が堆
積してできる。

ア

自然堤防 現在や昔の河川に沿って細長く分布し，周囲よ
り 0.5 ～数メートル高い土地。河川が氾濫した
場所に土砂が堆積してできる。

イ

凹地・浅い谷 台地や扇状地，砂丘などの中にあり，周辺と比
べてわずかに低い土地。小規模な流水の働き
や，周辺部に砂礫が堆積して相対的に低くなる
等でできる。

ウ

氾濫平野 起伏が小さく，低くて平坦な土地。洪水で運ば
れた砂や泥などが河川周辺に堆積したり，過去
の海底が干上がったりしてできる。

エ

ａ．洪水に対しては比較的安全だが，大規模な洪水では浸水することがある。縁辺部では液状化

のリスクがある。

ｂ．大雨の際に一時的に雨水が集まりやすく，浸水のおそれがある。地盤は周囲（台地・段丘な

ど）より軟弱な場合があり，特に周辺が砂州・砂丘の場所では液状化のリスクがある。

ｃ．河川の氾濫に注意が必要である。地盤は海岸に近いほど軟弱で，地震の際にやや揺れやす

い。液状化のリスクがある。沿岸部では高潮に注意が必要である。

ｄ．山地からの出水による浸水や，谷口に近い場所では土石流のリスクがある。比較的地盤は良

いため，地震の際には揺れにくい。下流部では液状化のリスクがある。

測量士補試験 令和04年度 No.24
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〔No. 24〕

次の 1 ~ 5 の文は， 地理空間情報活用推進基本法（平成19年法律第63号）における基盤地

図情報について述べたものである。 明らかに間違っているものはどれか。 次の 1 ~ 5 の中から

選べ。

1. 基盤地図情報は， 原則としてインター ネットにより無償で提供される。

2. 基盤地図情報には， 行政区画の境界線などの無形線は含まれない。

3. 基盤地図情報には， 海岸線， 道路縁， 建築物の外周線を含む13項目が定められている。

4. 都市計画区域における基盤地図情報はシ ー ムレスに整備されているため， 隣接市町村にまた

がる図面でも調整なしに按合することができる。

5. 基盤地図情報に市から提供された防災施設の位置情報を重ね合わせることにより， 地域の防

災マップを作成することができる。

測量士補試験 令和06年度 No.24
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仁ニコ
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〔No. 1�〕 

次の文は，公共測量に࠾ける㌴載┿࣮ࣞࢨ測量（移ື計測㌴୧による測量）について述べたもの

である。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

1. ㌴୧にᦚ載した *N66 � ,08 ⨨ࢨ࣮ࣞࡸ測㊥⨨，計測用࣓ࣛ࢝などを用いて，として㐨㊰

及びその࿘㎶の地ᙧࡸ地≀などのྲྀࢱ࣮ࢹ得をする技術である。

2. など，㐨㊰とᆶ┤にタ⨨されている地࣮ࣝࣞࢻ࣮࢞ࡸ測量では計測がᅔ㞴である㟁ᰕࢨ࣮ࣞ✵⯟

≀のྲྀࢱ࣮ࢹ得に㐺している。

3. 。作ᡂもྍ⬟であるࢱ࣮ࢹけるᩘ್地ᙧᅗ࠾ෆなどୖ✵ど⏺のⰋな⟠ᡤにࣝࢿࣥࢺ

4. 㐨㊰及びその࿘㎶の地ᅗሗࣞࣝ࣋ 5�� ࡸ 1��� などのᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹを作ᡂするሙྜ，ࢱ࣮ࢺ

。得できるྲྀࢱ࣮ࢹなどを用いた⌧地測量にẚべて，ᗈ⠊ᅖを▷間でࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࣝ

5. 地ᅗሗࣞࣝ࣋ 1��� のᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹ作ᡂには，地ᅗሗࣞࣝ࣋ 5�� のᩘ್地ᙧᅗࢱ࣮ࢹ作ᡂ

とẚ㍑して，よࡾヲ⣽な計測ࢱ࣮ࢹがᚲせである。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.16
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 〔No．20〕

　 　次の文は，車載写真レーザ測量について述べたものである。　 ア 　 ～  エ  に入る語句の組

合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　 　車載写真レーザ測量とは，計測車両に搭載した 　 ア 　 と 　 イ 　 を用いて道路上を走行しな

がら三次元計測を行い，取得したデータから数値地形図データを作成する作業であり，空中写真測量と

比較して 　 ウ 　 な数値地形図データの作成に適している。ただし，車載写真レーザ測量で

は 　 エ 　 の確保ができない場所の計測は行うことができない。

ア イ ウ エ

1.  レーザ測距装置 GNSS/IMU装置 高精度 計測車両から視通

2.  レーザ測距装置 高度計 高精度 計測車両の上空視界

3.  レーザ測距装置 GNSS/IMU装置 広範囲 計測車両の上空視界

4.  トータルステーション　　GNSS/IMU装置 広範囲 計測車両から視通

5.  トータルステーション　　高度計 高精度 計測車両の上空視界

測量士補過去問題 平成31年度 No.20
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〔No. 18〕

次の文は，公共測量における航空レーザ測量について述べたものである。明らかに間違ってい

るものはどれか。次の中から選べ。

1．航空レーザ測量は，航空機からレーザパルスを照射し，地表面や地物で反射して戻ってきた

レーザパルスを解析し，地形を計測する測量方法である。

2．航空レーザ測量では，レーザ測距装置，GNSS/IMU装置などにより構成されたシステムを

使用する。

3．航空レーザ測量では，計測データを基にして数値地形モデルを作成することができる。

4．航空レーザ測量で計測したデータには，地表面だけでなく，構造物や植生で反射したデータ

も含まれる。

5．航空レーザ測量では，雲の影響を受けずにデータを取得することができる。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.１８
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〔No. 1�〕 

次の文は，公共測量に࠾ける⯟✵࣮ࣞࢨ測量について述べたものである。明らかに間違っているも

のはどれか。次の中から選べ。

1. 地≀にᑕしてᡠってࡸをୗྥきに↷ᑕし，地⾲面ࢫࣝࣃࢨ測量は，⯟✵機から࣮ࣞࢨ࣮ࣞ✵⯟

きた࣮ࣞࢫࣝࣃࢨをゎᯒし，地ᙧを計測する測量方法である。

2. 測㊥⨨，*N66ࢨ࣮ࣞ，は࣒ࢸࢫࢩ測量ࢨ࣮ࣞ✵⯟ � ,08 ⨨，ゎᯒ࢙࢘ࢺࣇࢯなどによࡾ

ᵓᡂされている。

3. 。得に㞼のᙳ㡪をཷけるྲྀࢱ࣮ࢹ，測量では，✵中┿ᙳと同ᵝにࢨ࣮ࣞ✵⯟

4. 測量では，*N66ࢨ࣮ࣞ✵⯟ � ,08 ⨨を用いるため，計測のⅬ᳨及びㄪᩚを行うための基‽Ⅼ

をᚲせとしない。 

5. ࣝࣇࡃ㝖ࡾをྲྀࢱ࣮ࢹから，地⾲面以外のࢱ࣮ࢹ測㊥ࢨとは，ྲྀ得した࣮ࣞࢱ࣮ࢹࢻࣥ࢘ࣛࢢ

。であるࢱ࣮ࢹฎ理を行い作ᡂした，地⾲面の୕次ඖᗙ標ࢢࣥࣜࢱ

測量士補過去問題 平成２９年度 No.19

457



 〔No．20〕

　　 　次の文は，航空レーザ測量について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中

から選べ。

1. 航空機からレーザパルスを照射し，地表面や地物で反射して戻ってきたレーザパルスを解析し，

地形などを計測する測量方法である。

2. 空中写真撮影と同様に，データ取得時に雲の影響を受ける。

3. 対地高度以外の計測諸元が同じ場合，対地高度が高くなると，取得点間距離が短くなる。

4. フィルタリング及び点検のための航空レーザ用数値写真を同時期に撮影する。

5. 計測したデータには，地表面だけでなく，構造物や植生で反射したデータも含まれる。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.20
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〔No. 20〕

次の a ～ d の文は，公共測量における航空レーザ測量について述べたものである。

ア ～ エ に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

a ．航空レーザ測量では， ア 及び点検のための航空レーザ用数値写真を同時期に撮影する。

b ．航空レーザ測量システムは，レーザ測距装置， イ ，解析ソフトウェアなどにより

構成されている。

c ．グラウンドデータとは，取得したレーザ測距データから， ウ 以外のデータを取り除く

ア 処理を行い作成した， ウ の三次元座標データである。

d ．三次元計測データの点検及び補正を行うために エ を設置する必要がある。

ア イ ウ エ

1． リサンプリング GNSS/IMU装置 水面 簡易水準点

2． フィルタリング オドメーター 水面 調整用基準点

3． リサンプリング オドメーター 地表面 簡易水準点

4． フィルタリング GNSS/IMU装置 地表面 簡易水準点

5． フィルタリング GNSS/IMU装置 地表面 調整用基準点

測量士補過去問題 令和2年度 No.20
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航空レーザ測量の
データ欠測率
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〔No．17〕

公共測量における航空レーザ測量において，格子状の標高データである数値標高モデルを格子

間隔 1 mで作成する計画に基づき航空レーザ計測を行い，三次元計測データを作成した。図 17

は得られた三次元計測データの一部範囲の分布を示したものである。この範囲における欠測率は

幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1 m

1 m

図 17

三次元計測データ

水部

凡例

1． 7 ％

2．  9 ％

3． 17 ％

4． 24 ％

5． 29 ％

測量士補試験 令和04年度 No.17

462



[No. 19]

次の a ~ c の文は，公共測量における航空レーザ測量の欠測率について述べたものである。

亡ニコ及びこ二］に入る語句又は数値の組合せとして最も適当なものはどれか。次の

1 ~ 5 の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

a. 「欠測Jとは，点群データを格子間隔で区切り，一つの格子内に点群データがない場合をいう。

b. 欠測率は，対象面積に対する欠測の割合を示すものであり，欠測率＝ （欠測格子数／格子

数） X 100 で求めるものとする。なお，欠測率の計算対象に，水部［こここ］ものとする。

c. 800 m X 600 m の範囲において，計画する格子間隔が lm になるように計測した点群デー

タがある。この範囲内に水部はなく，点群データがない格子の個数を数えたところ， 36,000 で

あった。この範囲における欠測率として最も近い値は［こここ］ ％である。

ア イ

1. は含まない 7.0 

2. は含まない 7.5 

3. は含まない 8.1 

4. も含む 7.0 

5. も含む 7.5 

測量士補試験 令和06年度 No.19
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UAV写真点群測量
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No 19  

UAV

UAV

1  UAV

2  

3   

4  UAV  

5   
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単曲線の設置【計算】
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〔No. 26〕

図26に示すように，曲線半径R＝500 m，交角α＝90°で設置されている，点Oを中心とする

円曲線から成る現在の道路（以下「現道路」という。）を改良し，点O′を中心とする円曲線から成る

新しい道路（以下「新道路」という。）を建設することとなった。

新道路の交角β＝60°としたとき，新道路BC～EC′の路線長は幾らか。最も近いものを次の中

から選べ。

ただし，新道路の起点BC及び交点IPの位置は，現道路と変わらないものとし，円周率π＝

3.142とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

IP α
β

BC

現道路

新道路

EC

EC′

O

O′

R

図26

1．　866 m

2．　879 m

3．　893 m

4．　907 m

5．　920 m
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23

〔No. ��〕

ᅗ 26 に♧すように，᭤⥺ጞⅬ %&，᭤⥺⤊Ⅼ (& からなる᭤⥺の㐨㊰のᘓタを計画して

いた。当ึの計画では᭤⥺༙ᚄ 5 㸻 6�� P，交ゅȘ 㸻 56rであったが，(& 付近でṔྐ的

に㔜せなྂቡがⓎぢされた。このため，᭤⥺ጞⅬ %& 及び交Ⅼ ,3 の⨨はኚ᭦ࡎࡏに，᭤

⥺⤊Ⅼを (& から (&͛にኚ᭦することになった。 

ኚ᭦計画㐨㊰の交ゅș 㸻 ��rとするሙྜ，当ึ計画㐨㊰の中ᚰⅬ 2 を %& 方ྥにどれࡔけ移

ືすればኚ᭦計画㐨㊰の中ᚰⅬ 2͛となるか。᭱も近いものを次の中から選べ。 

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

1㸬 264 P

2㸬 281 P 

3㸬 2�2 P 

4㸬 318 P 

5㸬 31� P 

α
β EC

IP
古墳

EC′ 

BC

R  O′

O

ᅗ 26 

変更計画道路
当初計画道路

測量士補過去問題 平成２９年度 No.26

473



 〔No．26〕

　 　図 26－1に示すように，点Ｏから五つの方向に直線道路が延びている。直線AOの距離は400 m,点

Aにおける点Oの方位角は120°であり，直線BOの距離は300 m, 点Ｂにおける点Ｏの方位角は190°

である。点Oの交差点を図26－2に示すように環状交差点に変更することを計画している。環状の道

路を点Ｏを中心とする半径 R=20 mの円曲線とする場合，直線AC，最短部分の円曲線CD，直線BD

を合わせた路線長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π=3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  584.4 m

2.  677.5 m

3.  684.4 m

4.  686.2 m

5.  724.4 m

図26－1 図26－2

B

O

A

D

C

B
A

O

測量士補過去問題 平成３０年度 No.26
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 〔No．26〕

　 　図 26に模式的に示すように，円曲線始点Ａ，円曲線終点Ｂからなる円曲線の道路建設を計画してい

る。交点 IP（Ａ及びＢにおける円曲線の接線が交差する地点）の位置に川が流れており杭を設置でき

ないため，Ａと IPを結ぶ接線上に補助点Ｃ，Ｂと IPを結ぶ接線上に補助点Ｄをそれぞれ設置し観測

を行ったところ，α= 145°，β= 95°であった。曲線半径 R = 280 mとするとき，円曲線始点Ａから

円曲線終点Ｂまでの路線長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π = 3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  521 m

2.  542 m

3.  565 m

4.  587 m

5.  599 m

図 26

A B

C
α β

D

O

R

IP
川

測量士補過去問題 平成31年度 No.26
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〔No. 26〕

図26に示すように，点Aを始点，点Bを終点とする円曲線の道路の建設を計画している。

曲線半径R ＝200 m，交角I ＝112°としたとき，建設する道路の点Aから円曲線の中点Cまで

の弦長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．26〕

図 26 に示すように，点 A を始点，点 B を終点とする円曲線の道路の建設を計画している。曲

線半径 R ＝ 200 m，交角 I ＝112°としたとき，建設する道路の点 A から円曲線の中点 C まで

の弦長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

図 26

1． 152 m

2． 172 m

3． 188 m

4． 195 m

5． 202 m

A 

C 

B 

O 

IP I 

R 

図26

1．　152 m

2．　172 m

3．　188 m

4．　195 m

5．　202 m
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〔No. 26〕

次の図 26に示すように亜始点 BC亜終点 EC亜曲率半径 R＝ 1,000m亜交角 I＝ 36 ° の円曲線

（BC〜 EC）亜直線（BP〜BC）及び直線（EC〜 EP）を組み合わせた道路を建設したい。

BPから BCまでの距離は 215 m亜ECから EPまでの距離は 500mとしたとき亜BPから EP

までの距離は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお亜円周率 π＝ 3.14 とし亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

図 26

1唖 1,029 m

2唖 1,128m

3唖 1,238m

4唖 1,343m

5唖 1,558m

測量士補試験 令和03年度 No.26
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〔No．25〕

図 25 に示すように，曲線半径 R= 420 m，交角 a= 90°で設置されている，点Oを中心とす

る円曲線から成る現在の道路（以下「現道路」という。）を改良し，点O’を中心とする円曲線か

ら成る新しい道路（以下「新道路」という。）を建設することとなった。

新道路の交角 b= 60°としたとき，新道路BC～ EC’の路線長は幾らか。最も近いものを次の

中から選べ。

ただし，新道路の起点BC及び交点 IP の位置は，現道路と変わらないものとし，円周率

r= 3.14 とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

BC IP

b

EC’

ECO

R

O’

a新道路
現道路

図 25

1． 440 m

2． 659 m

3． 727 m

4． 743 m

5． 761 m

測量士補試験 令和04年度 No.25
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No 25  

25 A B

IP A

IP C B IP D

 170  110 R  300 m

A B  

 3.14  

25 

1  382 m 

2  419 m 

3  471 m 

4  524 m 

5  576 m 

P
ｭ
I
-

ヽ

゜
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[No. 26]

図 26 に示すように，起点 BP, 円曲線始点 BC, 円曲線終点 EC 及び終点 EP からなる直線と円

曲線の道路を組み合わせた新しい道路を建設することとなった。 BP と交点 IP との距離が 280m,

EC~EP の距離が 206m, 円曲線の曲線半径 R = 200m, 交角 I= 60゜としたとき，建設す

る道路の路線長 BP~EP は幾らか。最も近いものを次の 1 ~ 5 の中から選べ。

ただし，円周率冗＝ 3.14 とする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

図 26

l. 476 m 

2. 481 m 

3. 580 m 

4. 595 m 

5. 606 m 

L~

— 

測量士補試験 令和06年度 No.26

480



路線測量

481



���� �	�

�� � ���
!1)0<3#K2����;'S8 '#%�+�� >#.�(T&�

4�
%V RLBU"��*=EG 0<7I,H��'#��)�

�
�
�
�
�
�
�
�

4�


�

QJBU

ALBU

QJCU

QJBU

ALBU

�

/�PMBU

��$PM

/�PMBU

��#PM

��#PM

-

��#PM

/�PMBU

��#PM

/�PMDU

/�PNBU

�

L9?5

L9?6

0<OF

L9@5

0<OF

�

�� 0<OF

�� 0<OF

�� L:?5

�� 0<OF

�� L9?5

測量士補過去問題 平成21年度 No.26

482



��� ���

t(i*� ��4k��2�-'Ym�2GHx�'��2��x�' �"�,�.(#�

2� n0�'���"�2.(*%3�� t(=�0�,�

�� �`vX#*� ��&%'/�"u-�?�zN+=bz(^rD4~�"�`Q8� 7

956:4Bf�2�

�� =b�x�'��2=b{*� �E(��TyzA;(Tyz� 
�N+?�z'T!��

h\w&%'/1 �X(��'���2�

�� _|zp*� ��&p�@W��$�'Zo'aF#�2/�'���� d�'e�"�E

(Tyz�0xX�� ^rD4u-2�

�� �j�Q8� 7956:*� �jx�)�q'T!�"Bf�� Q�'IK�2UO*� �

�4���(�]4�`S`Q(�](�C#IK�2�$4MJ$�2�

	� sjx�*� =bp&%4Ty'�"� >bz'��2=b�(g�'[�"��lP(�

<'R2S`(VLzN+S}' �"� =cz�0(��N+S��4xX�2�

測量士補過去問題           平成22年度 No.25

483



.")� 	�/

¨M�Qã }�ÖJ4;]Ð¾ÖMx¦�·M�CF0^s�¾×KC2EÓVAYM

F0]-  [5KØÔBE2]YMQH`5- ¨Ms5[ÕV-

�� s�¾ÖGQà uÇ°�Ts�°a²�JÊÀ>à ¿����i� gkcdmbx�@]

x¦F0]-

�� uÇ°NÊÀQá Ò{M�¼�¯°wqM�¯°à v±!%�Us�°J�D:à ��¬ºK

Z\Ã3-

� t�°Rà Ð¾MÍ°6[s�¾rJ��MØÛFÊÁ@]-

�� °¥ÖQà Ü�@]s�°ºM°ÙÎÝa�>à �§�7[«WAÎÝGOªÑJZ\

Ã3-

�� uÇ°LQ�£aà s�°JRs�£aÊÂ>à Ì�MAWM�¶ºaÉ|@]-

測量士補過去問題 平成25年度 No.26

484



�������� ÍÛ ��� Î � ��

öUâ`İ´µùĥN.3qĞČúĦO>"@Ġi<mVD!r�ço/P¹Ģ=A#snW

aKy0�÷X¡1pĤ�

�� �čÐøÈ�EbķğĎģÉYċëQÅ?2�ÀÑº Z¨Ā[©Ĕ�ÏòF4BÊjıďÒ

»��������zªÜ7t«ì{$)�

	� �¢ÖĐÿħ�GcĲ¦Ėā·g£×Ă|ąÁRĚĕ5ĳđÓÂÔ¼�� �����}¬Ý8

uí~%*�

� �ĒãûĨ�Hdĸ¤Øèć\óĮ�ËkĴēäĬ½�� ������®Þ9v¯î�&+�

�� �ôåüĩ�Ieĵ¥ÙéĈ�ÆþS6CÃÕ]Ç¶ăĉ^ĝī¸hÄĆį�Ìl�õæĭ¾

�� ������°ß:w±ï�',�

����ĜĊýĪ JfĶ§ėLñġĄ_ěęTÚĘMêá¿�²à;x³ð�(-�

485



VTU� Q�W

I�m
� ®¯Þý����z�ßú�[�{<����9�� n ��~|:����


]!�� I�-� }<�

�� ��f	��,)*$
� Ot2�(_Ý��¥v�º;-k��j%F�K�EH�

��

4� ����f	��,)*$
� ���	���¦v�d;-k��j%F�K�EH�

��

R� M���	��

���3/�e�

,)*$��L�.µ��G�
� M����y��N�1�3/
���

����%J����

S� 1���	��,)*$��L�.¶��G�
� 1����3/
M��¿�1�3/�

e�����%J����

5� xuÈ��	����Àl�¡#$
45��%J����

測量士補過去問題 平成27年度 No.25

486



〔No. 25〕

図25は，公共測量における路線測量の標準的な作業工程を示したものである。 ア ～

オ に入る測量等の名称の組合せとして，最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

詳細測量
イ

オ

横断測量

縦断測量

点
検

納
品

ウ

ア

エ
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成

品
質
評
価仮BM設置測量

図25

ア イ ウ エ オ

1． 作業計画 線形決定 中心線測量 IPの設置 法線測量

2． 作業計画 線形決定 IPの設置 中心線測量 用地幅杭設置測量

3． 線形決定 作業計画 IPの設置 中心線測量 法線測量

4． 作業計画 線形決定 中心線測量 IPの設置 用地幅杭設置測量

5． 線形決定 作業計画 IPの設置 中心線測量 用地幅杭設置測量
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〔No. ��〕

次の文は，公共測量に࠾ける㊰⥺測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。 

1. ,3のタ⨨とは，タ計条௳及び⌧地の地ᙧ࣭地≀の≧ἣを⪃៖して標ᮺ（,3ᮺ）をタ⨨する作

業をいう。

2. 中ᚰ⥺測量とは，㊰⥺のせⅬ及び中ᚰⅬをタ⨨する作業をいう。せⅬにはᙺᮺをタ⨨し，

中ᚰⅬには中ᚰᮺをタ⨨する。

3. ௬%0タ⨨測量とは，⦪᩿測量及びᶓ᩿測量にᚲせなỈ‽Ⅼをタ⨨し，標㧗を求める作業をい

う。௬%0をタ⨨する間㝸は1�� Pを標‽とする。

4. ⦪᩿測量とは，௬%0などに基࡙きỈ‽測量を行い，中ᚰᮺ㧗ࡸ地┙㧗などを測定し，㊰⥺の

⦪᩿面ᅗを作ᡂする作業をいう。

5. ᶓ᩿測量とは，中ᚰᮺなどを基‽にして，中ᚰ⥺と┤ゅ方ྥにある地ᙧのኚⅬ及び地≀に

ついて，中ᚰᮺからの㊥㞳と㧗さを求め，ᶓ᩿面ᅗを作ᡂする作業をいう。
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〔No. 25〕

次の文は亜公共測量における路線測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1唖中心線測量とは亜主要点及び中心点を現地に設置し亜線形地形図データファイルを作成する

作業をいう。線形地形図データファイルは亜地形図データに主要点及び中心点の座標値を用い

て作成する。

2唖仮 BM設置測量とは亜縦断測量及び横断測量に必要な水準点（以下「仮 BM」という。）を

現地に設置し亜標高を定める作業をいう。仮 BMを設置する間隔は亜0.5 kmを標準とする。

3唖縦断測量とは亜中心杭などの標高を定め亜縦断面図データファイルを作成する作業をいう。

縦断面図データファイルを図紙に出力する場合亜高さを表す縦の縮尺は亜線形地形図の縮尺の

�倍から 10倍までを標準とする。

4唖横断測量とは亜中心杭などを基準にして亜地形の変化点などの距離及び地盤高を定める作業

をいう。横断方向には亜原則として引照点杭を設置する。

5唖用地幅杭設置測量とは亜取得などに係る用地の範囲を示すため所定の位置に用地幅杭を設置

する作業をいう。設置した標杭には亜測点番号亜中心杭などからの距離等を表示する。

測量士補試験 令和03年度 No.25
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〔No．26〕

次の文は，公共測量における路線測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．IP の設置では，線形決定により定められた座標値を持つ IP を，近傍の 4級基準点以上の基

準点に基づき，放射法等により現地に設置する。

2．仮BM設置測量とは，縦断測量及び横断測量に必要な水準点を設置し，標高を求める作業

をいう。仮BMを設置する間隔は 100 mを標準とする。

3．縦断測量とは，仮BMなどに基づき水準測量を行い，中心杭高や地盤高などを測定し，路

線の縦断面図データファイルを作成する作業をいう。

4．中心線測量とは，路線の主要点及び中心点を設置する作業をいう。主要点には役杭を設置

し，中心点には中心杭を設置する。

5．横断測量では，中心杭等を基準にして，中心点における中心線の接線に対して直角方向の線

上にある地形の変化点及び地物について，中心点からの距離及び地盤高を測定する。
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〔No. 25〕

次の1 ~ 5の文は， 公共測贔における路線測量について述べたものである。 明らかに聞違って

いるものはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

1. 線形決定では， 主要点及び中心点を現地に設置し， それらの座標値を地形図デー タに追加し

て線形地形図デー タファイルを作成する。

2. 仮BM設置測量では， 縦断測星及び横断測量に必要な水準点（以下「仮BM」という。）を現

地に設置し， 標高を定める。 仮BMの標杭は， 0.5km間隔で設置することを標準とする。観測

は平地においては 3級水準測量により行い， 山地においては4級水準測量により行う。

3. 縦断測量では， 中心杭等の標高を定め， 縦断面図デー タファイルを作成する。縦断面図デー タ

ファイルを図紙に出力する場合，高さを表す縦の縮尺は，線形地形図の縮尺の5倍から10倍ま

でを標準とする。

4. 横断測量では， 中心杭等を基準にして， 地形の変化点等の距離及び地盤高を定め， 横断面図

デー タファイルを作成する。横断方向には，原則として見通杭を設置する。横断面図デー タファ

イルを図紙に出力する場合， 横断面図の高さを表す縦の縮尺は， 縦断面図の縦の縮尺と同 一の

ものを標準とする。

5. 詳細測量では， 主要な構造物の設計に必要な地形， 地物等を測定し， 詳細平面図デー タファイ

ルを作成する。また，詳細平面図デー タファイルのほかに，縦断面図デー タファイル及び横断面

図デー タファイルも作成する。
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 〔No．25〕

　 　道路工事のため，ある路線の横断測量を行った。図25－1は得られた横断面図のうち，隣接する

No.5 ～ No.7の横断面図であり，その断面における切土部の断面積（C.A）及び盛土部の断面積（B.A）

を示したものである。中心杭間の距離を20 mとすると，No.5 ～ No.7の区間における盛土量と切土量

の差は幾らか。式25に示した平均断面法により求め，最も近いものを次の中から選べ。

　 　ただし，図25－2は，式25に示した S1，S2（両端の断面積）及び L（両端断面間の距離）を模式的

に示したものである。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

 

 

 

 

 

1.  105 m3

2.  116 m3

3.  170 m3

4.  178 m3

5.  270 m3

V = 2 × L ……………… 式 25

図 25－1

地形断面

C.A = 5.8 m2

B.A = 7.9 m2

C.A = 7.6 m2

B.A =10.5 m2

図 25－2 

S2

L
S1

No.5

B.A

No.6

No.7

計画道路断面
C.A

C.A = 6.0 m2

B.A = 9.3 m2

中心杭

S₁+S₂

S₁，S₂：両端の断面積

V：両端断面区間の体積

L：両端断面間の距離
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〔No. 27〕

図27は，境界点A，B，C，Dの順に直線で結んだ土地を表したものであり，土地を構成する

各境界点の平面直角座標系における座標値は表27のとおりである。

長方形AEFDの面積が土地ABCDの面積の60 %であるとき，点FのX座標値は幾らか。最も

近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

C

B

X E F

D

Y

A

道路

図27

表27

境界点 X（m） Y（m）

A ＋10.00 ＋10.00

B ＋80.00 ＋10.00

C ＋50.00 ＋60.00

D ＋10.00 ＋45.00

1．　＋50.00 m

2．　＋52.00 m

3．　＋54.00 m

4．　＋56.00 m

5．　＋58.00 m

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２７
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〔No. ��〕

地Ⅼ A，B，C でᅖࡲれた୕ゅᙧの土地の面✚を算出するため，公共測量でタ⨨された 4 ⣭基

‽Ⅼから，ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫࣝࢱ࣮ࢺを用して測量を実施した。⾲ 27 は，4 ⣭基‽Ⅼから୕ゅᙧの

㡬Ⅼに当たる地Ⅼ A，B，C を測定した⤖ᯝを♧している。この土地の面✚に᭱も近いものはど

れか。次の中から選べ。

な࠾，関ᩘの್がᚲせなሙྜは，ᕳᮎの関ᩘ⾲を用すること。

⾲ 27 

地Ⅼ 方ྥゅ ᖹ面㊥㞳

A 30r00͛00͜ 30.000 m 

B 90r00͛00͜ 12.000 m 

C 300r00͛00͜ 20.000 m 

1㸬 324 m2 

2㸬 348 m2 

3㸬 372 m2 

4㸬 396 m2 

5㸬 420 m2 

測量士補過去問題 平成２９年度 No.27
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 〔No．27〕

　 　点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄで囲まれた土地に杭を設置することとなった。各点の座標値は表27のとおりであ

る。点Ｃの座標を X＝26.50 m，Y＝26.40 mと誤って杭を設置した場合，杭に囲まれた面積は正しい値

に比べてどれだけの較差を生じるか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表27

点 X座標（m） Y座標（m）

A ＋40.00 ＋ 40.00

B ＋ 35.50 ＋ 30.20

C ＋ 26.40 ＋ 26.50

D ＋ 17.90 ＋ 38.20

1.  0.41 m2

2.  0.48 m2

3.  0.82 m2

4.  0.96 m2

5.  1.92 m2

測量士補過去問題 平成３０年度 No.27
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 〔No．27〕

　 　図 27のように道路と隣接した土地に新たに境界を引き，土地ABCDEを同じ面積の長方形ABGF

に整正したい。近傍の基準点に基づき，境界点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅを測定して平面直角座標系（平成

14年国土交通省告示第９号）に基づく座標値を求めたところ，表27に示す結果を得た。境界点Ｇの Y

座標値は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表27

点 X座標（ｍ） Y座標（ｍ）

A －5.380 － 24.220

B ＋ 34.620 － 24.220

C ＋ 28.620 ＋ 1.780

D ＋ 0.620 ＋ 31.780

E － 5.380 ＋ 21.780

1.  ＋ 14.080 m

2.  ＋ 14.920 m

3.  ＋ 32.080 m

4.  ＋ 38.300 m

5.  ＋ 62.520 m

図 27

B G

A

C

F E
D

X

Y
道 路

道

路

●

測量士補過去問題 平成31年度 No.27
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〔No. 27〕

図27は，境界点A，B，C，Dの順に直線で結んだ土地を表したもので，土地を構成する各境

界点の平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第 9 号）に基づく座標値は表27のとおりである。

公共測量によって，土地ABCDの面積の90 ％となる長方形AEFDに整えたい。このとき境界点F

のX 座標値は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．27〕

図 27 は，境界点 A，B，C，D の順に直線で結んだ土地を表したもので，土地を構成する各境界点

の平面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第 9 号）に基づく座標値は表 27 のとおりである。

公共測量によって，土地 ABCD の面積の 90 ％となる長方形 AEFD に整えたい。このとき境界点

F の X 座標値は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

図 27

表 27

点 X 座標（m） Y 座標（m）

A － 20.630 － 17.800

B ＋ 79.370 － 17.800

C ＋ 39.370 ＋ 86.200

D － 20.630 ＋ 78.200

1. + 49.430 m

2. + 53.870 m 

3. + 55.120 m

4. + 58.630 m

5. + 75.750 m

E 

B 

F 

X 

C 

A D 
道 路

道

路

Y 

図27

表27

境界点 X 座標（m） Y 座標（m）

A －20.630 －17.800

B ＋79.370 －17.800

C ＋39.370 ＋86.200

D －20.630 ＋78.200

1.　＋49.430 m

2.　＋53.870 m

3.　＋55.120 m

4.　＋58.630 m

5.　＋75.750 m

測量士補過去問題 令和2年度 No.27
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〔No. 27〕

表 27は亜公共測量により設置された�級基準点から図 27のように三角形の頂点に当たる地点

A亜B亜Cをトータルステーションにより測量した結果を示している。地点A亜B亜Cで囲まれ

た三角形の土地の面積は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

なお亜関数の値が必要な場合は亜巻末の関数表を使用すること。

表 27

地点 方向角 平面距離

A 75 ° 00 ′ 00 ″ 48.000m

B 105 ° 00 ′ 00 ″ 32.000m

C 105 ° 00 ′ 00 ″ 23.000m

4級基準点

図 27

1唖 55.904m2

2唖 108.000m2

3唖 138.440m2

4唖 187.061m2

5唖 200.000m2

測量士補試験 令和03年度 No.27
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〔No．27〕

地点A，B，Cで囲まれた三角形ABCの土地の面積を算出するため，公共測量で設置された 

4 級基準点から，トータルステーションを使用して測量を実施した。 4級基準点から三角形の頂

点にあたる地点A，B，Cを観測した結果は表 27 のとおりである。この土地の面積は幾らか。

最も近いものを次の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 27

地点 方向角 平面距離

Ａ  45°00’ 00" 50.000 m

Ｂ  90°00’ 00" 20.000 m

Ｃ 330°00’ 00" 50.000 m

1． 945 m2

2． 1,006 m2

3． 1,067 m2

4． 1,128 m2

5． 1,189 m2

測量士補試験 令和04年度 No.27

515



No 27  

27 A B C D A

B 14

9 27  

PQ AB

PQ 2.000 m P Q C D

27 

X m Y m

A 25.000 10.000 

B 5.000 10.000 

C 21.000 16.000 

D 25.000 15.000 

1  368 m2 

2  382 m2 

3  440 m2 

4  476 m2 

5  502 m2 

道
路
①x

• 日

o
o
o
·
z

,....._、 1

I 

A p
 

道路② D
 

► Y 
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[No. 27]

図 27 は，境界点A, B, C, D の 4 点で囲まれた四角形の土地を表したもので，各境界点の平

面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第 9 号）における座標値は表 27 に示すとおりである。

この度，計画道路の建設に伴い四角形の土地 ABCD を長方形の土地 AEFD に整えることと

なった。長方形 AEFD の面積を四角形 ABCD の面積の 70 ％とするとき，点 F の X 座標値は幾ら

か。最も近いものを次の 1 ~ 5 の中から選べ。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

計画道路
| 

x
 

道路

口 Y 

図 27

表 27

境界点 x座標値 (m) Y 座標値 (m)

A -22.260 +6.000 

B +24.740 +6.000 

C +16.740 +76.000 

D -22.260 +70.000 

1. +7.840 m 

2. +9.382 m 

3. +10.640 m 

4. +13.740m 

5. +22.943 m 

測量士補試験 令和06年度 No.27
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 〔No．25〕

　 　図 25に示すような宅地造成予定地を，切土量と盛土量を等しくして平坦な土地に地ならしする場

合，地ならし後における土地の地盤高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　 　ただし，図25のように宅地造成予定地を面積の等しい四つの三角形に区分して，点高法により求め

るものとする。また，図25に示す数値は，各点の地盤高である。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

1.  1.63 m

2.  1.73 m

3.  1.84 m

4.  1.92 m

5.  2.03 m

図25
1.00 m

2.00 m

1.50 m

1.20 m

3.30 m

2.50 m

測量士補過去問題 平成３０年度 No.25
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〔No. 25〕

10年前に水平に整地した図25－ 1 の土地ABCDにおいて ,先日 ,水準測量を行ったところ，地

盤が不等沈下していたことが判明した。観測点の位置関係及び沈下量は，図25－ 1 及び表25に

示すとおりである。盛土により，整地された元の地盤高に戻すには，どれだけの土量が必要か。

図25－ 2 の式①を用いて算出し，最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，盛土による新たな沈下の発生は考えないものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

〔No．25〕

10 年前に水平に整地した図 25－1 の土地 ABCD において, 先日, 水準測量を行ったところ，

地盤が不等沈下していたことが判明した。観測点の位置関係及び沈下量は，図 25－1 及び表 25

に示すとおりである。盛土により，整地された元の地盤高に戻すには，どれだけの土量が必要か。

図 25－2 の式①を用いて算出し，最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，盛土による新たな沈下の発生は考えないものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 25

観測点 沈下量 (m)

A 0.3

B 0.2

C 0.3

D 0.2

E 0.1

図 25－1

図 25－2

E B D 

C 

A 

20 m 

40 m 

20 m 

40 m 

〈次のページに続く〉

下図はある三角柱で不等沈下が起きたときの模式図である。この図において，不等沈下後

の区画△PQR は平面であり，不等沈下の変位は鉛直成分のみとすると，不等沈下によって失

われた体積は，式①で表される。

V : 不等沈下によって失われた体積

a, b, c : 沈下量

S : 三角柱の底面積（水平面積）

3V = 
ho

S ････････ 式①
( a +b +c )

a

b c

S

V
P

Q

R

図25－ 1

表25

観測点 沈下量（m）

A 0.3

B 0.2

C 0.3

D 0.2

E 0.1

下図はある三角柱で不等沈下が起きたときの模式図である。この図において，不等沈下後の

区画△PQRは平面であり，不等沈下の変位は鉛直成分のみとすると，不等沈下によって失わ

れた体積は，式①で表される。

V ＝（a ＋b ＋c）
3

S ････････式①

V：不等沈下によって失われた体積

a，b，c：沈下量

S：三角柱の底面積（水平面積）

〔No．25〕

10 年前に水平に整地した図 25－1 の土地 ABCD において, 先日, 水準測量を行ったところ，

地盤が不等沈下していたことが判明した。観測点の位置関係及び沈下量は，図 25－1 及び表 25

に示すとおりである。盛土により，整地された元の地盤高に戻すには，どれだけの土量が必要か。

図 25－2 の式①を用いて算出し，最も近いものを次のページの中から選べ。

ただし，盛土による新たな沈下の発生は考えないものとする。

なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 25

観測点 沈下量 (m)

A 0.3

B 0.2

C 0.3

D 0.2

E 0.1

図 25－1

図 25－2

E BD

C

A

20 m

40 m

20 m

40 m

〈次のページに続く〉

下図はある三角柱で不等沈下が起きたときの模式図である。この図において，不等沈下後

の区画△PQR は平面であり，不等沈下の変位は鉛直成分のみとすると，不等沈下によって失

われた体積は，式①で表される。

V : 不等沈下によって失われた体積

a, b, c : 沈下量

S : 三角柱の底面積（水平面積）

3V = 
ho

S ････････ 式①
( a +b +c )

a 

b c 

S 

V 
P 

Q 

R 

図25－ 2

1． 140 m3

2． 160 m3

3． 180 m3

4． 200 m3

5． 400 m3

測量士補過去問題 令和2年度 No.25
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〔No. 28〕

次の文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．距離標は，両岸の堤防の法肩又は法面に設置する。

2．対応する両岸の距離標を結ぶ直線は，河心線の接線と直交する。

3．水準基標は，できるだけ水位標の近くに設置する。

4．定期縦断測量では，水準基標を基準にして，両岸の距離標の標高を測定する。

5．定期横断測量では，距離標を境にして，陸部は横断測量を，水部は深浅測量を行う。

測量士補過去問題　　平成２８年　　No.２８
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〔No. ��〕

次の文は，公共測量に࠾けるἙᕝ測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1. Ἑᕝ測量とは，Ἑᕝࡸᾏᓊなどのㄪᰝࡸ⥔ᣢ⟶理のために行う測量である。

2. 定期ᶓ᩿測量に用する㊥㞳標を 2� NP 間㝸でỈ標の近㎶にタ⨨した。

3. 定期⦪᩿測量の基‽とするỈ‽基標の㧗さを୍➼Ỉ‽Ⅼから 2 ⣭Ỉ‽測量で求めた。

4. ῝ὸ測量に࠾いて，⯪を *N66 測量機を用いて測定した。

5. ῝ὸ測量に࠾いて，Ỉ῝をࣟࢻࢵ（測῝Წ）を用いて┤᥋測定した。

測量士補過去問題 平成２９年度 No.28
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 〔No．28〕

　　 　次の文は，公共測量における河川測量について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から

選べ。

1. 距離標設置測量は，定期横断測量における水平位置の基準となる距離標を設置する測量である。

距離標は，左右の岸どちらかに設置する。

2. 水準基標測量は，定期縦断測量の標高の基準となる水準基標を設置する測量である。水準基標は，

水位標から十分離れた場所に設置する。

3. 定期縦断測量及び定期横断測量は，河川の形状を断面図として作成する測量である。これらは，

直接水準測量で実施しなければならない。

4. 深浅測量は，河川，湖沼などの，水底部の地形を明らかにする測量である。水深の測定は，音響

測深機やロッド，レッドなどを用いて行う。

5. 法線測量は，河川又は海岸において，築造物の新設や改修などを行う場合に，等高・等深線図

データファイルを作成する測量である。作成する範囲は，前浜と後浜を含む範囲である。

測量士補過去問題 平成３０年度 No.28
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 〔No．28〕

　　 　次の文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。

1. 河川測量とは，河川，海岸などの調査及び河川の維持管理などに用いられる測量をいう。

2. 距離標設置測量とは，河心線の接線に対して直角方向の両岸の堤防法肩又は法面などに距離標を

設置する作業をいう。

3. 平地における定期縦断測量は，3級水準測量により行った。

4. 定期横断測量において，水際杭を境として陸部と水部に分けて，陸部は横断測量，水部は水準基

標測量により行った。

5. 深浅測量において，横断面図を作成した。

測量士補過去問題 平成31年度 No.28
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〔No. 28〕

次の文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1．水準基標測量とは，定期縦断測量の基準となる水準基標の標高を定める作業をいう。

2．水準基標は，水位標に近接した位置に設置するものとする。

3．定期縦断測量は，左右両岸の距離標の標高並びに堤防の変化点の地盤及び主要な構造物につ

いて，距離標からの距離及び標高を測定するものとする。

4．定期横断測量は，陸部において堤内地の20 m ～ 50 mの範囲についても行う。

5．深浅測量とは，河川などにおいて水深及び測深位置を測定し，縦断面図データファイルを作

成する作業をいう。

測量士補過去問題 令和2年度 No.28
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〔No. 28〕

次の文は亜公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違っているもの

はどれか。次の中から選べ。

1唖河川測量とは亜河川亜海岸等の調査及び河川の維持管理等に用いる測量をいう。

2唖距離標設置間隔は亜起点から河心に沿って亜原則として 500mとする。

3唖水準基標は亜水位標に近接した位置に設ける。

4唖定期縦断測量における観測の路線は亜水準基標から出発し亜他の水準基標に結合する。

5唖深浅測量において亜水深が浅い場合は亜ロッド又はレッドを用いる。

測量士補試験 令和03年度 No.28
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〔No．28〕

次のａ～ｅの文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに間違って

いるものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

ａ．河川測量とは，河川，海岸等の調査及び河川の維持管理等に用いる測量をいう。

ｂ．距離標は，河心線の接線に対して直角方向の両岸の堤防法肩又は法面等に設置する。

ｃ．水準基標測量とは，定期縦断測量の基準となる水準基標の標高を定める作業をいう。

ｄ．水準基標測量は 2級水準測量により行い，水準基標は水位標から離れた位置に設置する。

ｅ．深浅測量とは，河川，貯水池，湖沼又は海岸において，水底部の地形を明らかにするため，

水深，測深位置又は船位，水位又は潮位を測定し，縦断面図データファイルを作成する作業を

いう。

1． ａ，ｂ

2． ａ，ｅ

3． ｂ，ｃ

4． ｃ，ｄ

5． ｄ，ｅ

測量士補試験 令和04年度 No.28
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〔No. 28〕

次の1 ~ 5の文は， 公共測量における河川測量について述べたものである。 明らかに間違って

いるものはどれか。 次の1 ~ 5の中から選べ。

1. 河川測量とは， 河川， 海岸等の調査及び河川の維持管理等に用いる測贔をいう。

2. 水準悲標は， 水位標に近接した位置に設置するものとし， 設置間隔は， 1kmから2kmまで

を標準とする。

3. 定期横断測量とは， 定期的に左右距離標の視通線上の横断測量を実施して横断面図デ ー タ

ファイルを作成する作業をいう。

4. 深浅測量における船位の測定は， ワイヤ ー ロ ー プやト ー タルステ ー ション， GNSS測贔機を

用いて行う。

5. 法線測量とは， 河川又は海岸において， 薬造物の新設又は改修等を行う場合に現地の法線上

に杭を設置し線形図デー タファイルを作成する作業をいう。

測量士補試験 令和06年度 No.28
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測量士補過去問題 平成２０年 No.７【Ｄ】

一

毎

表7ー２は，ある河川の横断測量を行った結果の一部であるづこの横断面における左右岸

の距離標の標高は１３‘2鋤である。また，各測点間のこう配は一定である。この横断面の河

床部における平均河床高の標高を、単位で小数第1.位まで求めたい。最も近いものを次の

中から選べ。なお，河床部とは，左岸堤防表法尻から右岸堤防表法尻までの区間とする。

表７－２横断測量結果一覧

測点

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１．６．５，

２．７詞0,

3..7.5ｍ

４，８．０，

５．８．５ｍ

距離(血）

0.0

０．０

1,0

3.0

6.0

9.0

１０，０

13,0

15.⑪

1ａＯ。

16.0

左岸距離標から

の比高(､）

D
P

・Ｑ

0.0

－０．２

－０，２

－４．２

-６．２

－６．７

－６．２

－４．２

-０．２

-０．２

0．０

◆

｡

測点の説明

左岸距離標上面の高さ

左岸距離標地盤高

左岸堤防表法肩

左岸堤防表法尻

水面

水面 P

右岸堤防表法尻

右岸堤防表法肩

右岸距離標地盤高

-右岸距離標上面の高さ

ﾛ.〆：
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